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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ










　──酷ひどい、頭ず痛つうがした。





　うっすら目を開けると、薄うす紫むらさきの空に輪のような弧こ月げつと銀色の星ほし屑くずが広がっていた。


　しばらく瞬まばたきを繰くり返し、それが空ではなく天てん井じように描えがかれた絵なのだと理解できた。


　──ここは、どこだろう？


　まだ覚かく醒せいしきらぬ意識で、少女はぼんやりと考える。


　少女は大きな天てん蓋がいに覆おおわれた上質なベッドに横たわっていた。薄紫色のカーテンの向こうは真っ暗で、今が夜なのだろうと感じた。側そばのテーブルに小さなランタンが置かれていて、頼たよりない明かりを灯ともしている。


　見覚えがないわけではないが、いつの間に自分が眠ねむってしまったのか、そして眠るまでなにをしていたのか、頭の中が霞かすみがかったようで上う手まく思い出せなかった。


　顔にかかる金色の髪かみを払はらおうとするが、自分の腕うでではないように重たい。寝ね間ま着きの袖そでは瑠る璃り色いろだった。前髪を払うと角張ったものが手に当たり、カタン──と小さな音を立てた。


　どうやら、なにかを倒たおしてしまったらしい。手て探さぐりで元に戻もどそうとするが上手くいかない。仕方がないので、少女はそれを手に取った。


　小さな額がく縁ぶち──緻ち密みつに描かれた肖しよう像ぞう画が。親子らしい三人の男女が描かれており、中央には整った顎あご鬚ひげが似合う紳しん士し。あまり若くはなく、体格も瘦やせている。その紳士に寄り添そって二人の少女が描かれていた。少女たちは全く同じ顔で、髪の長さだけが違ちがう。


　片方は肩かたにもかからぬ短い髪で、活発そうな笑えみを浮うかべている。十一、二歳さいくらいだろうか。部へ屋やの中で本を読むより、花畑でも走り回っている方が似合う容よう姿しだった。


　少女は自分の髪をつまみ上げる。肖像画よりは長いが、それでも肩にかかる程度の長さ。


　それから、もう片方の少女の絵に視し線せんを向ける。腰こしまで覆う金色の髪。同じ顔をしているにも拘かかわらず、大人おとなびた印象を受けるのは表情の違いからだろうか。こちらは病弱そうに見え、ベッドで本を読んでいる姿が似合うように思えた。


　──姉様……。


　ぼんやりした頭でも、それだけは明確に分かった。


　自分が誰だれよりも敬けい愛あいし、憧あこがれた、双ふた子ごの姉。いつでも物静かで落ち着き払っており、ときとして父よりも聡そう明めいであった姉。少女はただ、姉のようになりたかったのだ。


　肖像画を見つめて思い返していると、天蓋のカーテンがフワリと揺ゆれた。外から風が吹ふき込こんできたのだ。誰かがテラスへ出ているらしく、淡あわい月明かりが差し込んでいた。


　身を起こしてそちらへ視線を向けると、テラスには一人の少女が佇たたずんでいた。月を見上げるその背せ中なかには、腰まで流れる長い髪。月明かりを弾はじいて銀色に見えた。


「……姉様？」


　口の中で転がす程度の小さな声だったのだが、テラスの少女は敏びん感かんに察して振ふり返った。


　銀色に見えた髪は真っ白で、肌はだも透すけるような純じゆん白ぱくだった。寝間着のような衣ころもも白く、大きな袖に前で重ねて紐ひもでまとめる異国風のもの。東洋人らしく線の細い顔立ちだが、純白で統一されたその姿は雪の精のように見えた。


　──姉様じゃない……？


　髪は長いがその色は違うし、そもそも顔つきも違う。物静かな眼まな差ざしの姉に比べ、目の前の少女はいかにも気の強そうな切れ長の双そう眸ぼう。まったくもって姉との共通点は見いだせないのだが、それでもその少女はどこか姉と似ているように感じられた。


　白い少女はテラスの扉とびらを閉しめて側へ寄ると、ベッドのすぐ隣となりの椅い子すへと腰こし掛かける。


「すまぬな。起こしたか？」


　白い少女は意外に優やさしい言葉をかけてくれた。


「具合はどうじゃ？」


　そう言われて、少女はどうやら自分が体調を崩くずしたかなにかで、寝ね込こんでいたのだと気づいた。疲ひ労ろうにも似た体の重さはあるものの、特別気分が悪くも、痛いたむところもない。


「……問題ない…………と思う」


　そう答えると、白い少女は安心したような息を漏もらした。


「なら良い。執事バトラーがずいぶん慌あわてておったぞ？　夜通し側にいるなぞと言いだしたから追い出したがの。おんしもあやつも、もうちっと性別というものをわきまえた方が良いぞ」


　──執事バトラー……？


　小さく首を傾かしげると、白い少女は呆あきれたような顔をして人差し指を立てた。


「覚えておらぬか。おんし、本を取ろうとしてハシゴから落ちたらしいぞ？　鈍どんくさいの。常つね日ひ頃ごろから言っているであろ？　おんしはもう少し注意力や警けい戒かい心しんを持てと……」


　説教を半分聞き流しながら、姉とこの白い少女がどう似ているのか分かった気がした。


　少女がなにか問題を起こすたびに、姉もよくこうやって人差し指を立てて小言を言ったのだ。そして、最後に必ずこう言う。


　──まあ、大事にならなくて良かったがね──


「まあ、大事なくて良かったがの」


　本当に同じことを言われ、少女は思わず口元を緩ゆるめた。それを見て、白い少女は意外そうに目を大きくする。


「珍めずらしいの。おんしが笑うのは。私わたしはなんぞおかしなことを言ったか？」


「あ、いいえ。あなたが姉様と同じようなことを言うから少しおかしくて……」


　白い少女は何な故ぜか怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。なにかを訝いぶかっているようだが、上手く疑ぎ問もんを言葉にできないような、そんな表情だった。


「ふん？　まあ良いが。……そういえば、おんし、姉がおるのか？」


　白い少女の視線は、少女が手に取ったままの額縁へと注がれていた。


「え？　ええ、姉様はとても優しくて、ときどき怖こわくて、少しあなたに似てます」


　白い少女はなおさら不信感を覚えたように目を細める。瑠璃猫ドミニトンに睨にらまれたような気分で、少女は居い心地ごこちの悪さに身じろぎした。


「その姉というのは、なんという名なのじゃ？」


「姉様の名前ですか？　姉様は…………………………？」


　答えようとして、少女はその言葉の先を見失った。


　──姉様の名前？


　いつだって自分は姉のことを「姉様」と呼よんでいた……はずだ。名前を呼ぶことがなかったのだろうか？　いや、だとしても仮にも自分の姉の名前が思い出せないなどということがあるのだろうか？　ど忘れにしては度が過ぎるのではないか？


　そこまで考えて、自分は目の前の白い少女の名前も思い出せないことに気づいた。見覚えは……あるような気がするのだが、自分にとってどんな人物だったのか。口の利きき方からして使用人には思えないのだが、それが何故自分の看かん病びようをしていたのか。そもそもここは一体どこなのか。


　──いいえっ！　それ以前に……、それ以前に！


　少女は、怪訝そうに眉を顰める白い少女へ、やや引きつった微び笑しようを向けた。


「もし。つかぬことをお伺うかがいしますが、あなた、わたくしの名前をご存ぞんじありません？」


「……？　エルミナであろ？」


「エルミナ……。そう、それがわたくしの名前ですのね」


「……なにを言っておるのじゃ？　先ほどから、おんし、少しおかしいぞ」


　困こん惑わくする白い少女に、少女──エルミナは涼すずやかな微笑を崩さず問いかける。


「それと、大変失礼とは存じますが、あなたのお名前をお伺いしてもよろしいかしら？」


　白い少女は狼狽うろたえたように立ち上がった。


「な、なんの冗じよう談だんじゃ。私の名前くらい知っておろう？　カナメじゃ。おんしが雇やとった裁縫師ニードルワーカーじゃ」


　狼狽える少女──カナメを見つめて、少女はやはり微笑を浮うかべて口を開く。よく見てみると、その頰ほおには一ひと筋すじの汗あせが伝っていた。





「わたくし、どういった人間で、ここはどこなのでしょうか？」





　少女の問いかけに、カナメは怯おびえたように後あと退ずさり、それからサイドテーブルに置かれていた銀製のベルを手に取った。


　そして、真夜中だというにもかかわらず、そのベルを力ちから一いつ杯ぱい鳴り響ひびかせた。




　第一章　それは在ありし日の陽炎かげろうで







　ロックウォール駅──


　プラットホームから見み渡わたせる街まち並なみのほとんどは、開かい拓たく時代の面おも影かげが色いろ濃こく残る木造建築。西側に大きな岩山が見えるが、そこに取り立てて価か値ちは見いだせない。物資の流通を図はかるには地理が悪く、開拓の果てにたどり着いた行き止まりのような街である。


　にも拘かかわらず、この街には巨きよ大だいにして豪ごう華かな駅が建設され、そこに歩くのも困こん難なんなほどの人間が乗り降おりしている。


　人口一万二千人。その数字は街として大きなものではない。しかしその実に三分の一が外からの長期滞たい在ざい者であるという事実はあまり知られていない。そしておよそ四千人もの人間がこの辺へん鄙ぴな片かた田舎いなかに滞在する理由も、多くの人間は知るよしもない。


　ここから見える岩山の向こうには、未開拓の秘ひき境ようが広がっているのだ。


　希少な大陸生物を狩かるため狩人ハンターがここを拠きよ点てんとし、その狩人ハンターから獲え物ものを買い取り、あるいは商品を売りつけるため旅商人キヤラバンが訪おとずれる。その小さな循じゆん環かんがいつの間にか大きな連れん鎖さを生み、この街に数あま多たの珍ちん品ぴんや曰いわく付きの人間を引き寄せるようになったのだ。


　そしてまた──この街に曰く付きの存そん在ざいが、招き寄せられていた。





　プラットホーム──車しや掌しようと駅員が二人がかりで貨物車両から荷物を下ろしていた。


　客の乗り降りの多いこの駅で、荷物の昇しよう降こう作業自体は日常的なものである。事実、二人とも手慣れた様子で次々と荷物を荷台へと積み込こんでいく。しかしそこに浮かぶのは日常をこなしている顔ではなく、畏い怖ふすべきなにかから必死で目を逸そらしているような表情である。


　やがて荷物は残すところあと一つになり、駅員の男が堪たまりかねたように口を開いた。


「なあ、こいつは一体なんなんだい？」


　貨物車に残るのは巨きよ大だいな金属の箱だった。角や縁ふちには無ぶ骨こつな金きん属ぞく鋲びようが打ち込まれ、表面にはオルダー教の十じゆう字じ架かが刻きざまれている。六角形で大きさは人が入れるほどのもの。


　それは──棺ひつぎ──だった。運行中に蓋ふたが開かぬよう、革かわのベルトで固定されている。


「これは客の荷物です。俺おれたちはただ車両から下ろせばいいんですよ」


　荷物を下ろせば次の駅に立ち去れる車掌は苛いら立だたしそうに答える。一方、列車が出発したあともこの荷物を運ばなければならない駅員の方は気が気ではない。


　停車時間は刻こつ々こくと過ぎていく。車掌と駅員は観念したように棺かん桶おけを動かし始める。金属製のそれは、恐おそろしく重たかった。


　二人がかりで荷台に載のせると、駅員はホームにへたり込こんでしまった。初老の彼かれには多少堪こたえる仕事だったらしい。中年の車掌は、そんな駅員に一度敬けい礼れいを向けると、逃にげるように車両に乗り込んでしまう。駅員はなんとかそれに敬礼を返した。


　ガタンゴトン──重たい音を響ひびかせ、列車が動き始める。駅員の仕事はまだ終わっていない。棺も含ふくめて荷台三つ分に及およぶ荷物を、早く受取場まで運ばなければならない。


　駅員が腰こしを揉もみながら立ち上がると、その奇き怪かいな音が響き渡わたった。


「おぉぉぉぉぉぉぉぉ……」


　地の底から響くような呻うめき声に、駅員はビクッと身を退ひく。声は、棺桶から聞こえたように思えた。


「そこに……誰だれかいるのか……？」


　今度こそ、声は紛まぎれもなく棺桶から聞こえた。駅員は腰を抜ぬかしたらしく、再びホームにへたり込んでしまう。


「立ち止まったということは、対価に音を失ったわけでもないはずだな。そこの契けい約やく者しやよ」


　一体なにを語りかけられているのか理解できず、駅員は一人狼狽える。すると──





「おかしいな。なんで俺おれのことが分かるんだ？」





　その声は駅員のすぐ隣から聞こえた。今の今まで、駅員以外には誰もいなかったはずである。驚おどろいて声の方へ顔を向けると……そこには、やはり誰もいなかった。


「契約者ならばにおいで分かるのさ。初対面でなんだが、一つ頼たのまれてはくれないか」


　棺桶はカタカタと揺ゆれていた。姿すがたなき声は怪け訝げんそうな声を漏もらす。


「頼み？」


「なに、難むずかしいことではない。我わが棺の留め具を外してもらいたい」


　棺桶には厳げん重じゆうな封ふうが施ほどこされている。姿なき声は当然の疑ぎ問もんを投げかける。


「出られないのに中に入ったのかい？」


「まさか。移動中に親ヽ切ヽ心ヽ溢あふれる人間たちがこんなことをしてくれたのだ。この棺は上等なものでね。できれば壊こわしたくないのだよ」


　他の駅の駅員だろうが、自分たちのことが非ひ難なんされているのだと分かり、駅員の顔色が青ざめていく。しかし駅員など存在しないかのように会話する棺と声。


　ほどなくして、姿なき声は棺桶の頼みに応じたらしい。パチン──パチン──留め具のベルトが一本ずつ外れていく。


　一体なにが起こっているのか。そして棺の中になにが入っているのか。ここから今すぐ逃にげるべきだと感じていながらも、足あし腰こしがいうことをきかない駅員は尻しり餅もちをついてガタガタと震ふるえることしかできなかった。


　やがて全すべてのベルトが外されると、棺の蓋ふたは重たい音を立てて開いた。


　持ち上がった真っ白な手を包むのは、上品な絹シルクとレースを使った豪ごう華かな衣い装しよう。陶器人形ビスクドールが身につけるような黒のドレス。顔半分は真っ白な仮面で覆おおわれ、唇くちびるには黒い口紅ルージユ。残り半分の顔には絵札トランプの死神ジヨーカーのごとく、涙なみだの形をした不気味な化粧メイクが施ほどこされていた。


　中に収まっていたのは、棺桶に比べてずいぶん小こ柄がらな少女だった。禍まが々まがしい化粧メイクをしているものの顔の造作自体は整っており、年ねん齢れいも十代だろう程度には分かる。少女が身を起こすと、見事な黒くろ髪かみがカーテンのように広がる。


　少女は立ち上がると──すぐさま線路へ向かって駆かけ出した。


「おげえええぇぇっぇぇぇぇぇぇう」


　嘔おう吐としていた。


「……あー、汽車で酔よったのかい？」


「貨物……車両は……ごぷっ……人の、乗るところでは、ない……おぇうっ……」


　どうやら姿なき声は少女の背せ中なかをさすってやっているらしい。長い黒髪がクシャッともつれた。しばらくすると、少女も落ち着いたらしい。化粧メイクと仮面のせいで顔色は分からないが、フラフラした足取りながらもなんとか立ち上がる。


「助かった。礼を言うぞ。貴き公こうがもう少し遅おそければ、我はひ、棺の中で、うう、酷ひどいことに……もう、駄だ目めか、とっ……」


　よほど辛つらかったらしい。今度は泣き始めていた。右半分に塗ぬられた化粧メイクが涙なみだで流れ、地じ獄ごく絵えのごとき光景になっていく。


「ええっと……俺、急いでるんだけど、もう大だい丈じよう夫ぶか？」


「ああ、大丈夫だ。なにも問題などないさ」


「じゃ、じゃあな。強く生きろよ？」


「待つが良い。貴公の名を聞いておこう。我はジェノバだ」


　少女──ジェノバの声に、姿なき声は少し躊躇ためらうような沈ちん黙もくを挟はさんでから答えた。


「……オウマ、だ」


「オウマ。今の恩おんを仇あだで返したくはない。もう会わぬことを祈いのっているよ」


「そうか？　残念だな。あんたは久しぶりに覚ヽえヽらヽれヽそヽうヽなヽ格ヽ好ヽなんだが、まあいいか」


　その言葉を最後に、姿なき声──オウマの声が響くことはもうなかった。


　ジェノバは、駅員の方へ振り返る。


　涙の化粧メイクは本物の涙でまだら模も様ように塗ぬりかえられた。その顔で歩み寄られ、駅員は怯おびえて身を退くが、何な故ぜか少女の方も驚いたように身を退く。そして、罠わなを警けい戒かいする獣けもののようにそろそろと近づくと、バタンと棺ひつぎの蓋を閉じる。


　それから虚うつろな目でなにかをブツブツと呟つぶやきながらも、金属の塊かたまりと呼よんでも過言ではない棺かん桶おけを、軽々と背負い上げる。


「……人間、怖こわくない。人間、無害。人間、危あぶなくない」


　自分自身に暗示でもかけるかのようにそう呟き、少女はプラットホームを去っていく。


　それを呆ぼう然ぜんと見送った駅員は、ずいぶん経たってからあることに気づいた。


「今の二人、無賃乗車じゃないのか……？」





　　　　[image: ]





「エルミナ。顔色が優すぐれないようですが、大丈夫ですか？」


　思えばその朝、確かに兆候と思われるものはあった。


　珍めずらしくエルミナが朝食を摂とると言ったので用意したのだが、運ばれてもなかなか手をつけようとせず、食べ始めてもその手は止まりがちだった。


　問いかけたのは、ヴァレンシュタイン家執しつ事じマルク＝マルドゥークである。


　皺しわ一つない燕えん尾び服ふくには翼つばさを模かたどったヴァレンシュタイン家の紋もん章しよう。毅き然ぜんとした立ち振ふる舞まいは青年と呼んだ方が相応ふさわしいように思えるが、困こまったような微び笑しようと愛あい嬌きようのある丸メガネが年ねん齢れいより幼おさなく見せてしまう。


　名前を呼ばれて、少女──エルミナはぼんやりとした眼まな差ざしを上げた。


　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。ガラス細工のように繊せん細さいながらも、表情に乏とぼしい顔立ち。銀啼鳥ソローネのような美しい声をしているのだが、必要以上にその口を開くことがない。本日は珍しく灰はい色いろのドレス。肩にかかる金色の髪は、出で逢あったころよりも少し長くなっていた。


　エルミナは不思議そうに自分の顔に手を当てた。自分の表情を確かめるような仕草であるが、マルクが指し摘てきしたのは顔色のはずだ。


「口に合いませんでしたか？」


「……いや、少し、眠ねむたいだけだ」


　眠たい──エルミナがそう言うことは珍しい。ときおりきちんと休むように注意しても「眠るのは好きではないのだ」などと言うのだ。マルクはなおさら不安を覚えた。


「少し、お休みになられた方が良いのではありませんか？」


「……体調に問題はない」


　よくよく考えると、数日前から少しずつこんな様子を見せていたように思える。


　いや、エルミナはほとんど表情というものを浮うかべない。マルクが気づかなかっただけで、もっと前から具合がおかしかった可能性もある。


　結局、エルミナは食事もそこそこにフォークを置いてしまった。


「……すまない」


　料理の大半を残したまま、エルミナは申し訳わけなさそうにそう呟いていた。


「もうお休みになった方が良いと思います」


　マルクにそう言われ、エルミナはおとなしくベッド……ではなく書庫へと足を向けた。


「お嬢じようさ……エルミナ、読書は控ひかえてきちんとお休みになってください」


　マルクがそう言うと、エルミナはゆっくりと翠玉の瞳を向けてきた。


　それが、何故かとても不安そうに見えて、マルクはにわかに動どう揺ようした。


「エルミナ？　本当に大丈夫ですか？　具合が悪いようならば、医者を呼んだ方が……」


　マルクの言葉を遮さえぎるように、エルミナは首を横に振ふった。


「……問題ない。本を選んだら、きちんと休む」





　エルミナは書庫へ降おりていってしまった。


　マルクも食器を手早く片かた付づける。寝しん室しつの前には左右へ長大な廊ろう下かが延のびている。右に進めばすぐに玄げん関かんホールへと下る階かい段だんがあり、食器を片付ける厨ちゆう房ぼうもその地下にある。


　玄関ホールに降りると、マルクはふと足を止めた。


　──やはり、気になりますね……。


　マルクは進路を変へん更こうし、食器を抱かかえたまま玄関を抜ぬける。外には燦さん々さんとした朝日が降ふり注そそいでおり、洗せん濯たく物がよく乾かわきそうな天気だった。


　屋や敷しき沿ぞいに庭を迂う回かいし、東に向かって進むと、やがて水の音が響いてくる。そして屋敷の壁かべが途と切ぎれると、そこには二人の少女の姿があった。


「あ、マルクさん、どうしたんですか？」


　元気の良い声でそう言ったのは、水を溜ためた桶おけで洗濯をする少女だった。


　真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレス。活発そうな褐かつ色しよくの肌はだに、大きな琥こ珀はく色の瞳。ピンピンとささくれ立った癖くせ毛げ。クーランと呼ばれる大陸先住民の少女──アイシャは、今日もいつも通りの侍じ女じよ姿だった。


　マルクが返事をしようとすると、もう一人の少女がツカツカと歩み寄ってきた。


　こちらもアイシャ同様の侍女姿である。真っ白な髪は腰を覆うほど長く、その肌やまつげに至いたるまで純じゆん白ぱくで統一されている。少々肌が弱い体質のため、日差しを防ぐ布きれをあちこちに巻まき付けていた。


　純白の少女──カナメは、マルクの前に歩み寄ると……容よう赦しやなく向こう脛ずねを蹴け飛とばした。


「たわけ。こちらに来るでない。私たちがなにを洗っていると思っておるのじゃ」


　蹴られた痛いたさで涙なみだぐみながらも、自分の行動が軽けい率そつだったことに気づいた。カナメとアイシャが洗濯しているのは、この屋敷の住人全員分の洗濯物である。当然、当主であるエルミナのものもあれば、カナメ、アイシャなどの女性のものも含ふくまれている。


　マルクは慌あわてて背中を向けた。


「それで？　なんの用じゃ、こんなところまで」


「ええ、少し、気になることがありましたので……」


　マルクが答えると、カナメは呆あきれたような息を漏もらした。


「なんじゃ、またどこぞの契けい約やく者しやにでも狙ねらわれておるのか？」


「どちらかというと、そちらの方が気が楽なのですがね……」


　背中越ごしに、カナメの怪け訝げんそうな気配が伝わってきた。


「エルミナの様子がおかしいです。なんというか、具合が悪いように見えるのですが、私にも違い和わ感かんがある程度にしか分かりません。それで、側そばにいてやってほしいのです」


「おんしに分からぬことが、私に分かるはずがなかろ？」


「いや、あの、最近、妙みようにぼーっとしているように見えませんか？」


「見えぬ」


　即そく答とうされて、マルクは絶句した。


「う……、だから、その、ぼーっとしているように見えるのです。疲つかれているのかとも思ったのですが〝眠たい〟と言っていました」


「──えっ？」


　何故か、その言葉に反応したのはアイシャだった。


「どうかしましたか？」


「あ、いいえ、ま、また夜よ更ふかししてるんじゃないかなって、思っただけですよ！」


　なにやら動揺しているようだが、振り返るわけにはいかないので確かめる術すべはない。


「ふん。それではアイシャの言うように、夜更かしをしているだけではないのか？」


「そうかもしれませんが、……なにか引っかかるのです」


　それは、マルクにも上手く説明のできない違和感だった。なにか途と方ほうもない重病の前まえ触ぶれを見ているように、何故か不安を覚えてならないのだ。


「強しいて言うなら、少し、怯おびえているように見えました」


　そう説明すると、カナメも思案するように沈ちん黙もくした。


「なるほど。おんしがそう言うのなら、そうなのかもしれんの」


「ええ、それであなたに頼たのんでいるのです」


「……おんしの、エルミナのことはなんでも私に頼めばよいと考えておらぬか？」


「そ、そういうわけではありませんが、まあ、もちろん礼はしますよ」


　そういうと、カナメもピクリと身を震ふるわせる。関心を持ったようだった。


「な、ならば、仕方がないの。引き受けんでもないぞ」


「助かります。以前と同じで、頼み一つということでよろしいでしょうか？」


　以前もカナメに同じような頼み事をしたことがあった。そのときは「なんでも一つだけ頼みを聞く」という約束だった。ふところの寂さびしいマルクには最善の選せん択たく肢しだった。


「ふむ。よか…………」


　言いかけて、何な故ぜかカナメは口ごもった。マルクが首を傾かしげると、カナメは美お味いしそうな食べ物を突つき返すように、苦く渋じゆうのこもった口調で言った。


「い、嫌いやじゃ」


「なっ……、報ほう酬しゆうが不足ですか？」


「いいや。私はエルミナの様子など見ても分からぬ。私の目から見て、エルミナはなにもおかしくない。気になるならばおんしが見てやればよかろ」


「わ、私が四し六ろく時じ中ちゆう張り付くわけにはいかないでしょう？」


「張り付いてやれば良いではないか」


「……急にどうしたのです。少し様子を見てほしいと言っているだけではありませんか」


「それが嫌じゃと言っておるのじゃ」


　突とつ然ぜん、横おう柄へいになったカナメに、マルクはため息を漏らした。


「……もういいです。あなたには頼みません。アイシャ？　あなたならエルミナの様子も分かりますね？」


　話を振ると、何故かアイシャは狼狽うろたえたような物音を立てた。


「あう、ええっと、その……、あ、あたしも、カナメさんの言うとおりだと思います！」


「なんですって？」


「だから、その、あたしにも分かりません！　気づいたのはマルクさんなんですから、マルクさんが見てあげるしかないと思います！」


　頼たよりにしていた二人から拒きよ絶ぜつの返答。信じられないが、これ以上頼んでも無む駄だらしい。


　マルクが落らく胆たんしてその場を去ると、アイシャがカナメに慰なぐさめるような声をかけていた。


「あの、あたしは、カナメさんはいい人だと思いますよ？」


「……たわけ。洗濯物を片付けるぞ」





　マルクは抱かかえたままだった食器を片付けるため、厨ちゆう房ぼうへ降おりた。


「残飯」


　不服そうな声を漏もらしたのは料理人のセリアだった。


　皺しわ一つない、パリッとしたシャツとスラリとした黒のズボン。男だん装そうを思わせる格かつ好こうながら起き伏ふくに富んだ体型。口数の少なさに反比例して激げき情じようを表したような赤い髪かみと藍らん玉ぎよくの瞳ひとみ。


「調理、不満？」


「いえ、調理に問題はありません。たまたま今日は体調が優すぐれなかったようです」


「……不可解」


　セリアは眉まゆを顰ひそめて首を傾げた。彼かの女じよはこの屋や敷しきにやってきてから、まだ日が浅い。ようやく一ヶ月になるところである。そのセリアですら、おかしいと感じたようだ。エルミナは残すくらいならば初めから食べるとは言わない。


「やはり、様子がおかしいと思いますか？」


「疑ぎ問もん」


　そこまでは思わないが、変だとは思うということらしい。セリアとは会話をするたびに頭を使わなければならない。もう少し単語を交ぜてほしいと、マルクは切に願った。


　マルクはしばし躊ちゆう躇ちよしたが、カナメたちに話したことを相談してみることにした。屋敷の女性の中ではセリアが年長者なのだ。


　話を聞くと、セリアはなにか思案するように俯うつむき、それから真ま面じ目めな表情で頷うなずいた。


「……〈精せい霊れいの器うつわ〉は未知な要素が多いです。そちらの影えい響きようとは考えられませんか？」


　セリアはまともに話せないわけではない。こうしてまともにしゃべるときは真面目な話をするときである。相談に乗ってもらえそうで、マルクはホッと息を吐ついた。


「アルバの場合はどうだったのですか？」


　アルバ＝ディーノ──街を三分するギャングの一つ、ディーノ・ファミリーの首ド領ン。そして、エルミナと同じく契けい約やく者しやとは異ことなる異い能のう──〈精霊の器〉の所持者。マルクは彼らのことを超ちよう越えつ者と呼んでいる。セリアはアルバの側近として雇やとわれていたのだ。


　アルバの名前を出すと、何故かセリアは驚おどろいたように目を大きくし、それから物もの憂うげなため息を漏らす。


「アルバ君とエルミナ様では〈器〉の定義自体が異なります」


「どういう、意味です……？」


　アルバが君付けであることを新しん鮮せんに感じながらも、セリアが自分の知らない秘ひ密みつを知っていることに敗北感を覚えた。


「エルミナ様の事情は込こみ入っていらっしゃるそうです。アルバ君とは違ちがい、なにかリスクを抱かかえているのかもしれません」


　リスク──どういう意味だろうか。アルバとエルミナでも力の在あり方が違うのだろうか？　頭を悩なやませていると、セリアは励はげますように呟つぶやく。


「可能性の話です。エルミナ様がお持ちの〈器〉は二つです。なにかしらの負荷がのしかかっていても不思議ではない、と考えただけです」


　マルクは悩んだものの、その頼みを持ちかけてみることにした。


「セリアさん。手の空いている時間でかまいませんから、エルミナの側そばにいてやってもらえませんか？」


「かまいませんが、それはマルク君がやった方が効果的です」


「私、ですか？」


　マルクが狼狽えていると、セリアは真面目な表情で頷うなずいた。


「エルミナ様は、アイシャちゃんとは別の意味合いでマルク君を頼たよっています。側にいるならマルク君が適任です」


「そ、そうでしょうか……」


　マルクが首を傾げていると、セリアは意地の悪そうな笑みを浮かべた。


「勿もち論ろん。不ふ祥しよう事じ。即そく抹まつ殺さつ」


「わ、私がなにをするというのですか！」


　マルクが再び狼狽えるとセリアは少し考える仕草を見せ、納なつ得とくしたように大きく頷いた。


「謝罪。期待過多。度ど胸きよう微び々び」


　なにやら酷ひどいことを言われているように思える。


　マルクが絶句していると、セリアは僅わずかながら安心させるような笑みを浮かべた。


「アイシャちゃんやカナメちゃんでも、同じことを言うと思います」


　そう言われて、マルクは先ほどカナメたちから断られたときのことを思い返した。拒絶されたのだと思ったのだが、もしやセリアと同じことを言いたかったのだろうか？


　──それは、悪いことをしたかもしれませんね……。


　カナメは言い方が不器用だっただけなのかもしれない。


「了りよう承しよう？　なら行く」


「あ、あの、それで私はどうすれば良いのでしょうか」


　側にいてどうすれば良いのか分からないから、カナメやセリアに相談したのである。


「鈍どん感かん。要思考」


　セリアは呆あきれたようにため息をついた。自分で考えろという意味のようだ。


　それで話は終わりだというように、セリアは残飯を片かた付づけ始めた。





　結局、厨房からも追い出されてしまい、マルクは書庫へと足を向けた。


　寝しん室しつに戻もどっているかもしれないが、また抱えきれないほど本を選んでいる場合もある。


　扉とびらを軽く叩たたき、書庫に足を踏ふみ入れると、そこにはぼんやりと本ほん棚だなに寄りかかるエルミナの姿があった。テーブルの上にはなにもなく、本を選んでいた様子もない。書庫にいてエルミナが本を読んでいないという怪かい奇き現象に、マルクは動どう揺ようした。


「エルミナ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」


　マルクが声をかけると、エルミナは驚いたように顔を上げる。契約者の翳かげが色いろ濃こく揺ゆれる翠すい玉ぎよくの瞳。何な故ぜかそれは不安そうに濡ぬれて見えた。


　マルクが慌てて側に駆かけ寄ると、エルミナは表情を変えないまま瞬まばたきをした。


「……何事かね」


「それは私が訊ききたいことでございます。このところ、ずっと様子がおかしいように見えます。具合が悪くないのでしたら、なにか悩なやみでもあるのではありませんか？」


　そう言うと、エルミナは不思議そうに自分の顔を触さわった。最近、ときおり見せる仕草だが、癖くせなのだろうか？


「……何故、そう思うのかね」


「何故……と言われましても、なんとなく、そんな気がするだけでございますが……」


「……契約者のカンというものかね」


「アーロンならともかく、契約者はそれほど便利なものではありませんよ」


　そう答えると、エルミナはもう一度驚いたように瞬きをし、それから幽かすかに口元を緩ゆるめた。それは注意して見ないと見み逃のがしてしまいそうな、僅わずかな変化だったが……。


　それから、躊躇ためらいがちに怖おず怖おずと口を開いた。


「……体調に問題はない。が、悩みがないわけではない」


「私でよろしければご相談に乗りますが……」


「……大した問題ではないのだ」


「そうは、見えませんが……」


　マルクがそう言うと、エルミナは真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。いつものぼんやりとした瞳ではなく、なにかを伝えようとする真っ直すぐな瞳。


　戸と惑まどいながらも、マルクは真っ直ぐその瞳を見つめ返した。


「……私は、君に感謝をしているつもりだ」


　無表情ながらも、感情のこもった響ひびきだった。マルクは自分の顔が赤らんだのを感じた。


「わ、私はなにも、感謝されるようなことは……」


「……君が、この屋や敷しきに来てからどれくらい経たっただろうか。それほど長い時間ではないはずだが、私には実りの多い時間だった」


　それはマルクにとっても同じことだった。居い場ば所しよのなかったマルクに、自分の居場所というものを与あたえてくれたのはエルミナなのだから。


「……君といられて、私は楽しかった」


　まるで、別れの挨あい拶さつでも聞いているような気分になり、マルクはにわかに不安を覚えた。


「……だから、私は」


　エルミナは真っ直ぐマルクを見上げると、聞き違いようのないハッキリとした口調でこういった。





「……君の、給金をもう少し上げても良いのではないかと」





　マルクは、自分の耳を疑うたがうように瞬きを繰くり返した。


　それから、それが夢でないかと確かめるように、恐おそる恐おそる問いかけた。


「あの、エルミナ……？　給金…………なのですか？」


　小さく頷くエルミナ。


「あ、あああああ、あ、上がる、つまり、昇しよう給きゆう、してくださるのですか……！」


「……まだ、考えている最中だ」


　マルクはその場でエルミナを抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられながらも、なんとか堪こらえる。


　それを見てエルミナは少しだけ表情を緩め、幽かにではあるが笑ったように見えた。それから本棚に設置されたハシゴへ足をかける。上の段だんの本を取るためのものである。


「……本を選びたい。部屋まで運んでもらえまいか」


「かしこまりました」


　ハシゴを登ると、エルミナはすぐに一冊さつの本を選び、マルクがそれを受け取る。そのまま何冊かの本を受け取ると、次の本を受け取り難にくくなったので、マルクは一度テーブルに本を置くためにハシゴの側を離はなれた。


　それは、本当に何気ない、自然な行動だった。


　しかし、マルクは数秒後、その行動を激はげしく後こう悔かいすることになった。


　所々に金の装そう飾しよくが施ほどこされた、重厚な四つ脚あしのテーブル。そこにマルクが抱えていた本を置いたときだった。


　ゴトッ──重たいなにかが床ゆかに落ちた音がした。


　振り返ると、ハシゴにエルミナの姿すがたはなかった。代わりに床へ放ほうり出された手足、そして灰はい色いろのドレス。ぐったりと目を閉とじたエルミナは、ピクリとも動かなかった。


「──エルミナ！」





　そして、時じ刻こくは深夜へと流れる。
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「記き憶おく……喪そう失しつ、ですって？」


　医師の説明に、マルクは愕がく然ぜんとした声を漏もらした。


　でっぷりとした体型に、水すい晶しよう玉だまのごとくそり上げられた見事な禿とく頭とう。ヴァレンシュタイン家かかりつけの医師ニコラスである。


　屋敷の使用人はすでに全員起きていた。門番小屋で寝ね起おきしている庭師──アーロンも駆かけつけている。見上げるような巨きよ体たいで、アイシャやカナメあたりと比ひ較かくすると比ひ喩ゆ抜ぬきに二倍近い身長である。アイシャとカナメはエルミナの側についていて、ここにはいない。


「身体的な異状は？」


　ヘナヘナと頽くずおれるマルクの代わりに問いかけたのは、家令のドミニクだった。こちらも普ふ段だんのゆるみきった気配は影かげを潜ひそめ、深刻そうな表情である。


　一度に問い詰つめるとエルミナが混こん乱らんしそうだったため、側にいるのはアイシャたちに任せ、それ以外は外で待機していた。さすがにみな寝間着姿であるが、マルクは燕えん尾び服ふく姿だった。再び医師を呼ばなければならない場合も考え、仕事着のまま寝ていたのだ。


　ドミニクの問いに、医師は首を横に振った。


「頭部には痣あざができているが、内出血の様子もない。脳のうのことになると、都会まで出て施し設せつのあるところで診みないと分からないが、今のところ重大な疾しつ患かんは見あたらない」


「詳しよう細さい説明」


　セリアである。彼女は意外に面めん倒どう見みがよい（マルク以外には）。医師は首を横に振った。


「話してみた様子では、最近の……二、三年分だろうかね。記憶がすっぽり抜け落ちているようだ」


　つまりマルクたち、現在の使用人のことはなにも覚えていないらしい。落らく胆たんしながらも、マルクは医師の言葉を聞き漏らしてはいなかった。


「ということは、昔のことは覚えているのですか？」


「ある程度、といったところだがね。ただ、どういうわけか自分のことはよく覚えていない。名前も分からなかったらしい」


「何故でしょうか？」


「……申し訳わけないが、分からん。わしはただの外科医なのでね。さすがに専せん門もん外だ」


「回復は見み込こめるのであるか？」


　アーロンの巨体で迫せまられ、医師はたじろいだらしく半歩後あと退ずさる。マルクがその巨体を押おし戻もどすと、医師は腕うでを組んで唸うなり込む。


「事故の直後で記憶が混乱することは希まれにあることだ。一過性のもので、時間が経たてば治る可能性も考えられる。しかし……」


「しかし？」


「……戻らない可能性もある」


　そのひと言には、さすがに全員が沈ちん黙もくせざるを得なかった。


　医師はしばし考え込むように沈黙したが、やがてハッキリとした口調で言った。


「もしかしたら、ラチナスなら治ち療りようが受けられるかもしれない。今の時代で一番医学が進んでいるのはあの国だからね」


　──ラチナス神聖国──


　その名前に、全員苦にが虫むしをかみ潰つぶしたような表情を見せた。


　──〈アルス・マグナ〉──そして〈空白の契けい約やく書しよ〉────契約者が精せい霊れいに支し払はらった〝対価〟を復元し、精霊をも打ち砕くだく破は壊かい能力と、それを反転させたような復元能力──


　契約者の法則から完全に外れた力を振ふるうエルミナ。ラチナス神聖国の暗部〈宣せん教きよう師し〉たちは、彼女を〈精杯グレイルの姫ひめ〉と呼んで追っている。少々目立つ行動を取りすぎたため、彼らはフロアティナから追い出されたのだが、組織が解体されたわけではない。主である教皇の元──つまりラチナス神聖国に撤てつ収しゆうしただけなのだ。


　こちらからラチナスに出向くのは自殺行こう為いである。エルミナが記憶を失っているならばなおのことである。


　マルクたちの沈黙をどう受け取ったのか、医師は励はげますような笑みを浮かべた。


「もちろん、あんな遠い国へ気軽に行けるものではないだろう。わしの方でも、そちらに詳くわしい医師を探さがしてみる。落ち着いて経過を観察していこう。ともかく、今はむやみに刺し激げきを与あたえない方がいい」





　医師を見送ると、ドミニクはアーロンとセリアに休むよう言った。彼らには朝の仕事があるし、今エルミナにしてやれることもない。


　マルクは執しつ事じという立場上、ドミニクが不在の昼間は屋や敷しきの中を取り仕切らねばならない。明日からどうすべきか打ち合わせをするつもりだった。


　マルクがそれを訊きこうとすると、エルミナの寝室からアイシャが顔を覗のぞかせた。


「あ、ドミニクさん、マルクさん、お医者さん、なんて言ってました？」


「ひとまず、今すぐ処置のできることではないそうです」


　そう答えて、さすがにマルクも肩かたを落とした。


　あのとき──書庫でエルミナが倒たおれたとき、彼女の体調が良くないことはマルクが一番知っていたはずなのだ。思えば、昇給の話を持ち出したのも、マルクがあまりに心配そうにしていたから、気を紛まぎらわそうとしてくれたのかもしれない。


　支えてやらなければならなかったはずなのに、逆に励まされてしまったのだ。


　そして、エルミナは倒れて、マルクたちのことを忘わすれてしまった。


　落ち込こむマルクの代わりに、ドミニクが答えてくれる。


「脳のうや骨ほねに異状はないらしいよ。エルミナお嬢じよう様さまもいきなりあれこれ言われても混乱するだろうし、ゆっくり経過を見ていこうと言われたよ。……そういえば、カナメさんは？」


「カナメさんは……、その、どういうわけか、エルミナが側にいてほしいみたいで……」


「なるほど。そういうことか……」


　ドミニクはなにか納なつ得とくしたように頷うなずいていた。


「なにか思い当たるところが？」


「だって、カナメさん、美人じゃないか」


「……ドミニクさん、いくらあたしでも怒おこりますよ？」


　アイシャは憤ふん慨がいして頰ほおを膨ふくらませたが、マルクは感心したような息を漏らした。


　ドミニクがいつも通りの調子でからかったことで、アイシャも普段の調子を取り戻もどした。エルミナの隣となりでいつも笑っていたのはアイシャである。彼女のことを覚えていなかったにしろ、アイシャが笑っていることは大きな支えになる。


　──ドミニクさんが、一番辛つらいのでしょうね……。


　以前、エルミナが外出先で倒れたとき、誰だれよりも取り乱みだしたのはドミニクである。そのドミニクがエルミナの記き憶おく喪そう失しつなどという事態に平気なわけはない。


　──私も、一人だけ落ち込んでいるわけにはいきませんね。


　マルクは気を引き締しめ直すと、いつも通りの微び笑しようを浮かべた。


「エルミナはどうしてますか？」


「ええっと……、まだどうしたらいいか分からないみたいでした。お話とかする分には平気みたいでしたよ？」


「じゃあ、とりあえずエルミナお嬢様もいっしょに相談した方がいいかな？」





　マルクたちが扉とびらを開けると、天てん蓋がいつきの大きなベッドには二人の少女が腰こし掛かけていた。片かた方ほうは真っ白の髪かみに、東国の寝間着姿のカナメ。その隣には隠かくれるようにカナメの裾すそにしがみつく金色の髪をした少女。
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　少女の顔自体は紛まぎれもなくマルクの知るものなのだが、あの無表情で動じない彼女からは想像もできない不安そうな色を浮かべていた。


　少女は、マルクたちの顔を順に眺ながめると、ハッとした顔をした。


「ドミニク……？」


　少女に名前を呼ばれ、ドミニクはホッとしたようにフニャリとゆるんだ笑みを返した。


「おや、良かった。僕ぼくのことは覚えてくれていたみたいだね」


　そう言われて、少女も恥はじらったように顔を赤らめた。


「何な故ぜか、あなたに叱しかられたことばかり、覚えていますわ」


「え……？」


　少女の言葉に、ドミニクは間の抜けた声を漏らした。マルクが目を向けると、その肩が震ふるえており、笑みの浮かんだ横顔も強こわ張ばって見えた。


　それから、ドミニクは問いかけてはならないことを問うように、恐る恐る口を開いた。


「……お嬢様、お姉様のことは、覚えている、かい？」


　少女は、僅わずかに表情を翳かげらせた。


「覚えていますわ。ただ、名前が思い出せませんの。……あの、ドミニク？　姉様は、今どちらにいらっしゃるんですの？」


　ドミニクの体が、目め眩まいでも起こしたように揺ゆれた。マルクは慌あわててその背せ中なかを支える。


「冗じよう談だん……だろう？」


　それは聞き違ちがいかもしれない、小さな声だったが、確かにそう呟つぶやいたように聞こえた。


　ドミニクは、一度頭を振ると、静かに少女の前に傅かしずいた。


「今、君のお姉様はここにはいない」


「なにか、あったのですか？」


「事故があったんだよ。一年ほど前のことだ」


　少女の顔がみるみる青ざめていった。


「まさか……」


「いいや、亡なくなったわけじゃないよ。ただ、今は会えない」


　マルクは鋭するどく目を細めた。


　──エルミナの姉……エミリオは、生きているのですか？


　少女の隣で、カナメも怪け訝げんそうに目を細める。ちらりとアイシャへ視し線せんを向けると、何故か居い心地ごこちが悪そうにスカートの裾を握にぎりしめていた。


　──アイシャは、なにか知っているのでしょうか……？


　この屋や敷しきで、マルクより古ふる株かぶの使用人はドミニク以外ではアイシャだけである。侍じ女じよという立場もある。マルクたちが知らないことを知っていても不思議はない。


　──まあ、今はそのことはいいでしょう。


　マルクがそれを振ふり払はらうように小さく頭を振った。ドミニクの返答に、少女は落ち込んだように肩を落としていたが、やがて顔を上げるとマルクに視線を向けた。


「ええっと……、あなたは……？」


　覚かく悟ごしていたことではあるが、真っ向からそう言われると、多少、堪えた。あの人形のように無表情なエルミナの顔に、困こん惑わくしきった表情を浮かべているのもなお手て痛いたい。


　それでも、マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折って名乗った。


「私はマルク＝マルドゥークと申します。エルミナ、あなたの執事バトラーを務めています」


　少女──エルミナは驚いたように瞬きをした。


「どうかなさいましたか？」


　驚かれたのが不思議でマルクが問いかけると、エルミナは慌てたように首を振った。


「あ、いえ……。あなたもわたくしのことを呼び捨てなので、少し驚いただけです」


　マルクは首を傾げ──それから、普ふ通つうなら使用人は主あるじに敬けい称しようをつけるものだと思い出した。エルミナは自分が名前で呼ぶよう命じたことも覚えていないのだ。それは不思議だったことだろう。


「失礼いたしました。以前、あなたがそちらの方が良いと仰おつしやられたもので。……ご不満でしたら、他の呼び方を考えますが」


　エルミナは首を横に振った。


「いえ、そのままの方がいいですわ。きっとわたくしがそうしてほしかったからそう言ったのだと思います。それが思い出せるまでは、そのままの方がいいです」


　エルミナは気き丈じように微笑ほほえんだ。


　──いつか笑ってほしい──その願いがこんな形で叶かなえられたことに、マルクはどうしようもない気持ちになった。それから、エルミナは改まったように姿し勢せいを正す。


「それで、普ふ段だんのわたくしは、一体どんなことをやっていたのですか？」


「「「え……？」」」


　マルクとアイシャ、そしてカナメの疑ぎ問もん符ふが重なった。ドミニクだけがゆるみきった表情で遠くへ視線を投げかけている。


　──エルミナが、普段やっていること……ですか？


　思い浮かぶのは、本を読みながら紅こう茶ちやを啜すする光景だけだった。


　マルクが悩なやみ込こみ、アイシャがオロオロしながらその顔を窺うかがっていると、カナメはそんなことは一つしかないだろうというように、ハッキリとそれを口にしてしまった。


「とりあえず本を読んでおるの」


「うん。とにかく本を読んでるよ」


「そうですね。読書に没ぼつ頭とうされていました」


　三人の使用人からまるで同じ答えが返ってきたことに、エルミナはにわかに微笑ほほえみを引きつらせた。


「そ、そうですの……。あの、それ以外には……？」


　マルクたちは三人揃そろって首を傾かしげた。


「紅茶を……、よく給仕しています」


「エルミナ、紅茶がすごく好きだものね」


「そうじゃの。見ればいつでも紅茶を飲んでおった」


　やはり揃って同じ答えが返ってきたことに、エルミナはプルプルと肩を震わせた。


「そ、それではわたくし、紅茶を飲んで本を読んでいるだけみたいではありませんの」


「だって……」


　アイシャが漏もらしたその「仕方ないんだもん」とでもいう子こ供どものような声で、エルミナはとうとう落胆したように肩を落とした。


「わたくし、なんだってそんな本ばかり読んでいたんですの？」


　自分が本を読むなどありえないとでもいうような口調。カナメが訝いぶかるように口を開く。


「本が好きだからではないのか？」


「ま、丸一日読み続けるほど好きではありませんわ」


「……当主としてのご勉強に思えましたが」


「当主……？　わたくしが？　お父様……は、いらっしゃらないのですか？」


　父親のことを明確に覚えていないのか、その声はいるはずだろうとでも問いかけるような口調だった。


　その質問に、無言だったドミニクが姿勢を正して答えた。





「前当主リカルド様は、一年前に奥おく様さまとともに亡なくなられています。ヴァレンシュタイン家のご当主は、今はエルミナお嬢じよう様さまでございます」




　第二章　迷まよい子ごは止まり木を求め







　暗くら闇やみの中。足あし下もとには明確に道と分かるものは存そん在ざいせず、整えられた芝しばが生えているものの、小石や木の根もある。危あやういその地面を、明かりも持たずに一人の少女が歩いていた。


　蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきことヴァレンシュタイン家。その屋敷の裏うら側がわに、巨きよ大だいな敷地に対して、あまりにささやかで小さい花か壇だんがあった。三方を壁かべに囲まれており、直接日が差し込むこともない、日ひ陰かげの空間である。この時間では完全に闇に覆おおわれた場所である。


　少女──アイシャは花壇にたどり着くと、ようやくホッと息を吐ついた。


　この場所の管理はアイシャの役目である。毎日往復している道みち筋すじだけあって、なんとか日中の記き憶おくと感覚だけを頼たよりにここまで歩いてこられた。


　──真っ暗……。でも、明かりをつけるわけにはいかないよね……。


　この暗闇の中、ランタンでもつけようものならば、間ま違ちがいなく他の使用人たちにこの場所が気づかれてしまう。


　アイシャは花を踏ふまないよう、注意しながら壁かべ際ぎわへと歩み寄る。屋敷の壁を手て探さぐりで触さわると、やがて小さな凹へこみを見つけた。凹みに手をかけると、アイシャはそれを力ちから一いつ杯ぱい横へと引く。周囲の壁に偽ぎ装そうした扉とびらで鎖とざされた、隠かくし通路である。


　ゴリゴリゴリ──思いの外ほか大きな音が響ひびき、アイシャは小さく息を呑のんだ。


　壁だった場所にはぽっかりと空くう洞どうが拓ひらけていた。暗くて見えないが、足あし下もとには階かい段だんが延のびているはずである。アイシャは階段に足をかけると、入ってきた扉を再び鎖す。それから昼間の記憶を頼りにランタンを探さがし当てると、火打ち石を打って明かりを灯ともした。


　暗闇に慣れた目にランタンの明かりはいやに眩まぶしく、アイシャはしばらく目を細めていた。


「ふう……」


　ようやく目が慣れてきて、アイシャは小さく息をついた。


　この扉の存在を知っているのは、主であるエルミナ以外では、アイシャとドミニクだけである。そしてこの奥おくに進むことが許されているのはアイシャだけだった。


　足音を気にしながら、アイシャはゆっくりと階段を下りていく。やがて階段が終わると、そこは玄げん関かんホールと同じ大きさの広間。部屋の中央には天てん蓋がいのついた巨大なベッド。


　アイシャは壁にランタンを掛かけると、ペコリと腰を折った。


「こんな時間にごめんなさい──エヽミヽリヽオヽさん」


　ベッドの中央には白いドレスに身を包んだ一人の少女が横たわっていた。エルミナとは対照的に長く伸のばした金色の髪かみ。そしてエルミナと同じ顔をした少女。一年以上、こうして眠ねむり続けるエルミナの姉妹。


　──エミリオ＝ヴァレンシュタイン──


　一日に一度この部屋を掃そう除じし、彼女の着き替がえをする。それがアイシャに与あたえられた使命だった。しかし当然のことではあるが普ふ段だんは昼間にやっている。こんな夜も明けぬ時間にすることではない。


　それが何な故ぜ、こんな時間にここを訪おとずれたのか、アイシャにも上う手まく説明できなかった。


「エミリオさん……。エルミナが、大変なことになっちゃったんです」


　エルミナがアイシャたちのことを忘わすれてしまった。今のエルミナはアイシャの知る彼女とあまりにも違ちがう。


　そう語りかけたところで、この眠り続ける少女になにかできるはずもない。それくらい分かっているのだが、頼たよれる人間として真っ先に思い浮うかんだのがエミリオだったのだ。


　以前、エルミナがある事件に巻まき込こまれたとき、エミリオはエルミナのために歌ってくれた。そして帰ってきたエルミナは少しずつ、表情を浮かべるようになったのだ。


　だからアイシャには、エルミナを助けられる人間はエミリオしか思いつけなかった。


「エルミナが、みんな忘れちゃったんです」


　ポタリ──と、前まえ掛かけに滴しずくがこぼれ落ちた。エルミナの前では見せまいと堪こらえていたが、そのことを口にすると堪たまらず涙なみだが零こぼれてしまった。


「あ、あたしじゃ、なにもできないんです……」


　思い出してほしい。自分のことも、マルクのことも、屋敷の使用人たちのことも。この数ヶ月の間に起こったいろんな出来事。その全すべての中心にいたのはエルミナだったのだ。


　辛つらいこともあったが、全部大切な思い出なのだ。思い出してほしい。


　しかし、ならばどうすればいいのか。アイシャには見当もつかなかった。


　少女からの返事は、なにもない。アイシャはベッドの傍かたわらにしゃがみ込むと、そのまま縋すがりついてしまった。


　どれくらいそうしていただろうか。しだいにウトウトとし始めたころ、ゴリゴリと重たい物音で、アイシャはハッと顔を上げた。


　──誰だれかが扉を開けた……？


　やはりこの時間にここを開けたのは危き険けんだったらしい。扉を開ける音か、あるいは屋敷を出るとき、誰かに気付かれたのかもしれない。つけられないように気をつけたつもりだったが、この屋敷に住まう使用人はみな名を馳はせた契けい約やく者しやばかりなのだ。


　アイシャは静かに立ち上がると、部屋の入り口──階段の登り口の傍らに忍しのび寄った。


　コツ──コツ──コツ──硬かたい足音が近づいてくる。


　アイシャは静かに息を整え、そして止める。足音はすぐ側そばまでやってきていた。


「フッ──」


　鋭するどく息を吐き、アイシャは躊ちゆう躇ちよなく降おりてきた人ひと影かげに、渾こん身しんの回し蹴げりを見み舞まった。


「うわっ──と、なにをするんだい？」


　奇き妙みような感かん触しよく──窓まど辺べに揺ゆれるカーテンでも蹴りつけたような手て応ごたえのなさ──その感触とは裏うら腹はらに、アイシャの回し蹴りはフワリと止められてしまった。


「ド、ドミニクさん？　な、なにやってるんですかこんなところで！」


　そこにいたのは、フニャリとゆるんだ表情の家か令れい──ドミニクだった。


「しーっ。声が大きいよアイシャ。あと、こんな力で蹴ったら人間は死ぬよ？　もうちょっと手加減した方がいい」


　人間が死ぬような蹴りをキャッチボールのように気軽に止めたドミニクは、いつも通りゆるみきった空気を垂れ流していた。


「ここは、ドミニクさんが入って良い場所じゃないと思います」


　普段のアイシャにはない、強い口調だった。ここでいつものようにフニャリと躱かわされるわけにはいかない。ドミニクは困こまったように頭をかいた。


「そうか。そうだったね……。軽けい率そつだったよ」


　さすがに疲つかれた声だった。アイシャは気まずく感じながらも強い口調で問いかけた。


「……それで、なにをしに来たんですか？」


「もしかしたら、起きているんじゃないか、と思ってね」


「……エミリオさんがですか？」


　ドミニクは、ベッドに横たわる少女へ視線を落とす。エミリオは一年以上、眠り続けている。そのエミリオが目覚めるかもしれないとはどういうことだろうか？


　首を傾かしげて、……アイシャは嫌いやな符ふ合ごう点に気づいてしまった。


「ドミニクさん。エルミナが倒たおれる前、マルクさんが様子がおかしいって言ってました」


「様子がおかしい？」


「──眠たい──そう、言ってたらしいです」


　そう言うと、ドミニクは空くう虚きよな笑えみを浮かべた。


「そう……か」


　アイシャはそれを訊きくべきか迷ったが、意を決して口を開いた。


「ドミニクさん。エミリオさんのこと、どうしてエルミナに黙だまってるんですか？」


　アイシャがエルミナにここのことを話そうとしたとき、ドミニクはそれを止めた。エルミナは姉に会えないと知ってあれほど落らく胆たんしていたというのに……。


　ドミニクは自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。


「アイシャ。鏡に映うつった自分の姿すがたに疑ぎ問もんを持ったことはあるかい？」


「鏡……？」


「自分と同じ姿がそこに映っている。よく考えると、それはとても奇き妙みような話だと思わないかい？　鏡はそういうものだと分かっているから受け入れられるけど、それが鏡でなかったら？　目の前に自分と同じものが突とつ然ぜん現れたら、なにを思うだろうか」


「……そんなの、分かりません。エルミナとエミリオさんが同じ顔だから、驚おどろくって言いたいんですか？」


「アイシャも知ってるよね。……エルミナお嬢じよう様さまが創つくった〈空白の契約書〉。君たち契約者が支払った対価を復元する力──あれは、〈アルス・マグナ〉の鏡でもあるんだ」


「どういうことですか……？」


　ドミニクは物悲しそうに微笑んだ。


「君に、きちんと紹しよう介かいしたことはなかったね。こちらがエミリオ＝ヴァレンシュタインお嬢様。〈アルス・マグナ〉の本来の所持者であり、このヴァレンシュタイン家の当主となるはずだった方だよ。そして────」


　その後に続けられた言葉を聞いて、アイシャはぺたんと床ゆかにへたり込んでいた。


「噓うそ……」


「冗じよう談だんだと言いたいけど、事実だよ。正直、僕ぼくもどうしたらいいか見当もつかない」


「……それじゃあ、エルミナは、元には戻らないんですか？」


　ドミニクは小さく首を横に振った。


「僕も、このままでいいとは考えていない。でも、これをどうにかできるのはたぶん、エルミナお嬢様だけだ」


「……あたしは、どうしたらいいんですか？」


「君は、エミリオお嬢様のことを頼たのむ。エルミナお嬢様のことは、僕がなんとかする」
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　早朝。


　ヴァレンシュタイン家の人間が──今は会えないというエミリオを別とするなら──自分一人しかいないという話は、今のエルミナには相当堪えたらしい。


　あのあと、一人になりたいというエルミナを残して一度解散した。マルクは少し仮か眠みんを取ろうとは思ったのだが、今回のこと──エルミナの記き憶おく喪そう失しつの原因を考えると、悔かい恨こんに苛さいなまれて眠るどころではなかった。


　契けい約やく者しやの対価ですら修復する〈空白の契約書〉──そして〈アルス・マグナ〉──どちらか一方の力でもあれば、エルミナを元に戻すことはできるかもしれない。


　しかしあれらの力を扱あつかえるのはエルミナ一人であり、その力を正確に把は握あくしていたのも彼女だけなのだ。医者が病気になったとき、治せるものが誰だれもいない。そんな状態である。


　やがて夜が明けると、マルクは眠たい頭で玄げん関かんに出向いていた。


「なんだ。眠たそうだな」


　呆あきれたようにそう言ったのは、顔なじみの郵ゆう便びん屋やで、テッドという名の中年だった。


「はあ……、昨晩は少し、いえ、いろいろありまして……」


「なんだ。ご主人様でも怒おこらせたのか？　そういや、さっき門番小屋で会ったんだが、あの赤毛の美人、なんだってここにいるんだ。あんたを追いかけてきたわけじゃねえよな？」


　セリアのことだろう。彼女は毎朝、父であるアーロンのところへ軽食を持って行っている。意外に親子の仲は良いらしい。


「やめてください。だったら今ごろ私は生きてはいませんよ」


　テッドは不思議そうに首を傾げた。


「まあ、いいさ。ほれ届とどけもんだよ」


　マルクはヴァレンシュタインの捺印スタンプをして郵便物を受け取る。ドミニクやアーロンが読んでいる伝聞紙。マルクが頼んでいる情報誌『週刊契約者』。それから数通の手紙。


「おや、アドナイさんからの郵便物ですね……」


　封ふう筒とうではあるが、手紙にしては大きい。書類かなにかが入っているように思えた。


「あの道楽じいさんか？　あー……、そいつは何通か見た覚えがあるな。オークションの目録カタログだよ」


「オークション？」


「おう。知らねえのか？　アドナイのじいさんが、またコレクション蒐しゆう集しゆうのためにオークションを開くんだ。一週間後だったはずだぜ」


　──そういえば、確かに招待状が来ていましたね。


　マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「蒐集のために開かい催さいするのですか？」


　普ふ通つうは出品者が開催するものである。テッドも呆れたようなため息をもらした。


「まあ、あのじいさんだからな。開催者が落札しちゃいけないって規則ルールもないはずだからいいんじゃねえのか？」


　相変わらず思想の方向性ベクトルが狂くるっている。アドナイは豪ごう華かな駅の内ない装そうが外からも見えるようにと、駅の壁かべに全面ガラスを張った男である。マルクが苦く笑しようしていると、テッドは存ぞん外がいに真ま面じ目めな表情を見せた。


「参加するつもりなら、一応忠ちゆう告こくしておくぜ。気をつけた方がいい」


「……なにか、不ふ穏おんな噂うわさでもあるのですか？」


「いや、オークション自体は関係ない。ただ……」


　そこで言葉を切ると、テッドはなにかを警けい戒かいする裏うら稼か業ぎようの眼光を見せた。


「──契約者が紛まぎれ込こんでる」


　その一言には、マルクも片かた眉まゆをはね上げた。


「何者です？」


「さあな。ただ、一人じゃねえって話だ」


　エルミナをつけ狙ねらっていた〈宣せん教きよう師し〉は、この国フロアテイナから追い出された。以前、エルミナ自身が流した情報──つまり〈アルス・マグナ〉が契約者の対価を取り戻すという噂を追ってきたにしても遅おそすぎるし、なによりあの情報はガセだと思われている。


　この時期にやってきたということは、やはりオークションがらみと考えるべきだろう。


　ロックウォールの街は、多くの旅商人キヤラバンや狩人ハンターが行き来している。オークションが開かれることは珍めずらしいことでもない。しかし鉱山主のアドナイの開催ならば規き模ぼが変わってくる。


　人間の一人や二人、殺してでも手に入れたいようなものが出回ることもあるだろう。そして、そういった出品物は、金額も契約者を雇やとうのとさして変わらぬほど競せり上がる。


　オークションで騒そう動どうが起こるだろうことは想像に難かたくなかった。


　──そのために、エルミナを招待したと考えるべきですか。


　マルクは会ったことはないが、エルミナとアドナイは面識がある。そしてこの街の主とも呼よべる存在が、蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきやそこに集つどう契約者の存在を知らぬとは思えない。エルミナの傍かたわらには契約者が控ひかえるのだ。招待するだけで抑よく止し力になるだろう。


　──今のエルミナに知らせたものでしょうかね……。


　記憶喪失のエルミナをそんな場所へ連れて行くわけにはいかないが、主への招待状をマルクが握にぎりつぶすわけにもいかない。頭を抱かかえながらも、マルクはテッドに訊きいてみた。


「契約者は何人です？」


「確かく認にんできたのは二人らしいぜ。通り名は〈吸きゆう血けつ姫き〉と〈魔ま術じゆつ師し〉だとよ」


「うぇ……」


　マルクは踏ふみつぶされたような声を漏もらした。


「知ってるのか？」


「まあ、片かた方ほうは……」


　──できればあの方には会いたくないのですが……。


　悩なやみの種がまた一つ増えて、マルクは深いため息をついた。





　朝食の後、いつもよりもいささか早い朝の打ち合わせ。


　アイシャの顔にはいくらか疲ひ労ろうの跡あとが見え、カナメやドミニクも毅き然ぜんとしてはいるものの浮うかない表情だった。特にカナメの方は、夜よ更ふけまでエルミナの看かん病びようをしていて眠ねむっていない。元気な方がおかしいだろう。


　玄関ホールには屋敷の使用人全員が集まっていた。


「ひとまず、屋敷の中はいつも通りに頼たのむよ。むやみに騒さわいでもエルミナお嬢じよう様さまが落ち着かないだけだろうし。アイシャとマルドゥーク君、あとカナメさんは、できるだけエルミナお嬢様のことを気にかけてあげて」


　マルクたちが頷うなずくのを確認して、ドミニクはアーロンへ顔を向ける。


「アーロンさんは、特別な場合以外は来客は断っちゃっていいよ。判断がつかない場合はマルドゥーク君と相談して決めちゃうか、僕ぼくが帰ってくるまで保留という形にしておいて。まあ、ないとは思うけどね」


　ここは蜃気楼の屋敷。エルミナの許可なきものの目には映うつることがなく、たどり着くこともできない。そのエルミナが記憶喪失の現在、特別な来客というのは考えられなかった。


「で、セリアさんなんだけど」


「別べつ途と要望？」


「うん。ニコラス医師も探さがしてくれるとは言ってたけど、僕たちの方でも医者を探してみようと思う。そっちにつき合ってほしい」


「了りよう承しよう。料理、如何いかが？」


「そっちは、悪いけどマルドゥーク君に頼むよ」


「かしこまりました」


　その後、セリアの穴あな埋うめやエルミナの様子を見にいく順番などを簡かん単たんに確認し合い、打ち合わせは終わった。





　マルクは掃そう除じを始める前に、エルミナの様子を見に行くことにした。


　エルミナはハーブティーやブレンドティーも好んではいたが、一番好んでいたのは鬱金玉デイーナを浮かべた紅こう茶ちやである。丁てい寧ねいに水洗いした鬱金玉デイーナを輪切りにし、ティーセットを抱えると、セリアが呼よび止めてきた。


「待つ」


　マルクを呼び止めると、セリアは小皿を差し出す。小さなサンドイッチが載のっていた。


「朝食」


　今け朝さ、エルミナはふさぎ込こんでいて朝食について訊いても返事はなかった。あんな状態では食しよく欲よくもわかないのだろうと思ったのだが、セリアは出かける前の慌あわただしい時間を縫ぬって用意してくれたらしい。


　──なるほど。これなら気が向いたときにかじれますね。


　セリアが調理したサンドイッチは、子こ供どもの手の平ほどの大きさで、一口二口で飲み込んでしまえるようなものだった。これならば食事という圧あつ迫ぱく感もないし、しばらく置いておいても食べられる。なかなか気が利きいていると言えた。


　丁寧に腰こしを折ってマルクは礼を述べた。





　ティーセットを片手に階かい段だんを上ると、マルクは書庫の扉とびらを軽く叩たたく。


　そのまましばらく待つが返事はなく──エルミナは寝しん室しつだということを思い出した。


　──そうでした。今のエルミナがここにいるはずはないのでした……。


　この時間、いつもならばエルミナは書庫にこもっている。そしてマルクが紅茶を運ぶと、あの無表情に幽かすかな変化を浮かべてくれるのだ。マルクはその横顔を観察するのを密ひそかな楽しみにしていた。


　そのエルミナは今いない。


　虚きよ脱だつにも似た喪そう失しつ感を覚えながらも、マルクは頭を振った。


　──忘わすれたならば、また思い出させれば良いのです。


　マルクは気持ちを切り替かえると、書庫の前から去り、二階への階段に足をかけた。


　──そのときだった。





「──────、────────、────────」





　謳うたが、響ひびいていた。銀啼鳥ソローネが啼なくような澄すんだ歌声。言葉は乗せられていない。震ふるえる吐と息いきが管楽器コルネツトのような音色を響かせる。朝の冷たい空気に乗って、紡つむぎ上げられた旋せん律りつは水面みなもに揺ゆれる波は紋もんのように広がっていく。


　──この旋律……あのときの謳ですか？


　以前、エルミナが〈アルス・マグナ〉の力を失ったときがあった。マルクはエルミナを守りきれず、はぐれてしまった。エルミナがこの謳を歌ったのはそんなときだった。そして、謳はそのとき関かかわった人々の元に届とどき、マルクはエルミナを見つけることができた。


　いつまでも耳を傾かたむけていたかったが、やがてその謳は結末を迎むかえてしまう。いつまでも震える音色を響かせながら。


　流れる旋律が途と絶だえてしまい、マルクは観念したようにエルミナの寝しん室しつへと足を向ける。


　片かた方ほうだけの翼つばさが描えがかれた扉とびら。マルクはそっとその扉を叩く。中から慌てたような物音が聞こえたが、やがて小さな答えが返ってきた。


「……どうぞ」


　マルクは扉を開けると、丁寧に腰を折った。


「お食事をお持ちしました」


　少女はベッドではなく、部屋のテーブルについていた。いつの間にか着替えは済すませていたらしく、飾かざり気が少ないドレス姿だった。


　テーブルにティーセットを並ならべていると、エルミナは窺うかがうようにマルクの顔を見上げた。その視し線せんに気づいて、マルクもそっと微び笑しようを返した。


「食欲がないかもしれませんが、少しはお食事を摂とらないと体に毒ですよ」


　エルミナは慌てたように顔を伏ふせ、ティーカップを手に取る。紅茶には鬱金玉デイーナの輪切りが浮かんでおり、それを見て困こん惑わくしたような顔を見せるが、問いただすほどの思い切りはないらしい。恐おそる恐おそる口をつけ──そして、驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「……美お味いしい」


「鬱金玉デイーナでございます。これを浮かべると紅茶も風味が変わるのですよ」


　マルクがこの屋敷にやってきたばかりのときも同じような会話をした。既き視し感かんを覚えるマルクの心境を知るよしもなく、エルミナはちびちびと紅茶を啜すすり続け──


　ギュギュウゥゥゥ──奇き妙みような音が響いた。


　マルクがビクッとして身を引くと、エルミナがすごい勢いで顔を伏せた。どうやら紅茶を飲んだことで胃腸が活動し始めたらしい。それなりに空くう腹ふくだったらしく、エルミナはサンドイッチを啄ついばみ始めた。


　マジマジと観察されても食べ難にくいだろう。マルクは苦笑しながら遠方へ視線を逸そらした。


「──届いていますか、私の謳は──」


「え──？」


　ぼそりと呟つぶやいたマルクのひと言に、エルミナは弾はじかれたように顔を上げた。


「あ、いえ、先ほど謳が聞こえてしまったものですから」


　マルクがそう答えると、エルミナは何故かパクパクと口の開閉を繰り返し、それから紅甘実アポルロのごとく頰ほおを染めた。どうやら、恥ずかしかったらしい。


「き、聴きいていたのですか……」


「とても綺き麗れいな歌声でございました」


「……わたくし、言葉はつけなかったはずですわ」


「以前、あなたが歌っているのを聴いたことがあります」


「そう……」


　エルミナは俯うつむくと、かじっていたサンドイッチを皿に戻もどしてしまった。


「わたくし、この謳のことも覚えていませんの。大好きで大切な謳だったはずですのに」


「今、歌っていたではありませんか？」


　エルミナは小さく首を横に振ふった。


「詞しを覚えていませんの。──届いていますか──そう、そんな出だしでしたわ。でも、その続きは？　音色は覚えていても、どんな詞で歌ったのか、それが思い出せませんの」


　落らく胆たんしたように肩かたを落とすエルミナ。


　エルミナに以前のことを思い出してほしい。マルクはそう思ったが、それは自分たちのことを忘わすれないでほしいという願望からである。しかし彼女も自分が思い出せないことで傷きずついていたのだ。


　マルクは空になったティーカップに紅茶を注つぎながら、何気ないように呟つぶやいた。


「大だい丈じよう夫ぶでございますよ。音色を覚えているならきっと思い出せます。思い出せなくとも、また覚えれば良いのです」


　それは、自分自身に言い聞かせる言葉でもあった。マルクはそっと微笑を投げかける。


「さあ、紅茶でも飲んで肩の力を抜ぬいてください。思い出そうと力んでも、思い出せるものではないと思いますよ」


　エルミナははにかんだように顔を逸らすと、ティーカップを手に取った。


「……ありがとう、執事バトラーさん」


　──執事バトラーさん──出で逢あったころのエルミナは確かに執事としか呼ばなかった。マルクのことを覚えていないのだから名前で呼んでくれるはずもない。


　しかし、マルクは落胆はしなかった。


　それを忘れてしまって一番辛つらいのはエルミナなのだ。だから思い出せるまで静かに見守ろう。思い出せないのならば、これから覚えていけるようそっと支えてやろう。


　──あの日、私はただエルミナの隣となりに傅かしずいて待とうと、決めたではありませんか。


　それから、マルクはふとあることを思い出した。


　──そういえば、エルミナが私を名前で呼ぶようになったのもあのときからでしたね。


　かつて、マルクがエルミナを裏うら切ぎって彼女を狙ねらうギャングに情報を流したことがあった。そしてそれが間ま違ちがいだと気づいて必死で追いかけた。エルミナはそれを笑って済すませ、マルクを名前で呼ぶようになったのだ。


「お嬢じよう様さま。体調がよろしければ街まで出かけませんか？」


「街へ……？」


「はい。気分転てん換かんでございます。部屋の中にいても思い出せることはないと思いますし」


「良いのですか？　外に出ても」


「怪け我がやご病気とはまた違います。安静にしていて良くなるものでもないでしょう。気分転換になるならば、試してみる方が良いかと存じます」


　そう提案すると、エルミナは僅わずかに表情を明るくした。


「行ってみたいです」


「かしこまりました。ご用意をいたしますので、朝食を先にお摂りください」


　そう促うながすと、エルミナは再びサンドイッチを手に取った。


「そういえば、表の花か壇だんに咲さいているのはサテルナスの花ですよね？」


　寝室の真下の花壇には紫むらさき色いろの小さな花が咲いている。一つの茎くきに小さな花はな弁びらが寄り集まって咲く玉のような花である。一度、エルミナが花はな占うらないに使っているのを見たことがある。


「ええ。アイシャがいつも手入れをしています。よろしければお部屋に飾かざらせますが」


「お願いしようかしら。わたくし、あの花が好きなのです」


　それから、どこか物もの憂うげな表情を見せる。


「だけど、姉様はあの花がお嫌きらいでしたわ。……わたくしたち、双ふた子ごなのに好みはまるで正反対だったのです。サテルナスは姉様の好きな色で、わたくしが好きになれた、たった一つのものでしたのに」


「香かおりなどの、せいでございましょうか？」


　マルクが訊きいてみると、エルミナは首を横に振った。


「サテルナスの花言葉は〝私を忘れないで〟──物悲しいから、姉様は好きではなかったのです」


　どこか寂さびしそうな顔を見せたものの、エルミナはサンドイッチを咀そ嚼しやくし始める。


　結局、エルミナは出されたサンドイッチを全すべて平らげていた。普ふ段だんの彼女を考えると相当な食しよく欲よくである。





　ティーセットを下げると、マルクは厨ちゆう房ぼうへは向かわず、二階の別の客室へ足を向けた。位置としてはエルミナの寝室の斜ななめ向かいである。扉とびらの前に立つと、静かに二度叩たたく。


「カナメ。今よろしいですか？」


　そこは、カナメの寝室だった。カナメはこの屋や敷しきに来たときとある事件で重じゆう傷しようを負っていた。養よう生じようのため二階の客室を充あてられたのだが、彼女がエルミナの沐もく浴よくなども手伝うことになったため、怪け我がが治った後もそのまま使うことになった。


　しばらく待つが返事はなかった。朝の洗せん濯たくは済すんだはずだから、自室で着物の仕立てに取りかかっているだろうと考えたのだが、いないのだろうか？


　念のためもう一度扉を叩くが返事はない。試しにドアノブに手を掛かけると、扉は簡かん単たんに開いてしまった。勝手に扉を開けてしまったことにマルクが慌あわてていると、意外なことに部屋には人の姿すがたがあった。


　真っ白の髪かみ。同じく真っ白のヘッドドレスと前まえ掛かけ。まつげの先まで白いその顔に、唇くちびるだけが淡あわい熱を帯びたような桃もも色いろ。凝こった細工が施ほどこされた椅い子すに腰こし掛けており、背せもたれに寄りかかった首が傾かたむいていた。


　カナメはスウスウと寝ね息いきを立てていた。


　──昨日は、寝ていませんでしたからね……。


　ノックで目を覚まさないところを見ると、相当疲つかれていたらしい。膝ひざには縫ぬいかけの反たん物ものがのっている。縫い物をするうちに、うたた寝してしまったのだろう。マルクは苦笑しながらも、ティーセットをテーブルにおいた。掛かけ布ふでも掛けてやろうと思ったのだ。


　ベッドから掛布を取り上げ、肩に掛けてやろうとして、マルクはピタリと止まった。


　カナメの頰ほおには、一ひと筋すじの涙なみだの跡あとがあった。


　──泣いていたのですか……？


　寝顔自体は安らかなもので、なにかに苦く悶もんしていたようには見えない。しかしそんな顔に涙の跡があると余計に気になってしまう。あまりマジマジと見るのも悪いとは思いつつも、その無防備な寝顔はどうにも放ほうっておけなかった。


　躊躇ためらいながらも、マルクはその涙を拭ぬぐおうとして頰に指をかけた。


「うわっ──？」


　キッ──なにかが軋きしんだ音が走り、マルクは小さな悲鳴を上げた。


　マルクの首筋に、黒光りする刃は物ものが突つきつけられていた。刃の分厚いナイフで、初心者が扱あつかってもウサギの首くらいは飛ばせるものである。モルドレットと呼ばれる名器で、刃物を握にぎっているのは当然のことカナメだった。


　カナメは瑠璃猫ドミニトンの瞳を何度か瞬またたかせ、やがてマルクを認にん識しきできたらしく眉まゆを顰ひそめた。


「なんのつもりじゃ？」


　マルクの足はカナメの〝影かげ〟を踏ふみつけていた。


　マルクの能力は〝影〟である。己おのれの影に住まう精せい霊れい〈クフ・リーン〉に呼びかけ、他者の影を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。そしてその能力は相手の〝影〟を直接踏みつければそれだけで拘束できた。


「それは私の台詞せりふです。何な故ぜいきなり私が斬きりつけられなければならないのですか？」


　刃物は、マルクの〝影〟で拘束されていた。カナメの膂りよ力りよくは瞬しゆん発ぱつ的にならばマルクより上である。こうでもして止めなければ、マルクの首は今ごろ絨じゆう毯たんの上に転がっていただろう。


　マルクの抗こう議ぎに、カナメは悪びれた様子もなくふんと鼻を鳴らす。足あし下もとの絨毯が水面のように波打ち、その波は紋もんに呑のまれ、〝影〟は歪ゆがんで消えてしまった。


「ふん。女子の寝しん所じよに無断で立ち入ったのじゃ。当然であろ」


　そう言ってカナメは自分でナイフを下ろす。


　カナメの能力は接せつ触しよくしたものの性質を〝液体〟に変える。そうして干かん渉しようされた領りよう域いきは、水中のように通り抜ぬけられ、粘ねん土どのように形を変えることができる。そしてその能力のなによりの特色は、干渉下にある領域が他の契けい約やく者しやの能力を無効化することである。


　かつて〝契約者狩がり〟とまで呼ばれた少女が、己おのれを一いつ般ぱんの女子と並ならべて主張することにマルクは軽い目め眩まいを感じた。


　──でしたら女の子らしく刃物を手放してもらいたいですね……。


「ノックはしましたよ。ですが、部屋に立ち入ったことはお詫わびしましょう」


　嘆たん息そくしながらも、マルクは素す直なおに謝った。カナメはにわかに眉を顰めた。


「なんじゃ、おんしが素直に謝るなど珍めずらしいの。またなにか頼たのみ事でもあるのか？」


「まあ、頼み事は、そうなのですが…………」


　マルクが歯切れの悪い返事を返すと、カナメは首を傾かしげた。どうやら寝起きのせいか、気づいていないらしい。


　マルクは視し線せんを逸そらしながら、頰をトントンと指さした。カナメは首を傾げながらも仕草の意図を察したらしい。自分の頰に触ふれ──それから驚いたような声を上げた。


「なんじゃこれは……？」


　カナメは慌てて顔を拭う。やはり自覚していなかったらしい。


「なにか、あったのですか？」


「……分からぬ」


　憮ぶ然ぜんとしたその声は、本当に心当たりがなさそうだった。


「嫌いやな夢でも見たのですか？」


「夢……？　そうかも、しれんの」


　カナメが泣くなど、よほどの悪夢だったのだろう。それを問いかけるのも憚はばかられて、マルクが戸と惑まどっていると、カナメはようやくマルクに真っ直すぐ視線を向けた。


「それで、なんの用じゃ？」


「あ、ええ……。エルミナを街に連れて行ってみようと思います」


「まあ、刺し激げきを与えてみるのは良いかもしれんの」


　カナメは肯こう定てい的な返事をよこしてくれたが、マルクは口ごもりながら続きを語った。


「……ですが、街に契約者が来ているそうです」


「またもめておるのか？」


「いえ、今回はオークションがらみのようです。直接は関係ないでしょう。ですが……」


「おんしらは道を歩けばなにかともめるからの」


　──あなたにだけは言われたくありませんがね……。


　道を歩いて契約者を見かければ斬きってきたのがこの娘むすめである。マルクは嘆たん息そくしながらも健けな気げに微び笑しようを取り繕つくろった。


「まあ、とにかくですね。それであなたにもついてきてもらいたいのです」


　契約者狩りと呼ばれたカナメの腕うでは本物である。この屋敷でもっとも強力な能力を所持しているのはアイシャだろう。しかし実際に戦ってもっとも強力なのはカナメだった。


　マルクがそう切り出すと、カナメは何故か少しだけ笑ったように見えた。


「護ご衛えい兼けん従者ヴアレツトというわけか。まあ、よかろ」


　意外なほどあっさり了りよう解かいをもらえ、マルクはにわかに瞬まばたきをした。


「あ、よろしいのですか？」


「それが私とおんしの契約であろ。エルミナの身を守るというのは」


「助かります」


　マルクが丁てい寧ねいに腰を折ると、カナメはからかうように瑠璃猫ドミニトンの瞳を揺ゆらした。


「しかし、おんしが考える裁縫師ニードルワーカーの職務範はん囲いというものを、表かなにかで見てみたいものじゃな」


「わ、分かっていますよ。これは確かに私個人の頼みです。仕事とは関係ありません」


「個人の頼み……」


　ボソリとそれを反はん芻すうすると、何故かカナメは慌てたように視線を逸らした。その割わりにはやけに嬉うれしそうな表情に見えたが……。


　マルクが首を傾げていると、カナメは平静を取り繕つくろうように咳せき払ばらいをした。


「い、今から行くのか？」


「ええ、そのつもりです。エルミナの手荷物は大体ドミニクさんが用意してくださってますから、あとはあなたの支し度たくだけです」


「分かった。すぐに行くゆえ、下で待っておれ」


　使用人を使う側のような口調に苦笑しながら、マルクはカナメの寝室を後にした。





　このとき、マルクはカナメが泣いていたことを深く追及しなかった。そのことをマルクは後で悔くやむことになる。
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　外出にアイシャも誘さそってみたのだが、彼女は屋敷に残ると言った。以前、同じようにエルミナとマルクが外出したときも、彼女は屋敷から出たがらなかった。


　──やはり、アイシャには特別な役目のようなものがあるようですね。


　マルクとて、薄うす々うすそういったことに気づいてはいるが、この屋敷のことでエルミナが話さないことは追及しないことにしている。


　そうして結局、マルクはカナメとともにエルミナを街へ案内することになった。


　街への大通りを歩きながら、マルクはちらりと後ろを振り返った。マルクの後ろでは、瑠る璃り色の日ひ傘がさが揺ゆれていた。


　普ふ段だん、エルミナが使っている日傘であるが、今それを持っているのはカナメである。


　カナメは以前、対価で〝実体〟というものを失い、幽ゆう霊れいのような体になっていた。それをエルミナと契約することで修復されたのだが、肌はだが弱くなるという副作用があった。日差しも苦にが手てなので、この季節でも日傘が必要らしかった。


　季節はすでに冬に差しかかっている。マルクはいつも通り燕えん尾び服ふく姿すがただが、エルミナとカナメは外套ローブを羽織っていた。エルミナは深い瑠璃色。カナメは髪の色同様純じゆん白ぱくである。


　エルミナの方へ視線を向けると、物もの珍めずらしそうに辺りをキョロキョロしていた。そういった反応は、以前とあまり変わりがないので、マルクは少しホッとした。


　そうして眺ながめていると、エルミナと目が合ってしまった。


「そういえば、街に出てなにをするのですか？」


「え……？」


　そう言われて、マルクは首を傾げた。街に出たはいいものの、気分転てん換かんをする以外になにも考えていなかった。


「なんじゃ。おんし、なにも考えておらんのか」


「し、失礼な。きちんと考えています」


「それで、どちらに行くのですか？」


「つ、つまりですね。以前、エルミナが歩いたことのある場所を辿たどっていけば得るものもあるのではないかと考えたのです」


　マルクが平静を取り繕ってそう答えると、カナメが警けい戒かいするように眉まゆを寄せた。


「……アルバ＝ディーノか」


「何故そこでアルバの名前が出るのですか」


「おんしとエルミナが初めて街に出たときは、あやつが絡からんでおったと聞いたぞ？」


「誰だれがそんなことを言ったのです」


「アイシャじゃが」


　アルバがエルミナを狙ねらった一件で、マルクは確かにアイシャの手を借りていた。


　──あの娘はなんということをバラすのですか……！


　マルクが絶句していると、エルミナが不思議そうに首を傾かしげていた。


「どなたですの？　そのアルバさんという方は」


「うっ……、ええっとですね。お嬢じよう様さまの取引相手でアルバ＝ディーノという方がいらっしゃるのですよ」


「取引相手……。なるほど、ご挨あい拶さつに行かなければならないのですね」


　まあ、確かに運河の工事などで頻ひん繁ぱんにやりとりしているのだ。エルミナの記き憶おく喪そう失しつのことはいつまでも隠かくし通せることではない。バレてからややこしくなるよりは、先に話しておいた方がいいのは事実である。


「それもあるが、あやつはおんしと同じ〈器うつわ〉の持ち主じゃ。なにかの役に立つかもしれぬ」


　アルバはエルミナと同じく〈精せい霊れいの器〉の持ち主である。エルミナがこうなったのが〈器〉のせいならば、彼に相談してみればなにか分かるかもしれない。しかし……


「気が進みませんね……」


　今は違うとはいえ、マルクは何度もアルバともめている。向こうがエルミナを狙わなくなったからと言って、すぐに仲良くできるほどマルクも器用ではない。


　マルクが呻うめいていると、エルミナが再び不思議そうに首を傾げていた。


「器……とは、なんですの？」


　マルクとカナメは顔を見合わせた。


「そういえばおんし、〈契けい約やく書しよ〉や〈器〉の能力はどうなっておる？　扱あつかえるのか？」


「器？　契約書？　よく分かりませんけど、手荷物の中にはありませんの？」


　その反応から、そちらのことも忘わすれてしまっているのだと分かってしまった。能力まで喪失したとは考えたくないが、少なくとも扱い方は覚えていないようだ。


　そこまで考えて、もっと重要なことに気づいた。


「では、契約者のことは？」


「契約者？」


　マルクがどう説明しようか悩なやんでいると、カナメがゴソゴソと外套ローブのポケットを漁あさっていた。そこから取り出されたのは──何な故ぜか大おお振ぶりのナイフだった。


「実際に見せた方が早かろ」


「うわっ──？」


　マルクは十数分前と同じ悲鳴を上げた。なにを考えたのか、カナメはいきなりナイフを投げつけてきたのだ。それを慌あわてて両手で受け止める。


「……たわけ。受け止めてどうする」


「……ひとまず、あなたが私をどう想おもっているのかは、とてもよく分かりました」


　マルクとカナメのやりとりに、エルミナが顔色を青くしてオロオロする。


「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。カナメは刃は物ものでなにかを斬きりつけていないと気が済まないという不幸な性せい癖へきがあるのです」


「うむ分かった。次は気が済むよう、本気で行く。死ぬでないぞ？」


「すみませんでした。口が過ぎました。謝ります」


　マルクがメガネを押おし上げ、毅き然ぜんとした態度を崩くずさずに心を込こめて謝ると、エルミナがクスクスと肩を揺ゆらしていた。


「お二人とも仲が良いのですね」


「お嬢様。普通は仲が良い人間に、刃物を投げつけたりはしないのですよ？」


「たわけ。この程度も凌しのげんようなら、おんし、とうの昔に死んでおるぞ。……まあ、それよりさっさと見せてやったらどうじゃ？」


　マルクは小さくため息をつくと、投げつけられたナイフを宙ちゆうに放り投げる。エルミナはそのナイフの軌き跡せきを目で追い、そこで驚いたように瞬きをした。


「え……？　落ちない？」


　投げたナイフはカナメの目線のあたりで静止していた。ナイフの〝影かげ〟を拘こう束そくしたのだ。


「これが契約者じゃ。この街やおんしの屋や敷しきにはゴロゴロおる」


　そう言って、カナメは宙に静止するナイフを無造作に取り上げる。いつの間にかカナメは片かた方ほうの靴くつを脱ぬいでおり、その足あし下もとが水面のように揺れていた。


　波打つ地面を見下ろし、エルミナは自分の目を疑うたがうように呟つぶやいた。


「手品マジツク……というわけでは、ないのですね？」


「おんしが持っておる〈器〉は、契約者のそれとはまた違ちがう異い能のうの存そん在ざいなのじゃが……その様子では覚えておらぬな」


　エルミナは困こまったように俯うつむいた。


「ごめんなさい。必要なことだったのですね」


「いいえ。必要はありません。そのために私たちがいるのですから」


　マルクがそう言って丁寧に腰を折ると、カナメがなにか考え込むように眉まゆを寄せていた。


「いや、必要であろ。エルミナの〈器〉なら、記憶を元に戻すこともできるかもしれぬ」


「ああ……、そのことですか。確かにそれは私も考えましたが……、下へ手たに扱あつかうと暴発することになりますよ？」


　以前、ある男がエルミナを追い詰つめてしまったことがあった。その男はエルミナに触ふれただけで腕うで一本を失った。〈アルス・マグナ〉は修復の力だけでなく、破は壊かいの力も併あわせ持っているのだ。


「だからアルバ＝ディーノなのであろ？」


　アルバはクーランと呼よばれる民たみである。〈精霊の器〉の扱あつかいならば、彼らより詳くわしいものは存在しない。確かに頼たよってみる価か値ちはある。


「それでは、そのアルバさんという方ならば力の扱い方を教えてくれるかもしれない、ということなのですか？」


「その通りでございます。希望のあることはなんでも試してみるべきでしょう」


　マルクはずり落ちたメガネを押し上げ、余よ裕ゆうのある微び笑しようを浮うかべる。そんなマルクに、カナメは呆あきれたような視し線せんを投げかける。


「おんし、今気が進まぬなどと言っておらなんだか？」


　マルクが冷ひや汗あせをかいていると、エルミナの顔色があまり良くないことに気がついた。心なしか息も上がっているように見える。


「エルミナ？　大丈夫ですか？」


「え……？　ああ……、ええ、大丈夫です」


「少し、疲れましたか」


　エルミナは健けな気げに返事をしようとしたが、息切れのせいで小さく頷うなずくだけだった。


　──そういえば、以前も街に出たときは途と中ちゆうで力ちから尽つきていましたね……。


　歩きながら、しだいに呼こ吸きゆうが途切れ途切れになっていくエルミナを見て、マルクは戦せん慄りつしたものだった。そのときも、確かこのあたりから様子がおかしかったはずである。


「わたくし、もしや体力がないのですか？」


「まあ、普ふ段だんから書庫にこもっていらっしゃいますから」


「確かに、私も寝しん室しつと書庫以外にいるところを見たことがないの」


　使用人二人から肯こう定ていされ、エルミナは落ち込んだようにうな垂だれた。


「ひとまずそのあたりの店で休きゆう憩けいなさいますか？」


「け、結構ですわ。それより、あれはなんですの？」


　エルミナが指さしたのは、建設中の大きな橋だった。





　休憩がてら、マルクたちは足を止めて橋の欄らん干かんへ寄り添そった。


「まあぁ、大きな橋ですのね」


「この運河の建設を発案したのがアルバなのです。エルミナ、あなたも大部分で関かかわっているのですよ」


「わたくしが？　信じられませんわ」


　まだ骨ほね組ぐみがむき出しの橋から身を乗り出し、エルミナは子こ供どものように無む邪じや気きな笑え顔がおをしていた。橋の上だけあって風が強い。強風に煽あおられても、エルミナは子犬にでもじゃれつかれたかのように嬉うれしそうな声を上げる。


　──アイシャでも見ているような気分ですね……。


　マルクは以前見た、エルミナらしき少女とその姉し妹まいの夢を思い出した。


　恐おそらく、今より三、四年昔の記き憶おく。未いまだにそれがなんであったのかは分からない。マルクがその夢を見たのはただの一度きりであり、もしかしたら本当にただの夢だったのではないかとも思っている。


　ただ、その夢の中の少女は、アイシャのように快活だったのだ。


　──エルミナは、そのころに立ち戻もどっているということでしょうか。


　人格の形成には、記憶というものが深く関かかわっているらしい。その記憶が欠ければ、人格に影えい響きようが表れるのは必然である。医師も数年分の記憶がごっそり抜ぬけ落ちていると語った。つまり今のエルミナは十二、三歳さいごろに立ち戻っているのではないだろうか。


　マルクが考え込んでいると、エルミナが歓かん声せいを上げていた。


「執事バトラーさん、あそこ！　船がありますよ」


　眩まぶしい笑顔を向けられ、マルクは思わず見み惚とれてしまった。


　──エルミナは、こんな顔で笑っていたのですね……。


「運河が出来上がるのはまだ先のはずなのですがね」


「でも、楽しみだから先に用意してしまったのではありませんの？」


　そう言ってから、エルミナはなにか決心したように大きく頷いた。


「執事バトラーさん。わたくし、決めましたわ。今は気分転てん換かんに来ているのです。悩なやむのは後回しにして、今をきちんと楽しむことにしますわ」


　前向きというのだろうか？　晴れ晴れとした笑顔を向けられる。マルクはそれに苦笑を返しながらも複雑な心境だった。


　自分たちのことを忘れられたのは辛つらいが、全すべてを思い出してしまったら、エルミナはまたあの人形のような無表情に戻ってしまうのだろう。


　記憶をなくした今、こうして自然に笑えるようになったエルミナ。全てを忘れる前の、人形のごとく無表情なエルミナ。


　果たして、どちらの方が幸せなのだろうか？


　答えの出ない疑ぎ問もんをグルグル廻めぐらせて──マルクはエルミナの胸むな元もとに銀色に光るものが揺れていることに気づいた。風に煽られて襟えりから抜ぬけ出したらしい。


「あ……、それは……」


　エルミナの首から下がるのは、鳥をあしらったペンダントだった。銀啼鳥ソローネである。宝石や純じゆん銀ぎんが使われているわけでもない、道ばたで売られている純度の低い銀コインシルバー。上流階級の娘にはそぐわない安物である。


　エルミナは大切そうに、ペンダントを両手で包み込こんだ。


「この格かつ好こうには似合わないとは思うのですけど、どうやらわたくし、これをとても大切にしていたようなのです」


「お、覚えていらっしゃるのですか？」


　それは以前街に出たとき、マルクがエルミナに贈おくったものだった。


　マルクがそう訊きくと、エルミナは首を横に振った。


「これだけ絹シルクのハンカチに包んで宝石箱の中にしまわれていたんですの。きっと大切なものだったのですわ。ですから持っていたらなにか思い出せるのではないかと思って」


　──こんなものを、大切にしてくれていたのですか……。


　マルクの沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、エルミナは再び橋の景け色しきに気を取られてしまった。


　そんな横顔を眺ながめていると、隣となりでカナメが浮うかない顔をしていることに気づいた。哀あい愁しゆう、という言葉が似合う表情である。ほんの今しがたまで悪ふざけをしていた娘が、突とつ然ぜんこんな顔をしていることに、マルクは戸と惑まどった。


「カナメ？　なにか、あったのですか？」


　マルクがそう訊くと、カナメは小さく首を横に振った。


「少し、昔のことを思い出しただけじゃ。なんでもない」


「昔のこと……？」


　そう言えば、マルクはカナメの過去をなにも知らなかった。契約者になったことで、故こ郷きようにいられなくなったとは聞いているが、それだけに昔のことなど訊けなくなったのだ。


　──ですが、〈器〉ならばカナメも所持していたはずですね……。


　マルクは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って問いかけてみた。


「カナメ。あなたの村でも〈器〉を祀まつっていたのですよね」


「……そうじゃが」


「〈器〉のことならば、あなたが教えてあげることはできないのですか？」


　カナメは考え込むように眉を寄せたが、すぐに首を横に振ふった。


「無理じゃの。確かに私は〈器〉を管理するための教育は受けたが、初めての儀ぎ式しきで契約者にされた。〈器〉を扱あつかったことはない」


「う、それは……余計なことをお訊きしました」


　──〈器〉を管理するための教育──一体、どんな教育を受ければ刃物を振り回す娘に成長するのだろう。カナメの剣けんは我が流りゆうの部分が多いようだが、剣の握にぎり方、足の踏み込み方、そういった基本的な型はしっかりしている。誰だれかから手ほどきを受けたのは間ま違ちがいない。


　マルクが独り考え込んでいると、カナメが怪け訝げんそうな声を漏もらした。


「……なんじゃ？　あれは」


「どうかしたのですか？」


「いや……、あそこじゃ。地面に、なにか埋うもれておるように見えぬか？」


　カナメが指さしたのは、掘ほり返している最中の土つち塊くれだった。そちらはまだ本格的な工事に入っておらず、作業員の姿もない。


「ここからではよく見えませんね。なんでしょうか？」


　マルクもメガネを押し上げて目を細めてみると、なるほど確かに陽ひの光を反はん射しやする、大きな箱のようなものが埋もれていた。通行人の何人かも気づいているらしく、足を止めて視線を下ろしているものもしばしば見受けられた。エルミナもそちらへ目を凝こらす。


「装そう飾しよくが入ってますわ。宝箱……には、見えませんけれど」


　どうやら、能力なしでもエルミナの方が視力は良いらしい。マルクとエルミナが首を傾げていると、カナメが険しく眉を寄せていた。


「棺ひつぎ……に、見えぬか？」


「棺？」


「なるほど棺ですか。正体が分かって安心しました。それでは先を急ぎましょう」


　マルクはスタスタと歩き始めるが、エルミナもカナメも動こうとはしなかった。


「ひ、棺なのでしたら、放っておけませんわ」


「そうじゃの。こんなところに棺なぞ落ちているなど、普通ではないの。契約者も来ているのであろ？　おんし、行って調べてきてはどうじゃ」


　マルクは断固反対した。


「お断りします。こんなところに放置されているような棺になど関わるものではありません。それほど気になるのでしたら、あなたが確かく認にんに行けばよろしいではありませんか」


「たわけ。この格好で土手など降おりられるか。それにこういったことは男の仕事であろ」


「わたくしからもお願いしますわ。もし、どなたかが亡なくなっているのでしたら、市し警けいに通報しなければなりませんもの。それに……」


「それに？」


「調べた方が、面おも白しろいではありませんの！」


　面白い──エルミナの口からそんな言葉が吐はき出されたことに、マルクはガックリと膝ひざをついた。


　──違います。エルミナは……、私の知っているエルミナは……！


　無表情ながらも確かにヴァレンシュタイン家の当主として威い厳げんと気品を持っていたあの姿は、今のエルミナからは想像もできない。彼女が教養を深めた記き憶おくまで消えているらしい。姿形は紛まぎれもなくエルミナなのに、性格が、言動が、あまりに違いすぎる。


　抱いだいていた幻げん想そうを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされ、心の中で慟どう哭こくするマルクを見下ろし、カナメがよからぬイタズラを思いついたように口の端はしをつり上げる。


「エルミナ。おんしは主あるじなのじゃ。おんしはただ命ヽ令ヽするだけで良い。当主らしく自信を持って命じるがよかろ」


「はい……？」


「め、命ヽ令ヽ？　わ、分かりましたわ。執事バトラーさん。命ヽ令ヽです。あの棺の中を確ヽかヽめヽなヽさヽいヽ」


　エルミナが毅き然ぜんとしてそう言うと、マルクの足は勝手に土手へと向かい始める。


　マルクたち、屋や敷しきの契けい約やく者しやは〈空白の契約書〉に署しよ名めいし、エルミナに絶対服ふく従じゆうを誓ちかっている。彼女の命ヽ令ヽは、いかなる場合にも必ず遂すい行こうしてしまうのだ。


　それを眺め、カナメは納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「……ふむ。〈契約書〉の強制力は健在か」


　──この娘、私を実験台に……！


　笑顔のカナメへ、引きつった微び笑しようを浮かべて怨えん嗟さの念を送ると、エルミナが感心したように頷いていた。


「執事バトラーさん、良い人なのですね。いやな顔一つせずに行ってくださるなんて……」


　嫌な顔はしたはずなのだが、エルミナにそれを認識してもらえることはなかった。
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　近寄ってみると、やはりそれは棺だった。金のかかっていそうな金属製で、ところどころに銀の装そう飾しよくが施ほどこされている。マルクはその棺に見覚えがあった。


　──この方にだけは、関かかわり合いたくなかったのですがね……。


　嘆たん息そくしつつも、エルミナに命ヽ令ヽされてしまったのだ。ここまで来たら中を確認しないと仕方がない。そして早々に立ち去ってもらおう。それが最善の策さくだった。


「もし、そこの棺の方。こんなところで寝ねられては迷めい惑わくです。立たち退のいていただけますか？」


　マルクが心の底から迷惑そうにそう言うと、棺はひとりでにカタリと揺ゆれた。


「おぉぉぉぉぉぉ……、我われの眠ねむりを妨さまたげるのは何者だ？」


　返ってきた呻うめき声で、マルクはこれがただの棺で、自分の嫌な予感がただの思い過ごしなのだという儚はかない希望が砕くだけ散ちったことを悟さとった。


「何者でもかまいませんから、とっとと移動してくださいますか？」


　マルクがそう警けい告こくすると、棺が再びカタリと揺れた。


「…………？　おぉぉぉぉぉぉぉ！　そ、その声、聞き覚えがあるぞ」


「気のせいでしょう。私はあなたのような面めん妖ような棺に面識はありません」


「その慇いん懃ぎんな態度。無理に敬けい語ごを使ううちに奇き妙みような馴な染じみ方をしたようなその口調。忘わすれようものか！」


　棺は怒いかりに震ふるえるようにガタガタ揺れると、突然、勢いよく蓋ふたが弾はじけ飛んだ。





「我わが心の友──〈黒衣〉よ！」





　裏うら稼か業ぎよう時代の、マルクの通り名は〈黒衣〉である。そして棺から飛び出したのは、悲しいことに見覚えのある顔だった。


　漆しつ黒こくのドレス。同じく漆黒の長い髪かみ。顔半分には舞ぶ踏とう会のような仮面。もう半分には死神ジヨーカーの化粧メイク。血の色の瞳をギョロつかせた、どこか病的な気配のある少女。


「ねじ伏ふせろ──〈クフ・リーン〉」


　マルクは足下の影かげに語りかけると、少女の影を括くくり──躊ちゆう躇ちよなく地面に叩たたき伏せた。


「ひぎゃあっ？」


　棺の少女は、掘り返されて柔やわらかくなった地面に、頭から埋うまっていた。


「立ち退きは勧かん告こくしましたよ」


　そう告げると、マルクは駆かけ足で土手を登った。マルクはこの棺の少女と面識がある。しかしその時期マルクは黒コートで全身を覆おおい、頭にもつば広びろ帽ぼうを目ま深ぶかにかぶっていた。服ふく装そうを替かえれば、街中でばったり会っても人ひと違ちがいで誤ご魔ま化かしきれるはずだ。


　土手を登り切り、エルミナたちの待つ橋へ戻ろうとしたマルクは、自分の考えが甘あまかったことを思い知る。


「おお、何な故ぜだ？　何故、我の元を去ったのだ〈黒衣〉！　我と貴き公こうは幾いく多たの戦地を駆かけ抜ぬけた友ではなかったのか？」


　舞ぶ台たい役者のごとく仰ぎよう々ぎようしい台詞せりふを叫さけびながら、陶器人形ビスクドールのような格好の少女は金属製の棺を肩に担かつぎ、土手を凄すさまじい勢いで登ってきていた。その顔は仮面と面妖な化粧メイク。土手の上からこちらを見物していた野次馬たちが、悲鳴を上げて逃にげていく。


「取り押おさえろ──〈クフ・リーン〉！」


　マルクは躊躇なく影を走らせた。足下の影は人の形からすぐさま異形に解ほぐれ、棺の少女目がけて駆け抜ける。しかし──


「甘いぞ〈黒衣〉！」


　少女は、盾たてのように棺を地面に突つき立てる。影はその棺を搦からめ捕とるが、そこに少女の気配は存そん在ざいしなかった。


　──躱かわされた？


「上ですか！」


　マルクはにわかに動どう揺ようしながらも、すぐさま頭上を仰あおぎ見た。そこに、天高く跳ちよう躍やくした少女の姿があった。スカートの中が丸見えだったことに、マルクは顔を覆う。


　日差しの向きは少女に味方していた。人類としてありえない跳躍を見せた少女の影は、遥はるか下方──土手の下へと落ちている。能力で搦め捕ることはできなかった。


　慌あわててマルクは後方へ飛ぶ。一いつ瞬しゆん遅おくれて少女が飛来。真っ黒なスカートが花のように広がる。着地の直後ではすぐに立ち上がれはしない。


「叩たたき伏せろ──〈クフ・リーン〉！」


　この機を逃のがす手はない。マルクは完かん璧ぺきなタイミングで影に語りかける──が、足下の影は犬の顎あごを模かたどり、面めん倒どうくさそうに欠伸あくびをしていた。


「は……？　友達なんだろう、仲良くしてやれ、ですって？」


　──せ、精せい霊れいの分際でいらぬ気き遣づかいを……！


　当然、その隙すきを見逃すはずもない。少女は狼狽うろたえるマルクに飛びかかっていた。


「うわあああん！　会いたかったぞ！　周りは人間ばかりだし、列車に乗れば貨物車両に放ほうり込こまれるし、もう我は怖こわいわ寂さびしいわ吐はくわで、どれだけ泣いたことかあああっ！」


「は、離はなれなさい！　私はあなたなど知りません。人違いです！」


「おのれ！　まだそのようなことを言うのか。そもそも貴公はあの素す晴ばらしい衣い装しようをどうしたというのだ！　黒ずくめの貴公なれば我も〈黒衣〉の名を認みとめたというに！」


　マルクは少女をふりほどこうと必死で暴れるが、少女の腕わん力りよくは尋じん常じような強さではなく、為なす術すべもなかった。


　──だから、この娘むすめに関かかわるのは嫌いやだったんですよ！


　マルクが慟どう哭こくしていると、不意に目の前に影が差した。


　見上げると、そこには瑠る璃り色の傘かさを揺ゆらした少女が、呆ぼう然ぜんとしたように佇たたずんでいた。片かた方ほうの手には、何故か大おお振ぶりのナイフなどが握にぎられている。


「……なんじゃ。おんしら、親しい仲なのか？」


　大きく間ま違ちがえた感想に、マルクは悲ひ痛つうな声を上げた。


「どうしたらそう見えるのですか！　黙だまって見てないで助けてください」


　先ほどから再三〝影〟には語りかけているが、契けい約やく精霊〈クフ・リーン〉は面倒くさそうな欠伸を返すだけで応こたえることはなかった。


　カナメはカナメでなにか信じていたものに裏うら切ぎられたような顔をしており、助けてくれる様子はない。そんなカナメの姿に、少女がようやく気づく。


「これは驚おどろいた。こうも頻ひん繁ぱんに契約者と出会うとはな。この街にはなにかあるのか？」


　立ち上がった少女は、いつの間にか綺き麗れいに服装が整え直されていた。地面を転げ回……いや、地面に埋うもれたにも拘わらず、その衣服にも砂すな埃ぼこりの一つさえ付着していない。


「我が名はジェノバ＝ジェノワーズ。この〈黒衣〉の親友と呼ばれることもある」


「ほう……？」


　カナメがマルクに向けた眼まな差ざしは、親の敵かたきでも見るかのようなものだった。憤ふん怒ぬというか、憎ぞう悪おというか、ともかく腹はらを立てているらしい。酷ひどい目に遭あっているのはマルクの方のはずだが……。


　それから、カナメは少女──ジェノバへ視線を戻した。


「おんし、何故私が契約者だと思ったのじゃ？」


「ふっ、我は鼻が利きくのだ。契約者ならばにおいで分かる」


「におい？　よく分からぬが……いや待て、おんし、どこかで私と会っておらぬか？」


　ジェノバは一いつ瞬しゆんだけ愕がく然ぜんとしたような表情を見せたが、腕を組んで首を捻ひねる。


「ふむ……。その見事な白はく髪はつ。日差しから守られた白い肌はだ。その美しさは我も認めねばなるまい。しかし貴公は対照美コントラストというものを理解していない。それだけ白の美しさを極められるのならば、何故衣服に黒を取り入れぬのだ」


　カナメは怪け訝げんそうに瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細める。


「私は会ったことがあるかと訊きいておるのじゃ」


「残念ながら覚えがないな。だが案ずることはない。我が貴公に〝黒〟の扱い方というものを教えてやろう。さあ、来るがよい。心ゆくまで黒の神しん秘ぴについて語り合おうぞ」


「……おいマルク。こやつ、斬きり捨てても良いか？」


「ご自由に」


　カナメが真顔でナイフを振ふり上げると、ジェノバは慌てて棺かん桶おけの陰かげに隠かくれた。


「待つが良い。久しぶりに契約者と会話ができて少し舞まい上がっていたのだ。大目に見るが良い」


「……なんじゃこやつは？」


　カナメが呆あきれたようなため息を漏もらす。


「お知り合いなのですか？」


「いや、見覚えがあるような気もしたのじゃが、気のせいかもしれぬ」


「あれだけの変人なら、一度見たら忘わすれないような気がしますが」


「斬った相手のことなぞ、いちいち覚えておらぬ」


　──まあ、契約者狩がりですからね……。


　覚えきれないほど契約者を斬っている事実に、マルクは深いため息をついた。


「そういえば、エルミナは？」


　周囲を見み渡わたしてみると、いつの間にか野次馬たちに取り囲まれていた。エルミナの姿すがたはない。マルクの言葉にカナメは振り返り、それから慌てて野次馬の壁かべへ突とつ入にゆうする。


　刃は物ものを持った少女が近寄ったことで人ひと垣がきは大きく後退し、そこから灰はい色いろのドレスに身を包んだ少女が吐はき出される。……どうやら、人ひと混ごみに呑のまれてはぐれていたらしい。


　エルミナは地面にへたり込んで荒あらい息を漏らしていた。


「カナメさん、速すぎますわ」


「すまぬ。ゆっくり歩いたつもりだったのじゃが……」


　カナメが困こまったように謝ると、エルミナは気力を振り絞しぼって立ち上がった。


「そ、それで、そちらの方……棺ひつぎさんは一体なにをしていましたの？」


　見てみれば、ジェノバは再び棺の中に閉とじこもっていた。棺は器用なことに直立している。蓋ふたの隙すき間まから恐おそる恐おそるエルミナの様子を窺うかがっているようだ。
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「どうやら眠っていたところを起こしてしまったようです。鎖くさりかなにかで縛しばって、ゴミ捨すて場に投とう棄きしておくのがよろしいかと存ぞんじます」


「でも、運ぶのが大変ではありませんの？」


　投棄することに対しては疑ぎ問もんを発しないエルミナに、棺がガタガタと揺れて抗こう議ぎを投げかける。


「待つが良い。ここは我が何者なのか、そしていかなる不幸が重なってこのようなところに転がっていたのかを問いただすべきであろう？」


「それでは休きゆう憩けいはもうよろしいでしょうか。人も集まってきてしまいましたし、場所を変えた方が良さそうでございます」


　ジェノバの意見を黙もく殺さつし、マルクはエルミナとカナメの手を引くが……。


「致いたし方あるまい。目立つのは我も望むところではない」


　振り返ると、仕方なさそうに棺から出て、その棺を背せ中なかに背負い直すジェノバがいた。
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「対人恐きよう怖ふ症しよう……？」


　エルミナの怪け訝げんそうな声に、マルクは沈ちん痛つうな面おも持もちで頷うなずいた。


　工事中の橋から駅前の広ひろ場ばに移動したマルクたちは、カフェテラスに入っていた。店員ウエイトレスの少女が紅こう茶ちやと珈琲コーヒーを運んでくるが、テーブルに並ならべるなり逃にげ出すように別のテーブルへ駆かけていく。


　丸いテーブルをマルク、エルミナ、カナメ、そしてジェノバの順に囲っている。話の的に持ち上がったジェノバの背中には、金属製の棺がひっついたままである。


　ジェノバは追い払はらってもついてきて、結局居い座すわってしまった。


　これでもこの少女は〈吸きゆう血けつ姫き〉の名で呼ばれる契約者である。エルミナが記き憶おく喪そう失しつというこの状じよう況きよう。不安要素は一つでも多くもみ潰つぶしておかねばならない。


　エルミナに害を及およぼすようなら捕ほ虜りよにして情報を引き出し、無関係ならばまた棺に放り込んで捨てればいい。鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにすれば、少なくともマルクたちが屋や敷しきに戻るまでは出てこられまい。マルクは容よう赦しやなく自然にそう考えた。


「ええ、この娘が支払った〝対価〟はまた厄やつ介かいな代しろ物ものでしてね。そのせいで人間と接するのが怖こわくなったのだそうです」


「笑しよう止し。人間など恐るるに足りぬ。しかし人間からしてみれば我のように高こう邁まいなる存在は畏い怖ふしてやまぬであろう。然しかるに我はただ単に人間が怯おびえぬよう、普ふ段だんは棺の中に潜ひそむことにしているのだ」


　ジェノバの前には珈琲コーヒーが置かれているが、それには手をつけようともせず、獣けものの檻おりにでも放り込まれたかのようにオドオドと周囲を警けい戒かいしている。


「まあ、この通り無む駄だに自尊心プライドが高いのですがね」





　マルクが契約者になって初めて受けた依い頼らいで、いっしょに雇やとわれたのがジェノバだった。マルクは他の契約者に会えたことと、異様な格かつ好こうをしているとはいえ相手が小さな女の子だったことで話しかけてみたのだが、それが間違いの始まりだった。


　そのときのマルクは、日差しに当たると火やけ傷どをする体質だったため、分厚い黒コートを着き込こんでいた。それが彼女に気に入られてしまったらしい。ジェノバは嬉き々きとして己おのれの美意識について語り始め、マルクを「心の友」と呼び、懐なついてしまったのだ。





　そのことを話すと、ジェノバは恍こう惚こつとした表情で頷いていた。


「貴公が身にまとっていたコートは見事だった。あのコート姿を見たとき、我は運命を感じたぞ。貴公は〝黒〟を理解している。あの姿には見み劣おとりは隠かくせぬが、今の貴公の姿もネクタイさえ黒に替えれば十全だ」


　どうしてもこの娘は相手を黒ずくめにしないと気が済すまないらしい。マルクが頭ず痛つうを感じてため息を漏らすと、カナメが何な故ぜか今にも斬り殺したいとでも言うような視し線せんを、マヽルヽクヽに向けてくる。


　そんな背はい景けいに気づきもせず、エルミナが恐る恐る問いかけていた。


「それじゃあ、執事バトラーさんに会いたくてこの街に来たんですの？」


「その通りだ、と答えたいところだが、偶ぐう然ぜんだ。もっとも、我が困り果てているときにこうして助けに来たのだ。〈黒衣〉と我が切っても切れぬ縁えんであることは理解できよう」


「それは後で斬ヽれないか確かめてみましょう」


　涼すずやかな笑顔でマルクがそういうと、ジェノバはビクリと椅い子すを揺らした。


「でも、どうして棺なのですの？」


「ふん。これは蓋を閉じれば中は完全なる黒の世界となる。そして道ばたにある棺を開けるものなどまず存在すまい。ゆえに堅けん牢ろうなる我が城じよう塞さいに相応ふさわしい。見よ。昨晩は土手から蹴け落おとされたが傷きずらしい傷一つないぞ」


　──エルミナは面白そうだから開けようと言いましたがね……。


　どうやら、工事現場に埋まっていたのは土手から蹴落とされたからのようだ。道ばたに転がっている棺を見て、誰だれかが邪じや魔まだと感じて処分したのだろう。


「……痛いたくありませんでしたの？」


「痛かったとも。気を失う程度にはな」


　蹴落とされてそのまま朝まで伸のびていたらしい。


「まあ、そのあたりはどうでも良いでしょう。話が逸それていますよ。ジェノバ、あなたはなにをしにこの街へ来たのです？」


「これは異いなことを言うな、友よ。契約者が依頼内容をペラペラと話すと考えるのか」


「なるほど……。それではもう話すこともありませんね。棺に片かた付づけてまた土手から落とすとしましょう」


「まあ、待つが良い。誰も話さぬとは言っていない。我は人ひと捜さがしできたのだ。……いや捜しものと言うべきか。誰からも依頼は受けておらぬさ。なにも暴力を振ふるう必要はない」


　棺ひつぎにしがみついてガタガタ震ふるえながらも、尊そん大だいな口調で答えるジェノバ。


「捜しもの？」


　ジェノバは大きく頷うなずいて仮面に触ふれた。


「我は、我の左目を潰した契けい約やく者しやを追っている」


「その目……、契約者になる前のものですか？」


「否いな。貴公と運ヽ命ヽのヽ出会いを果たす少し前にやられたものだ。恐ろしい相手だったさ」


　運命という単語に、何故かカナメが不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを揺らした。


　マルクはジェノバの能力を知っている。この少女に刃は物ものや拳けん銃じゆうで傷を負わすことはできない。それゆえジェノバの言ったことがにわかに信じられなかった。


「交戦したのですか？」


「その通り。我と奴やつとの戦績は一勝一敗。力の上では勝ちを譲ゆずってしまったが、美しさに於おいては我が一歩勝った。決着をつけねばならぬ。我はずっとその怪かい物ぶつを追いかけてきたが……少し前に、死んだらしい」


　ジェノバは小さく肩かたを落とした。宿敵──そう、呼べる仲だったのだろう。それからゴソゴソと棺の中から一冊の冊子を取り出す。


「見覚えがありますね。……ってオークションの目録カタログではありませんか」


「その通りだ。見よ。これがその契約者が愛用していた剣けんだ。あの怪物がこの世を去ったというのならば、カタナだけでも回収せねば──」


　バンッ──大きな物音を立て、カナメが立ち上がっていた。


「──暗くら乃の守かみ……！」


　そこに載のっていたのは、一振りのカタナの写真フオトグラフだった。


　カナメはジェノバの胸むなぐらを摑つかみ上げる。


「答えよ。私のカタナはどこにある！」


「カ、カナメ、落ち着きなさい！　これはオークションの目録カタログですって」


　締しめ上げられたジェノバは魚のように口をパクパクとさせていた。自分が襟えり締じめをかけていることに気づいたのだろう。カナメはしぶしぶその手を放す。


「き、貴公もこのカタナを捜していたのか？」


「……これは、私のカタナじゃ。しばらく前になくしたのじゃ」


　今にも飛びかかりそうな声だった。


「それはおかしい。これは我の左目を潰した契約者が振るっていたのだ。……いや待て、その後、貴公の手に渡わたっていたということなのか？」


「このカタナはずっと私が持っていた。他人になど触さわらせていない」


「それはあり得ぬ。我とて己を斬った刃物なのだ。見み間ま違ちがいはない」


　完全にすれ違った言い合いをする二人に、マルクが呆あきれたようなため息をもらしていると、エルミナがなにか言いたげな視線を向けてきた。





「あの、ジェノバさんは執事バトラーさんの恋こい人びとさんだったのですか？」





　マルクは、手をかけていたカップを握にぎりつぶした。陶とう器きの破は片へんと熱い紅茶がテーブルに弾はじけ飛ぶ。エルミナが小さく息を呑のみ、カナメとジェノバもピタリと口こう論ろんを止めた。


　マルクは、涼すずやかに微び笑しようした。


「お嬢じよう様さま。それはありえませんからご安心ください。それから二人とも、少しお黙だまりなさい。……ジェノバ、あなたを斬った契約者というのは、なんという通り名でしたか？」


「ふん。〈東方不敗〉という名だったさ」


　ようやく勘かん違ちがいに気づいたのだろう。カナメはきょとんとして瞬まばたきをした。


「それは、私の通り名じゃ」


　ジェノバは自分の耳を疑うたがうように瞬きをする。それからカナメの頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまでしげしげと眺め、それから憤ふん慨がいしたように肩かたを怒いからせた。


「謀たばかるか。我が交戦したのは、全てに於おいて我と相反する宿敵。黒我を否ひ定ていするかのごとく全身をおぞましい白で覆おおい尽つくし、クラゲのごとく奇き怪かいな姿をした怪かい物ぶつだ。断じて貴公のような、雪の華はなのごとく可か憐れんな乙女おとめではない！」


「……のう。私は今、侮ぶ辱じよくされたのか？　賛美されたのか？　どちらじゃ？」


　ひとまず、カナメの方は落ち着いたようだ。ジェノバは思いこみが激はげしいからここでどう説明しても納なつ得とくしないだろう。そもそも復ふく讐しゆうの相手が目の前にいるなどとは、教えない方がお互たがいのためである。


　マルクはそっとカナメに耳打ちした。


「向こうはあなたのことに気づいていませんし、このまま放ほうっておきましょう。これ以上話がこじれると面めん倒どうです」


　そう囁ささやくと、何故かカナメの表情が暗く翳かげった。


「あの顔……、私がやったのか……」


　マルクは眉まゆを顰ひそめた。日常的に刃物を振り回している娘むすめである。マルク自身も何度も斬られている。今さらそんなことを気にするようには思えないのだが、さすがに女の子の顔に傷きずをつけたことには罪悪感を覚えたのだろうか？


　首を傾かしげながらも、今はジェノバが敵かどうか確かめることが先決である。


「それでジェノバ。あなたは誰だれかに雇やとわれているわけではないのですか？」


「今は誰からも引き受けておらぬ。それに我は今急いでいる。契けい約やくなど結んでおれぬ」


「急いでいる？」


「オークションにこのカタナは出品されている。開かい催さいまでに手に入れねばならない」


「何故です？」


「ふっ。忘わすれたのか友よ。我が人間と契約など結べると思うのか？　然しかるに落札に足るような金などない！」


　自信を持ってそう答えられ、マルクは頭が痛いたくなった。


　契約者を雇うものの多くは、普ふ通つうの人間である。当然、対人恐きよう怖ふ症しようのジェノバはまともに契約を結ぶことができない。他に契約者が雇われていればある程度耐たえられるらしいが、一度に契約者を何人も雇える金持ちは少ない。


　つまり、ジェノバは契約者なのに雇ってもらえないのである。初めのうちはマルクも不ふ憫びんに思っていっしょに契約を受けたりもしたのだが……。


　ジェノバは夏でもこの格好である。この地方は夏になると悪夢のように気温が上がる。その灼しやく熱ねつの季節にももちろんこの道どう化けの化粧メイクは施ほどこされており、さらにこの重たい棺かん桶おけも担かついで歩いている。当然、大量の汗あせに化粧メイクが流され、溶とけた蠟ろう人にん形ぎようのような顔になる。それこそ悪い夢かなにかのように……。





　ジェノバ＝ジェノワーズ──週刊契約者『いっしょに歩きたくない契約者トップ10』にて、〈東方不敗〉を抑おさえて堂々一位をもぎ取った少女である。





　それを思い返して、マルクは首を捻ひねった。


　──もしや、ジェノバの言う〝一勝〟とは、あのランキングのことでしょうか？


「はあ……、まあ、それで出品者に直接掛かけ合うつもりなのですね。この街に住んでいるのですか？」


　目録カタログから出品者の名前を検けん索さくし……マルクは絶句した。





　目録カタログにはヨハエル＝パトリックとあった。




　第三章　されど過去は思い出を赦ゆるさず







　東方の島国キョクト。


　辺境の島国の中でもさらに辺境にまた小さな漁村があった。過か疎そ化かが進み、十年二十年後には廃はい村そんになっているだろう、終わりの見えた村だ。


　そんな寂さびれた田舎いなかに一振りのカタナが祀まつられていた。


　──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆき──


　古い時代、キョクトで国を二分する大きな戦いくさがあった。帝みかどに連なる一族同士による諍いさかいで、数あま多たの死者を生み出した後、一方の一族が勝利を収め、一方の一族は滅ほろびた。


　恐らく、どこの国にでも似たような戦はあるだろう。ありふれた物語ではあるが、その物語の中で朝ちよう廷ていから神かん宝だからを持ち出したものの存そん在ざいが綴つづられていた。


　神宝は奪うばい合いの末、敗れた一族とともに海の底へ沈しずんだ。勝利した一族は海の底を浚さらい、それを取り戻したとされているが……このとき、確かに一度神宝は失われたのだ。そして、それ以い降こうの歴史に大きく関かかわることはなくなる。


　神宝は、敗れた一族の生き残りとともに浜はまに打ち上げられていた。生き残りたちは復ふく讐しゆうを誓ちかい、力を蓄たくわえんと小さな村を興おこした。村は順調に大きくはなっていったが……長い年月のうちにその決意も萎なえ衰おとろえ、下界との接せつ触しよくを拒こばんできた村はやがて廃すたれていく。


　突つき立てられることのなかった復讐の牙きばは、村とともに静かに滅びようとしていた。


　その落ち武者の墓標のような忘れられた村が、カナメの故こ郷きようだった。





（ひい様。ひい様）


　薄うす暗ぐらい洞ほら穴あなの中、後ろから気の弱そうな声がかけられる。


（なんじゃ。静かにせぬか。気付かれてしまうではないか）


　艶つややかな黒ヽ髪ヽを揺ゆらし、カナメは振り返る。緋ひ色いろの袴はかまが海水に濡ぬれているのを気にする様子もない。振り返った先には幼おさない顔立ちの少年がいた。十二、三歳さいほどで、カナメより少し年上である。


（やっぱり帰ろうよ。ここに入ると神主様たちに叱しかられるって）


（たわけ。先に見に行こうと言いだしたのはおんしであろ？）


（うう……、だ、だからそれは悪かったよ。俺おれが言いすぎたって）


（もう遅おそい。今から引き返しても同じことじゃ。ならば一度見てから戻った方がよかろ）


　カナメと少年は些さ細さいな意地の張り合いから、村で祀られている神宝を覗のぞき見にきたのだった。こんな辺へん鄙ぴな村に祀られる神宝に、伝説にあるような力などあるわけがないという少年の言葉に、カナメが憤ふん慨がい。カナメは自分が祀るのだから本物だと言い張ったのだ。


　狭せまい通路を抜ぬけると大きく拓ひらけた空間へ出る。少年が小さく息を呑のむのが聞こえた。


　目の前には小さな祭さい壇だんがあり、そこに一本のカタナが納おさめられていた。


　カナメはかしこまって手を合わせ、丁てい寧ねいに最さい敬けい礼れいする。


「あれが──暗乃守夜之──じゃ」


　ただの鉄の塊かたまりにすぎないはずなのに、臣下を見下ろす王のような威い圧あつ感。一度相対してしまえば認みとめざるを得ない。ここには、なにかしらの意志が存在する。


　少年は慌あわてて地面に頭をこすりつける。大人たちからそうしろと教えられたからではなく、目の前のカタナがただならぬ〝なにか〟であると感じ、屈くつ服ぷくさせられたのだ。


　その姿を見て、カナメも自分がやり過ぎたことに気付いた。暗乃守は少年を認みとめていない。巫み女ことして祀り触ふれることを赦ゆるされた自分とは違うのだ。


　カナメはもう一度最敬礼すると、少年の手を引き慌てて洞穴を後にした。





「すまぬの。大だい丈じよう夫ぶか？」


　未いまだ青ざめた顔で震ふるえる少年。カナメは申し訳わけなさそうにその顔を見上げる。


　やがて少年はいくらか落ち着いたらしい。頼たよりない笑みを返した。


「でも驚おどろいた。親おや父じのカタナなんて、あれに比べたら竹光と変わらないや」


「おんしの父上もカタナを持っておるのか？」


「大体、みんなの家にはあるはずだよ。都じゃ〝廃はい刀とう令れい〟とか言ってカタナを持ち歩いちゃいけなくなったらしいけどな」


　カナメは少年を見上げ、それから小さく首を傾かしげた。


「では、おんしもカタナの扱あつかい方は知っておるのか？」


「親父に比べたらまだまだらしいけどな。で、でも、もう少しで一本取れそうなんだぜ？」


「ふむ……」


　カナメはなにか考え込むように俯うつむき、それからにこやかな笑えみを浮うかべた。


「では、私にも扱い方を教えよ」


「……今…………………………、なんて？」


「私も、カタナの扱い方が知りたい」


「だ、駄だ目めだよ！　ひい様は巫女様なんだからカタナは振り回しちゃ駄目だろ？」


「きちんと振ふるえた方が格かつ好こういいではないか」


　少年とて、カナメが一度言いだしたら聞かない性格だということくらいは知っているはずだ。見る見る顔が青ざめていき、やがて抵てい抗こうを諦あきらめた。


「わ、分かったよ。でも、俺が教えたのは秘ひ密みつだからな」


「分かっておる。私と、オヽウヽマヽの秘密じゃ」
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　今け朝さ方がた見た夢を思い出し、カナメは小さなため息を漏もらした。


　──暗乃守……まだ、折れていなかったのか。


　カナメのカタナ──暗乃守は〈精せい霊れいの器うつわ〉だった。長い年月で力が衰え、朽くち始めた神宝。カナメはそれを蘇よみがえらせるために人柱に立たされ、そして儀ぎ式しきに失敗した。


　契けい約やく者しやが契約する精霊とは、そうして〈器〉を失った精霊たちである。暗乃守に御お座わす精霊〈沙イサ波ナミ〉は〈器〉を失うと同時にカナメを契約者にした。


　カナメは、ギュッと自分の胸むねを押おさえた。


　儀式に失敗したカナメは、村から追放されたわけではなかった。穢けがれとしてその場で斬きられたのだ。抜ぬけ殻がらになった暗乃守で。契約の対価で〝実体〟を失っていたおかげか、辛かろうじて一命をとりとめて落ち延のびることができた。


　あるいは、もう一度〈器〉の中に精霊を戻もどすことはできないかと村から持ち出したが、それが不可能だと知るのにそう長い時間は必要なかった。抜け殻は、所しよ詮せん抜け殻なのだ。


　だから、カナメはそのカタナをへし折るために振るい始めた。


　カナメから全すべてを奪うばったのは暗乃守である。存在していること自体が許せない。だからそれを毀こわすために振るって振るって振るい続けて──そして結局、手放せなかった。


　本当にただへし折るためならば、とても簡かん単たんなことのはずだった。岩か鉄柱に向かって振り下ろせば良いのだから。カナメの腕うでならば簡単にへし折れたことだろう。


　なのに、それができなかった。カナメは、暗乃守を祀まつるためだけに育てられたのだ。それを、破は壊かいすることなどできるはずがなかったのだ。


　そんな鎖くさりから、カナメを解き放ってくれた事件があった。


　過去に知る唯ゆい一いつの敗北──その敗北で暗乃守はカナメの手から離れ、そして還かえってはこなかった。目が覚めて、体中ボロボロで、目の前には自分が敗北した契約者がいて、手にはカタナがなかった。


　怖こわかった。ずっと毀してやりたかったはずなのに、本当に自分の手から消えてしまうと、どうしようもなく不安になった。


　強い契約者を狩かるのが娯ご楽らく──そんなことをのたまっていたカナメは、初めて知る〝怖い〟という感覚に押おしつぶされそうだった。


　そんなカナメに、カナメを負かした張本人は、困こまり果てたように手を差し伸のべた。


　──エルミナのところへ来ませんか──


　そして、カナメは今ここにいる。





「……カナメ？　大丈夫ですか？」


　そのカナメを負かした張本人は、気き遣づかうようにそう訊きいてきた。


「少し考え事をしていただけじゃ。なんでもない」


「……そうは見えませんよ」


　──唐とう変へん木ぼくめ……。


　カナメは小さなため息をついた。普ふ段だん、エルミナのことしか見ていないくせに、こういうときだけは敏びん感かんに気づいてくる。気づくのならもっと別のことに気づいてほしいカナメは理り不ふ尽じんな怒いかりを募つのらせる。


　オークションの目録カタログを見て、カナメはそのまま真っ直すぐ店を飛び出していた。あのカタナがまだ存そん在ざいしている。そう考えるといても立ってもいられなくなったのだ。


　それを──マルクにあっさり止められてしまった。


　──あの教会には、エルミナも行ったことがあります。なにか思い出すことがあるかもしれませんし、ごいっしょに見に行きませんか──


　白々とそんなことをのたまって。


「あの、カナメさん。先ほどのカタナは、カナメさんの持ち物でしたの？」


　エルミナからも気遣うような声をかけられてしまい、カナメはどうやら今の自分が酷ひどい顔をしているらしいことを自覚した。


「まあの。私が故こ郷きようの村から持ち出したものじゃ。……そういえば、故郷から持ち出せたのはあのカタナ一本だけじゃったな」


　未いまだに、自分でもどうしたいのかよく分からなかった。へし折りたいのだろうか。それとも手元に取り戻したいだけなのか。ともかく、自分以外の誰だれかがあのカタナを持っていることが我が慢まんできないのだ。


　──今け朝さの夢のせいじゃ。


　朝方、エルミナの謳うたに耳を澄すませ、うたた寝ねするうちに見た懐なつかしい夢。


　約束された未来があって、自分の我わが儘ままを聞いてくれる、たった一人の友達がいて、なんの苦労も不安もなかった子こ供どものころ。


　それを思い返すと、胸の中にしこりのような不快感が広がる。やはり俯うつむいてしまうカナメに、エルミナはなにかを決心したような表情を向けた。


「あの、カナメさん。わたくし、自分の予算がいくらほどかは分かりませんけれど、そのカタナ、落札してもかまいませんわ」


　そのひと言で、カナメは思わず足を止めてエルミナの顔を見た。それから、小さく苦笑。エルミナの金色の髪かみをくしゃくしゃと撫なでつける。


「たわけ。おんしはそのようなことよりも自分のことを考えよ。おんし、この教会にも来たことがあるのであろ？　なにか思い出すことはないのか」


　エルミナを守るのが、マルクとの契約である。だが、それとは無関係にカナメはエルミナを守ってやりたいと思っていた。


　エルミナの力はカナメとて見たことはある。その容よう赦しやのなさも。しかしその力とは裏うら腹はらにこの娘は脆もろい。こうなる前の無表情も、恐らくその脆い自分を守るための防ぼう衛えい反応なのだろう。それだけ危あやうい状態でありながら、それでもエルミナは前を向こうとしていた。


　自分と同じような脆さを持っているのに、エルミナはカナメよりも強い。だから、放ほうっておけない。


　だから、マルクもエルミナを守ろうとし──エルミナに惹ひかれてしまったのだろう。そんな娘から心の拠より所のように寄りかかられて、なにも想おもわないわけがない。


　それが理解できてしまうから、カナメはどちらにも歩けなくなってしまった。


　──いかんの。今の私はエルミナを元に戻すためにここにいるのであろ。


　迷いを振り払うように頭を振ると、カナメたちは繁はん華か街がいの教会へ到とう着ちやくしていた。小さな教会だが、建て直されたばかりでなかなか小こ綺ぎ麗れいである。


　ちなみに、ジェノバも棺ひつぎを背負ってついてきているが、始終不安そうに周囲を見み渡わたしており、口をきけるようには見えない。気を遣つかうならばあちらに気を遣ってやればいいと思うのだが、マルクもエルミナもあの格好のせいか、その勇気は奮ふるい起こせないようだ。


　──そもそも、こやつとマルクはどういう仲なのじゃ？


　マルクはただの顔見知りのように言っているが、ジェノバの方は明らかにそうではない。平然と心の友などと口にしている上に、美的感覚で共通するものがあるらしい。


　マルクが聞けば泣きながら否ひ定ていするような感想を抱いだきつつ、カナメはため息を漏らした。


　──まあ、マルクの場合は本気でなんでもないと考えているのやもしれんの。


　屋や敷しきに来いと誘さそったくせに、マルクはカナメの気持ちなどまるで気づかない唐変木である。それを思い出して再び怒りを募つのらせていると、エルミナは眉まゆを寄せて呟つぶやいた。


「わたくし、ここでなにをしていたんですの？」


「ここで少々もめ事がありまして、私が騒そう動どうの仲ヽ裁ヽを。あなたはそこのカフェテラスからそれを見守っていました」


　答えたのはマルクだ。もめていたのはマルク本人のはずだが、あくまで仲ちゆう裁さいだと言い張っている。エルミナは自分の胸に手を当て、注意深く周囲を見渡し、それから考え込むように目を閉とじる。


　それから……小さく首を横に振ふった。


「駄だ目めですわ。なにも……」


「そうですか……。まあ、ここはあのときとは少し風景が変わっていますからね」


　カナメは正面の教会を見上げた。元々小さな教会だったらしいのだが、今はさらに一回り小さくなっている。ここで契けい約やく者しやが二名ばかり本気で暴れたので、教会は建て直さざるを得なくなったのだ。以前の面おも影かげは残っていない。


　カナメが教会を観察していると、扉とびらからなにかが飛び出してきていた。





「──お待ちしておりました〈精杯グレイルの姫ひめ〉よ」


　中から現れたのは神父だった。エルミナ同様の金色の髪。首にはオルダー教のロザリオ。その右手は鋼こう鉄てつの義手なのだが、それを胸に当て、丁てい寧ねいに腰こしを折っている。


　神父──ヨハエルは、なにかの中ちゆう毒どく患かん者じやのような病やんだ笑えみを浮うかべる。


「とうとう俺おれの気持ちを受け取る決心をしたんですね？　さあ、式を挙げましょう！　準備はすでに整っ──でごあっ？」


　カナメの拳こぶしとマルクの蹴けりが、同時にヨハエルの顔面へ突つき刺ささっていた。


　礼れい拝はい堂どうの中まで吹ふっ飛んだヨハエルを見送って、カナメとマルクは顔を見合わせた。


「ま、まあ、殴なぐりたくもなりますよね」


「そ、そうじゃの。たわけておるからの」


　一体、なにを意識しているのか、二人はぎこちなく笑った。


　ヨハエルが奥おくから呻うめき声を上げる。


「ぐすっ……。悲しいです。俺がなにをしたっていうんですか？　男女の愛を妨さまたげることは何なん人ぴとたりとも許されることではないと、聖書にも書かれてるのを知らないんですか？」


「まあ、落ち着け。いきなり殴ったのは私も悪かった。私は今日は話をしに来たのじゃ」


　何な故ぜかさわやかな笑顔を浮かべるカナメに、ヨハエルが絶望に満ちた顔をした。


「あ……れ、れ……？　ヒ、ヒラサカ、さん……ですか？」


「覚えておったか。ならば話は早いの？」


　カナメは以前、ヨハエルに雇やとわれていた。しかし裏うら切ぎりに遭あい、全治一ヶ月の重じゆう傷しようを負わされた。それくらいヨハエルも覚えているだろう。ガタガタと震ふるえ始めていた。


「ちょ、ちょちょちょとっと、待ってください。ほら、あのときは、俺も仕方がなかったというか……、もちろん、君が怒おこってるのは当然なことでですね、すみません。許してください。俺、まだ死にたくないです」


　カナメはゆっくりと首を横に振る。


「私とて契約者じゃ。雇やとい主がおんしだった以上、捨すて駒ごまに使われようが盾たてに使われようが、私が恨うらみ言を言うのは筋すじ違ちがいじゃ」


「お、怒ってないんですか？」


　カナメは慈じ母ぼのごとく優やさしい笑みを浮かべて頷うなずく。


「それはそうと、ずいぶん立りつ派ぱな教会じゃの。一度壊こわれたと聞いたが」


「あ、ええ、悲しい出来事でしたよ。俺も途と方ほうに暮くれました。ここしか住むところないんで。仕方がないんで俺が建て直したんですよ」


　そのあたりの事情は、マルクやドミニクから聞いていた。ヨハエルは〈宣せん教きよう師し〉を辞めている。私財をなげうって教会を建て直したらしい。


　カナメは満足そうに頷く。


「なかなか見違えたではないか」


「そうですか？　でも悲しいことに俺はほとんど一文無しなんです。教会の裏に畑を作ってみたんですけどね。冬を越さないとなにも実らないんですよ……ぐすっ」


「そうか。それは大変じゃな。……ところで、私はおんしに雇われていたのじゃが、それは覚えておるな」


「そりゃあ、忘わすれるわけないじゃないですか」





「ふむ。では、私への報ほう酬しゆうはどうなっておるのじゃ？」





　ニコニコ笑顔のカナメに、ヨハエルの顔がにわかに引きつる。


「あ……？　え？　いや、その、だから、俺、あの……」


「私は契約を果たした。金額はまあ、交こう渉しように応じんでもない。ひとまずそこの部屋……懺ざん悔げ室と言ったか？　そこで相談するとしようか」


　カナメはヨハエルの襟えり首くびを摑つかむと、そのまま懺悔室へ引きずっていった。懺悔室は小さな箱型の部屋で、中央が壁かべで仕切られている。それぞれ入り口が別で、カーテンがついている部屋へ信者が、扉になっている部屋へ神父が入るようになっている。


　カナメが懺悔室のカーテンを閉しめると、ヨハエルの凄せい絶ぜつな懺悔が始まった。
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　断だん末まつ魔まの悲鳴が、いつまでも礼拝堂にこだましているような錯さつ覚かくが湧わいた。


　マルクはヨハエルに僅わずかな同情を投げかけながらも、ちらりとエルミナへ視し線せんを向けた。


　こんなところに今のエルミナを連れてきたのは間違いだったかもしれない。ジェノバでも恐ろしかったらしく棺かん桶おけの中に逃にげ込こんでいる。そして肝かん心じんなエルミナは──


「エルミナ？　どうなさったのですか？」


　エルミナは顎あごに片かた手てを添そえたまま、放心したように硬こう直ちよくしていた。ヨハエルの断末魔に怯おびえたのかとも思ったが、どうやらあの大きな悲鳴にも気づいていなかったようだ。


「──〈精杯グレイル〉……〈精杯グレイルの姫〉……？」


　マルクはエルミナの肩かたに触ふれようとしていた手をピタリと止めた。


　──なにか、思い出しかけているのですか……？


　エルミナはそのまま瞬まばたきもせず固まっていたが、やがて諦あきらめたように首を横に振ふった。


「なにか、引っかかるものがあったのですけど、思い出せませんわ」


「そうですか……。ですが、そう肩に力を入れて思い出せるものではないと思いますよ」


　励はげますようにマルクがそう言うと、エルミナは沈ちん痛つうな表情で首を横に振る。


「姉様……。姉様に関係のあることだったような気がするのです」


　エルミナは、マルクに真しん摯しな眼まな差ざしを向ける。


「執事バトラーさん。なにか知っているのならばヒントをいただけませんか？　今なら、なにか思い出せるような気がするのです」


　ここでマルクの知る限りのことを話すのは容易たやすい。しかし、それはエルミナにとって辛つらい話でしかないはずである。ドミニクが半年もの時間をかけて、追っ手を振り切ってくれたのだ。今さらエルミナを縛しばるような記き憶おくが必要なのだろうか。


　マルクは迷いながらもエルミナの瞳ひとみを真っ直すぐ見み据すえた。


「ヒントで、よろしいのですね？」


　エルミナが頷くのを確かめて、マルクは重々しく口を開いた。


「先ほどお話しした〈器〉のことでございます。エルミナ、あなたが所持する〈器〉は〈精杯グレイル〉ではないかと言われています。ですが……」


「ですが……？」


「あなたはそれが〝もう存そん在ざいしない〟とお答えになりました」


「存在しない……〈精杯グレイル〉？」


　舌の上で転がすように呟つぶやくと、エルミナが突とつ然ぜん大きく目を見開いた。その顔が見る見る青ざめていく。そして、吐はき気を覚えたのか、慌あわてて口を押さえた。


　マルクは素す早ばやく側そばに駆かけ寄ると、エルミナの背せ中なかをさすってやった。


「無理に、思い出さなくてもいいです。大だい丈じよう夫ぶです」


　諭さとすようにそう言うと、エルミナは涙なみだに濡ぬれた翠すい玉ぎよくの瞳を向けた。


「わたくしは、思い出したいのです。執事バトラーさんやカナメさん。あのお屋や敷しきにいるみんなのこと。一体、どんなことを話して、どんなことをしたのか」


　そう言われて、マルクは自分が間ま違ちがってることを悟さとった。


　もし、ある日一日分の記憶がすっぽり抜ぬけ落ちたとしたら、自分はその間になにがあったのか分からなければ気持ちが悪いだろう。思い出さない方が幸せなどというのは、身勝手な善意の押しつけにすぎないのだ。


　マルクはエルミナへそっと手を差し出した。


「立てますか？　街の中には手がかりになるものがまだいくつもあります」


　だからマルクはエルミナを支えることにした。辛つらそうだから止めようなどというのは、マルクの弱よわ音ねでしかないのだから。


　そうしてエルミナを立たせると、棺桶の隙すき間まからジェノバが覗のぞいていた。カッと見開かれた赤い眼めは、もはや怪かい奇き小説の一場面である。うっかり目が合ってしまい、マルクはビクッと身を退ひいた。


「ジェノバ……、あの、そうやって見られると非常に怖こわいのですが、出てきていただけませんか？」


「……貴き公こうらは恋こい仲なかなのか」


　そのひと言に、マルクは階かい段だんに足を取られ、分かりやすく狼狽うろたえた。そんなマルクにジェノバはなにかを批ひ難なんするように目を細める。


「気に入らぬ。気に入らぬぞ。我は黒を信しん仰こうしているが、頭から白を否ひ定ていするほど偏へん狭きようではないつもりだ。だがしかし、受け入れろというのか？　そのような黒でも白でもない灰はい色いろの女なぞが、我から〈黒衣〉の隣となりを奪うばうなどという事実を」


　エルミナのドレスは灰色である。ジェノバの美意識からすると受け入れ難がたいものらしい。


　対して、理り不ふ尽じんな批難をぶつけられたエルミナの方は戸と惑まどうようにスカートを揺らし、助けを求めるような眼差しをマルクへ向ける。


「あの……、わたくしたち、恋仲、なのですの？」
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　マルクは自分のメガネが割われたような錯覚を覚えた。


「ご、ごめんなさい。わたくし、そんなことも忘れてしまっていたなんて……」


　エルミナはマルクが口を挟はさむ間もなく、その話を受け入れる方向で話を進めてしまう。


「それなのに、執事バトラーさん、なにも言わずに隣にいてくれたなんて……。わ、わたくし、これほど想おもわれてしまって、どうしたら良いのでしょうか……」


「ちょ、ちょっとお嬢じよう様さま！　落ち着いてください。私とお嬢様はあくまで主しゆ従じゆう関係でございます。そのような関係には踏ふみ込こんでおりません」


　息を切らしながらそう答えると、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「そうなのですか？　あんなに尽つくしてくれるのですから、てっきりそうなのかと……」


　エルミナは何故か落らく胆たんしたような声を漏もらした。マルクは疲つかれたように嘆たん息そく。今のエルミナは子こ供どものようで呆あきれるほど素す直なおである。下手なことを教えれば本当に信じかねない。


　──私は、前のエルミナのことをどう想おもっていたのでしょうか？


　人形のように無表情で、その割わりにはふとした仕草などで大体なにを思っているのか分かってしまう少女。そしてしだいに表情を取り戻していくエルミナ。ティーカップを傾かたむける彼女の横顔を眺ながめるのが、マルクの密ひそかな楽しみだったのだ。


　今のエルミナを否定するわけではないが、とにかく自分が主あるじと認みとめて傅かしずいたのは前のエルミナなのだ。


　マルクが迷いを振り払うように頭を振ると、懺ざん悔げ室のカーテンが音を立てて開いた。どうやら〝交こう渉しよう〟が終わったらしい。清すが々すがしい笑顔のカナメの後ろに、白目を剝むいてピクリとも動かない神父が転がっていた。





「そ、それで、カタナのことはなにか分かったのですか？」


　カナメは腹はら立だたしそうに舌打ちをした。


「あのたわけ、あヽのヽ日ヽ、逃げる途中に私のカタナを拾ったらしい」


　あの日というのは、マルクとエルミナがヨハエルたちともめた一件のことだろう。エルミナを追い詰つめてしまったヨハエルは、腕うで一本失って命からがら逃とう亡ぼうしたのだ。


「あれも元は〈器〉の一つじゃ。なにか調べるつもりであったのかもしれぬな。だが、この前の一件で教会を建て直したからの。金がなくなってオークションに出したらしい」


　そう言って、ピクリとも動かなくなったヨハエルへさらに腹立たしそうな視線を向ける。


「では、ここにあるのですね？」


「いや、すでに出品物としてどこかに運び込まれておるらしいの」


「それは……、面めん倒どうなことになりましたね」


「まったくじゃ。まあ、あのたわけを突つき出せば問題はなかろ」


　マルクは沈ちん痛つうな表情で首を横に振った。


「そういうわけにはいきませんよ。一度納のう品ひんしてしまったら出品者でも簡かん単たんには返してはもらえません。それに今回の競売はアドナイ氏の主しゆ催さいです。街のギャングたちも警けい備びに当たっているはずですし、彼らともめるとこの街で生活ができなくなります」


　マルクとて契けい約やく者しやである。ギャングともめたくらいで命の危き険けんは感じないが、市場を仕切っている彼らに睨にらまれれば、街で買い物ができなくなる。銃じゆう弾だんが届とどかなければいいような話ではないのだ。


「では、どうするのじゃ」


　裏うら切ぎりにあった上に自分の愛刀まで競せりに掛かけられたのだ。カナメもご立りつ腹ぷくどころの話ではないだろう。マルクはしばし考え、それからメガネの位置を修正しつつ平然と答えた。


「偽にせ物ものとすり替かえるのが一番でしょうね」


　マルク以外の全員が、信じられないというような顔をしていた。


「執事バトラーさん、それは犯罪ですわ」


「友よ。我は黒を信しん仰こうしているが、腹黒いのは肯こう定ていしていないぞ」


「たわけ。あれとすり替えられるような業わざ物ものがそうそう手に入ると思うのか？」


　カナメだけ批難の方向性ベクトルが違うことに、エルミナとジェノバが愕がく然ぜんとした顔をする。


「問題ありません。この街に多くの珍ちん品ぴんが出入りすることはあなたもご存ぞんじのはずです。カタナとて一振りや二振り出回っているはずです。形状さえ一いつ致ちしているならば、確実にすり替えられます」


「その自信の根こん拠きよは？」


「はあ……、まあ、以前、美術商の手伝いのようなことをやっていたのですよ」


　幼よう年ねん時代のマルクは、とある事件がきっかけで詐さ欺ぎ欺しの片かた棒ぼうを担かついでいた。その詐欺師は古くさく見せた美術品を金持ちに売りつけるのが手口で、オークションの賓ひん客きやくとは客きやく層そうが一いつ致ちしている。マルクならばそれを本物らしく見せることは造作もない。


「ですから、すり替えるカタナさえ手に入れば、あとは私がなんとかしますよ」


　マルクがそう答えると、カナメは意外そうな表情をした。


「良いのか？」


「まあ、あなたには借りがありますからね」


　屋や敷しきの住人は何な故ぜか怪け我がをする頻ひん度どが異様に高い。カナメの能力は怪我の手当てにも使えるため、マルクは何度も世話になっていた。


　そう答えると、カナメは満足そうに鼻を鳴らした。


「ふん。ならば頼たのむのじゃ」


「かしこまりました。代わりに、というのもなんですが、あなたも……〝あのこと〟はお願いしますよ」


　カナメにはエルミナの護ご衛えいのためについてきてもらっている。街に出ただけですでにジェノバに捕つかまってしまったのだ。オークションに関かかわればもう一人の契約者〈魔ま術じゆつ師し〉に関わらないはずはない。


　顔を寄せ、小声で囁ささやいた後半の頼みに、カナメは小さく頷うなずいた。


「私の腕うでを疑うたがわぬのならば任せるがよかろ」


　契約成立──二人の契約者が密みつ談だんしていると、エルミナが驚いたような顔をしていた。


「あ……。申し訳わけありません。お嬢様、街を回るのに少し寄り道をすることになりそうですが、問題ありませんか？」


「あ、ええ……、それはかまいませんわ。ですけど……」


「ですけど？」


「お二人とも、お互たがい信しん頼らいし合っているんですのね」


　感心したようなエルミナのひと言に、マルクとカナメは同時に噴ふき出した。


「な、何故そうなるのです」


「な、何故そうなるのじゃ」


　まったく同じことを言ってしまい、マルクとカナメはさらに動転した。


「え、ええい、ともかく、あのたわけにカタナの在あり処かを聞き出すのであろ」


　カナメは話を打ち切るようにそういうと、白目を剝むいたままのヨハエルの方へ歩いていった。そして、再びヨハエルの悲鳴が響ひびいた。





「ぐすっ……。悲しいです。なんで俺おれがこんな目に遭あうんですか？」


　教会の冷たい床ゆかの上、両りよう膝ひざを揃そろえて正せい座ざさせられたヨハエルは涙なみだと洟水でグスグスに汚よごれた顔でそう嘆なげいた。


「たわけ。おんしが私のカタナを競売なぞに掛けるからであろ」


「仕方なかったんです。仕方なかったんですよ。ぐすっ。俺も先せん輩ぱいもお金ないし、ギャングは借金の取り立てに来るし、どうにかして金が必要だったんですよ。えぐっ……」


　ボロボロ涙を流しながら貧びん乏ぼうを嘆なげくヨハエル。マルクは何故かそれが他ひ人と事ごとに思えなくて胸むねが痛いたんだ。


「それで？　競売の出品物はどこに納おさめられているのじゃ？」


「ぐすっ……。知らないですよ。出品したからって、倉庫の場所なんて教えてもらえるわけないじゃないですか」


「そうか……。残念じゃな」


　カナメは本当に残念そうにそう呟つぶやくと、ふところから大おお振ぶりのナイフを抜いた。


「あ、そ、そそそうだ！　お、俺、カ、カタナを提出したのって、ディーノ・ファミリーなんですよ！　だ、だだだ、だから、彼らに訊きけばなにか分かると思いますよ？」


　ヨハエルは断頭台を目前にした死し刑けい囚しゆうのようにガタガタ震ふるえていた。


　その名前を聞いて、マルクは表情を険しくした。


「ディーノ・ファミリー……アルバ、ですか……」


「ちょうどよかろ。どの道、あやつのところにも顔を出すつもりだったのであろ？」


「まあ、それはそうですが……」


　マルクが口ごもっていると、ジェノバが棺かん桶おけの中から顔を覗のぞかせていた。


「待つが良い。貴公らはあのカタナをそこの娘のものと考えているようだが、あれは我のものだ。そのために我はわざわざこのような人間だらけの街中にやってきたのだ。譲ゆずるわけには──ひぎゃっ？」


　呪じゆ詛そのように呟くジェノバが悲鳴を上げた。聞く耳を持たなかったのだろう。カナメが勢いよく蓋ふたを閉しめたのだ。


「マルク。なにか結ぶものはないか？」


「おぉぉぉぉぉおっ？　止やめるがよい。今ならば我もまだ無礼を許そう。暴力はなにも生まない。貴公は間ま違ちがえているぞ！」


「たわけ。あのカタナは元々私のものじゃ」


　憤ふん慨がいしてそういうカナメを、マルクはそっと押おし止とどめた。


「おやめなさいカナメ。この娘はそのように言ったところで聞きはしません」


　そう言って棺桶の蓋を開けると、マルクはそっと優やさしく微笑ほほえみかけた。


「ジェノバ。少し冷静にお考えなさい。今黙だまって私たちに協力するのと、後日人間だらけのオークション会場で競売に挑いどむのとどちらがよいでしょうか」


　ジェノバは競売に足るだけの金はない。それを承知でそう囁くのは「邪じや魔まをするとオークション会場に独りで放ほうり込こみますよ」という意味である。


　棺桶がガタリと揺れ、ジェノバの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。


「待つが良い。我とて友の頼たのみを無む下げに断るほど無ぶ粋すいではないつもりだ」


　平和的に話し合いで解決していると、ヨハエルが信じられないものでも見るような顔でカナメを凝ぎよう視ししていた。


「な、なんじゃ？」


「え、いや、君は、ヒラサカさん……ですよね？」


「他ほかにどう見えるのじゃ」


「ああっと……ですねえ、なんというか、変わっちゃいましたね」


「変わった？」


「だって、そこの……棺ひつぎの子、契けい約やく者しやなんでしょう？　雇こ用よう関係にないなら、ヒラサカさん、なにか無理やり理由をつけてでも斬きってたでしょう？　あ、いや、理由なんかつけなくても斬ってたはずですよ」


　カナメは僅わずかに怯ひるむような表情を見せた。それから、ふんと強がるように鼻を鳴らす。


「契約者狩がりは止やめた。それだけじゃ」


「本当に？」


「……なんじゃ。なにが言いたい？」


「いや、今のヒラサカさん、なんか、怖ヽくヽなヽいヽんですよね」


　そのひと言に、何な故ぜかカナメは知りたくない事実を突つきつけられたように、絶句した。


　マルクは首を傾かしげながらも、ヨハエルが会話の主導権を握にぎっていることが気に入らないので口を挟はさむ。


「怖こわがるならば、あなたは自分の未来を怖がった方が良いですよ。恐おそらく、競売に掛けたカタナは代金を支払われるどころか賠ばい償しよう金を請せい求きゆうされるでしょうから」


　破は滅めつしか残されていない現実を語ると、ヨハエルはこの世の終わりのような顔をしてグスグスと泣き始めた。


「ぐすっ。悲しいです。俺には借金から逃のがれる術すべはないんですか？　でも、〈精杯グレイルの姫ひめ〉が俺の愛を受け取ってくれるならば、俺はどんな試練にだって耐たえきってみせますよ！」


「あ、あの……申し訳わけありませんわ。わたくし、あなたのこと、覚ヽえヽてヽいヽまヽせヽんヽのヽ」


　覚えていません──エルミナに止とどめを刺さされ、とうとうヨハエルは床ゆかに倒たおれ込んだ。


　それを見てオロオロするエルミナに、マルクは微び笑しようを投げかける。


「この男は勝手にお嬢じよう様さまにつきまとっていただけでございます。下手に心を砕くだかれますと歓かん心しんを得たのだと考えて調子づいてしまいます。相手をする必要はございません。さあ、ここにもう用はありません。カナメのカタナのこともありますが、お嬢様の〈器〉や記き憶おくのことで相談しなければなりません。アルバのところへ顔を出しに行きましょう」


「あの……、カタナをすり替かえるのは、本当にやるんですの？」


「ええ。お嬢様も知っての通り、カナメが盗ぬすまれたものですし、運悪く競せり落としてしまわれた方には匿とく名めいでそれが偽物であることを連れん絡らくして差し上げれば、賠償金が払われるはずです。不幸になる人間はいらっしゃいません」


　床に倒れて動かなくなったヨハエルに微笑を投げかけていると、エルミナは小さく首を横に振った。


「いえ、そちらは楽しそうですからよいのですけれど。そのように簡かん単たんにすり替えたりなどできるものですの？」


　──楽しければ良いのですか？


　自分で言ったことではあるが、エルミナが存ぞん外がいに楽しんでいることにマルクは絶句した。今は気分転てん換かんを楽しむというのは、ただの意い気き気ごみではなく本気だったらしい。


「わ、私はそのカタナを何度も見ていますから実物に似せることは難むずかしくありません。もう一度実物を確認できればなお確実でしょう。ただ、細工自体は数時間あれば可能ですが、代わりになるカタナの入手の方が問題でしょうね」


　ヨハエルほどではないにしろ、マルクもふところの寂さびしい人間である。カタナのような高価な買い物は難しかった。


「アルバ＝ディーノも市場を取り仕切る人間であろ。あやつなら店の見当くらいはつくはずじゃ。代金くらいは私が支払う」


　カナメから心強い答えがもらえ、マルクは力強く頷うなずいた。


「それでは、アルバのアジトに行きましょうか」
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　街の中央から西側にかけてはディーノ・ファミリーの縄なわ張ばりである。教会もその範はん囲いの中にある。アルバのアジトもそう遠くはなかった。


　そちらに向かって歩を進めていると、カナメが浮かない顔をしていることに気がついた。


「先ほどのことを気にしているのですか？」


　そう訊きくと、カナメは驚おどろいたように顔を上げた。


「別に、そういうわけではない」


「私としては前のあなたよりも今のあなたの方が話しやすくて助かっていますがね」


　そう囁ささやきかけると、カナメは狼狽うろたえたように日ひ傘がさを揺ゆらした。


「ふん。そう言っておんしは気軽にものを頼たのみ過ぎじゃ」


　そう言いつつも、毎回カナメはマルクの頼みを引き受けている。


　──これでも、感謝しているのですよ。


　さすがにそれを口に出すのは憚はばかられたので、心の中でその言葉を贈った。


　そうする間に、マルクたちはアルバのアジトへ到とう着ちやくしていた。


　建物の前には【どん底酒飲みバンカ・ドリンカ】と書かれた看かん板ばん。禁酒法前は酒場だったらしく、地下酒場でもないのにそんな名がついている。中はやや敷しき居いの高い料理店レストランである。


　マルクたちが店内に足を入れると、すぐさま接客員が駆かけ寄ってくる。その視し線せんはエルミナ……ではなく、その背はい後ごのジェノバへと注がれている。あんな格かつ好こうで店内に入られては迷めい惑わくだと対応に来たのだろう。


　接客員が口を開く前に、マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「ヴァレンシュタイン家のものでございます。首ド領ンディーノにお取り次ぎ願えますか？　エルミナ＝ヴァレンシュタインがお会いしたいと」


「エルミナ……はっ！　し、しばしお待ちください」


　エルミナの名は聞かされていたのだろう。接客員は驚いたような顔をしてエルミナを見つめ、それから慌あわてて店内へ駆けていった。


「店の中には入らないんですの？」


「私たちはともかく、ジェノバが入れてもらえないでしょう。……その棺かん桶おけを置いていけるならば話は別ですが」


　そう言ってジェノバへ視線を向けると、憤ふん慨がいしたように目を細めていた。


「笑しよう止し。人間どもの中に入るのにこの棺ひつぎを手放すなどあり得ぬ。我を殺すつもりか」


　そうしてしばらく待っていると、店内からバタバタと慌ただしい足音が近づいてきた。


「アイシャ！　元気だったかい……？　あれ？」


　飛び出してきたのはアルバ……とは似ても似つかぬ小さな少年だった。歳としは十一、二ほどで、小麦色の髪かみに人ひと懐なつっこそうな笑みを浮うかべている。


　少年は、マルクの顔を見上げて……見る見るうちに青ざめていく。


「何故あなたがこんなところにいるのです──グレリオ？」


　ペタンと尻しり餅もちをついた少年──グレリオはガタガタ震えながらマルクを見上げる。以前は神父の格好をしていたが、今は普ふ通つうのシャツにズボン姿すがた。それなりに良い身なりで、金持ちの従じゆう僕ぼくを思わせる格好だった。


　グレリオはなんとか立ち上がると、むくれたように顔を背そむけた。


「お、お前らには関係ないだろ」


「どうやら教育が行き届とどいていないようです。そう言えば、ドミニクさんは教育係チユーターをしていたこともあるそうですし、頼たのんでみま──」


「ひっ──わ、分かったよ。言うよ。言えばいいんだろ？」


　グレリオとドミニクの過去に一体なにがあったのかは知らないが、グレリオはドミニクを心の底から恐きよう怖ふしているらしかった。


「ふん。笑えよ。アルバに報ほう酬しゆうを払はらえなくなったから、代金分、働かされてるんだ」


　グレリオは以前、アルバをそそのかしてエルミナの屋や敷しきに襲しゆう撃げきをかけたことがあった。……もっとも、本当に騙だまされていたのはグレリオの方だったのだが。


　そのときの報酬はエルミナの能力を一度だけアルバのために使わせること。〝在あるはずのないもの〟を紡つむぎ直す〈アルス・マグナ〉の力に、一体どれほどの金額を要求されたのかはマルクの想像を超こえている。


　それから、グレリオはキョロキョロと誰だれかを捜さがすように視線を泳がせる。


「アイシャは……、来てないのか？」


「今日は留る守す番ばんですが……あなたは、アイシャにまたなにかちょっかいをかけるようならば、次はないとお教えしたはずですが？」


　そのときグレリオが見せたのは、怯ひるんだ……というよりは辛つらそうな表情だった。


「分かってるよ。そんなことは……。ふん。ぼくだってあんな痛い目に遭あわされるのはもうごめんだからな。いないか確かめただけだ」


　見たままの子供のように、グレリオは拗すねたような顔をしていた。


　──まさかとは思いますが、アイシャと仲直りしたかったのでしょうか……？


　ありえないとは思いつつも、マルクは自分がなにか酷ひどいことを言ってしまったような気持ちになった。


「……まあ、今度アイシャにも顔を出すよう伝えておきましょう。あなたへの嫌いやがらせになるならば楽しいでしょう」


「ふ、ふん。そんな嫌がらせくらいで、ぼくが落ち込むとでも思ってるのか」


　そう言いながらも、グレリオは突とつ然ぜん服ふく装そうのほこりを払い落とし、乱みだれてもいない髪かみ型がたを気にし始める。……どう見ても、嬉うれしそうである。


　──まあ、アイシャが会いたがれば、の話ですがね。


　そう思いつつも、どんな菓か子しを持たせようか考えてしまうマルクだった。


「グレリオ。店の前で騒さわぐなと教えたはずだ」


　威い圧あつ的な声に顔を上げると、店の奥おくから隻せき腕わんの青年が姿を見せていた。


　褐かつ色しよくの肌はだに狩かり人うどのごとき眼光を灯ともした琥こ珀はく色の瞳ひとみ。アイシャ同様クーランと呼よばれる民族であり、この街の三分の一を支配するギャングの首ド領ン──アルバ＝ディーノだ。


　アルバは、マルクとエルミナに視線を向けると、顎あごで店の奥を指し示した。


「ついてこい」





　店の奥の扉とびらをくぐると、そこには料理店とはかけ離はなれた光景が広がっていた。


　薄うす暗ぐらい照明。酒さか瓶びんの並ならぶカウンター。そこに料理のためのテーブルはなく、代わりに色とりどりの球が弾はじける撞球ビリヤード台。赤と黒に色分けされたルーレットが回るテーブル。ディーラーが切るカードを緊きん張ちようした面おも持もちで待ちかまえる男女たち。


　──賭カ博ジ場ノ──だった。


　カウンター席に進むと、アルバはそこに座すわるように示す。


　マルク、エルミナ、カナメの順に座り、アルバはマルクの隣となりに腰掛ける。ジェノバはすでに棺ひつぎの中に閉とじこもり、通路の邪じや魔まにならないところに安置されている。


　アルバはマルクに一いち瞥べつを投げると、グラスを傾かたむけた。


「エルミナのことは、セリアから聞いた」


　セリアはドミニクとともに屋や敷しきを出たはずだが、どうやらアルバのところにも顔を出していたらしい。……いや、それ以前に、アルバとセリアは頻ひん繁ぱんに連絡し合っているようなのだが。


　ともかく、そのおかげだろう。アルバは話を聞くだけの姿し勢せいを見せてくれた。そうでなければ突とつ然ぜん押おしかけたマルクたちが、こうも簡かん単たんに対面することはできなかっただろう。


「それで、なんの用だ？」


「エルミナに、〈精せい霊れいの器うつわ〉の扱あつかい方を教えていただけませんか？」


　率そつ直ちよくにそう答えると、アルバは意外そうな視線を向けてきた。


「お前は、あいつの〈器〉がなんであるか、聞かされていないのか？」


「……？　〈精杯グレイル〉と呼ばれていることの話ですか？」


　そう答えると、アルバは呆あきれたようなため息を漏もらした。


「なるほど。……まあ、あいつらしいといえばその通りか」


「一体、なんの話です？」


「〈器〉の扱い方は、まあ教えることはできる。が……」


　口ごもると、アルバはエルミナへ視線を向ける。


「エルミナ。お前、記き憶おくをなくしたと聞いたが、覚えていることはあるのか？」


「え、ええ。子こ供どものころのこと、屋敷の風景などは大体覚えていますわ……」


「それだけか？」


「姉様のことは、大体覚えていますわ。ですけど、名前が思い出せませんの。そして姉様になにがあったのかも……」


「姉様……姉だと？」


　怪け訝げんそうな声を漏らし、アルバはグラスを揺らすと、小さなため息をついた。


「……事情は大体分かった。……が、〈器〉の扱い方は教えられん」


「何な故ぜです」


「……エルミナの、まあ、それを〈器〉と呼ぶならの話だが……〈器〉は使うことにリスクを負っている。加減を知らん今のお前には教えてやれん」


　いろいろと引っかかるもの言いをしたアルバに、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「リスク……？　〈精霊の器〉を扱うことにはやはりなにかリスクがあるのですか？」


「あいつが話さなかったことを、俺おれが話すとでも思うか？」


　マルクがグッと言葉を詰つまらせると、アルバは困こまったような顔を見せた。


「エルミナの場合は、いろいろと事情が複雑だ。あいつは契けい約やく者しやではないが、俺とも違う」


　それがヒントだとでもいうような口調だった。


　──何故エルミナは屋敷の使用人にも話さないことを、アルバには話したのでしょう？


　疎そ外がい感に似た感覚を覚え、マルクはうな垂だれた。


「それで？　用というのはそれだけか？」


〈器〉の話はそれでお終しまいだというように、アルバは言う。これ以上食い下がってもアルバは答えてはくれないだろう。マルクは仕方なくもう一つの頼たのみ事を切り出した。


「いえ、あなたはアドナイ氏が開かい催さいするオークションに関かかわっていますね。ヨハエルという神父が出品しているはずなのですがご存ぞんじありませんか？」


「ああ、あの根暗か。確かに出品しているな」


　マルクは気を引き締しめた。エルミナのことに関しては、取引相手だからか、あるいはマルクたちの知らない事情を知っているからか、比ひ較かく的てき友好的な態度を見せた。しかし今は再びギャングの眼光を見せていた。


　──少し卑ひ怯きようではありますが〝アレ〟を使わせてもらいましょう。


　小細工をするにしても、さすがにマルクとアルバでは経験の差というものがある。マルクはメガネの位置を修正すると、涼すずやかな微び笑しようを浮うかべた。


「ヨハエルが出品したものを偽にせ物ものとすり替かえたいのです。在あり処かを教えていただきたい」


　アルバは、意外そうに眉をはね上げた。


「もう少し、ものを考える男かと思っていたのだがな。なにも考えていない方の人間だったか……」


「こちらとしてもあまり悠ゆう長ちようにしていられないのです。小細工はしません」


　毅き然ぜんとして言い放つマルクに、アルバは値ね踏ぶみでもするかのような眼まな差ざしを向ける。


「……それで？　お前の手札はなんだ」


　マルクは気取られない程度に深しん呼こ吸きゆうをし、それからハッキリとした口調でそれを告げた。





「アイシャに、まともな料理の作り方をお教えします」





　ピシッ──アルバのグラスに亀き裂れつが走った。
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　エルミナは不思議そうに首を傾かしげるが、カナメは露ろ骨こつに顔をしかめる。棺の中のジェノバは聞こえているのかどうかも分からない。


　限られた人間しか知らないことではあるが、アルバとアイシャは兄妹きようだいである。ギャングであるアルバが、使用人とはいえ堅かた気ぎとして生きているアイシャの人生に影かげを落としたくないという理由から、アイシャ自身にも伏ふせられている。


　そのアイシャを駆かけ引きに使うのは卑ひ怯きような手口である。


　しかし、アイシャは極めて不器用である。


　料理を教えるという話は、アルバとしても無む視しできない条件のはずだ。なにしろ、アイシャの手料理を食べて入院したほどのものなのだから。そしてその不器用ぶりは料理人であるセリアが〝厨ちゆう房ぼう立ち入り禁止〟と勧かん告こくし、さじを投げたほどである。


　それが分かるから、アルバは取引に応じざるを得ない。マルクが勝利を確信して微笑を浮かべると、アルバもまた余よ裕ゆうのある笑みを返した。


「なるほど。お前らしい姑こ息そくな手札だ。だが、それだけでは足りないな」


　──料金の上乗せという手がありましたか……！


　マルクが呻うめいていると、アルバはくつろいだ様子で脚を組み直す。


「お前が要求していることが、俺の顔に泥どろを塗ぬる行こう為いだとは理解しているな。お前が俺に支し払はらえる代だい償しようがそれでは不足だ。まして、お前が俺に有益ななにかを持っているようにも見えん」


「……では、どうしろと？」


「まあ、俺も頼たよってきた人間を門前で追い返すほど狭きよう量りようではないつもりだ」


「……つまり？」


「ものを頼むならば、それなりの誠せい意いというものを見せてみろ」


　──誠意──つまり、この場で頭を下げて頼めということである。


　やはり駆け引きにアイシャを持ち出したことには相当腹はらを立てたらしい。マルクが呻いていると、アルバは極きわめて親しい友人に接するように柔やわらかい笑みを浮かべる。


「どうした。誠意も見せられん程度の頼みなのか？　ならば他を当たるのだな。俺とて部下たちの手前、そう簡単になんでも引き受けるわけにはいかんのだ」


　屈くつ辱じよくに拳こぶしを握りしめながらも、マルクは観念した。


「分かりました。あなたに──」


「──もう良い！」


　ガタリと音を立ててマルクの声を遮さえぎったのは──カナメだった。


「おんしがそこまでする必要はない。こやつを頼ったこと自体が間ま違ちがいだったのじゃ」


　瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうに敵意をむき出しにするカナメに、アルバは意外そうな顔を見せた。


「……なんだ。まさかとは思うが、あれはお前のものか？」


「だったらなんだというのじゃ」


　アルバは、マルクへ信じられないものを見るような視し線せんを向ける。それから貧びん乏ぼうくじを引いたように深いため息を漏もらした。


「……ったく。おい、女」


「カナメじゃ。気安く話しかけるな」


　アルバは再びため息を漏らすと、手帳を取り出しメモを走り書く。そのページを破って器用に片かた手てで折りたたむと、カナメへ弾はじいて渡わたした。


「そこに行けばお前の欲ほしいものがある。お前も契約者なら、あとは自分でなんとかしろ」


　カナメは、驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「……良いのか？」


　アルバは面めん倒どう臭くさそうに手を振ふる。カナメは受け取ったメモとアルバを交こう互ごに見つめ、それから猫のような無む邪じや気きな笑みを浮かべた。


「おんし、意外に良い殿との御ごじゃな」


「うるさい。気が変わらんうちにさっさと行け」


「……ちょっと、お待ちなさい。何な故ぜ私のときとそうも態度が違うのです」


「俺はお前が死んでくれるととても嬉うれしいからだ」


　大おお真ま面じ目めな顔でそう言われてマルクが絶句していると、アルバはカナメへちらりと視線を向けた。


「……先日殴なぐったのは、悪かった」


　カナメは自分の頭に手を当て、それから思い出したように頷うなずいた。


「おんし、あのようなことを気にしておったのか？」


　ふて腐くされたように視線を逸そらすアルバへ、カナメはおかしそうに笑った。


「気にするな。あのときのおんしは間違っておらぬと思うぞ」


　そう言って店から出ていくカナメの後ろ姿を見送ると、エルミナもペコリと頭を下げてその後に続いた。マルクもそれに倣ならって立ち上がると──


「おい。召めし使つかい」


「……マルクです。いい加減、名前くらい覚えていただきたい」


　マルクが抗こう議ぎすると、アルバは狩人の眼まな差ざしを向けていた。


「そこの棺ひつぎ……契約者だな。気を許すな」


「……どういう、意味です？」


「お前ら、また面めん倒どうに足を突つっ込こんでいるぞ」


　どうやら、またエルミナが契けい約やく者しやに狙ねらわれているという忠ちゆう告こくらしい。


「何故、それを教えるのです？」


「さあな。ただの気まぐれだろう」


　アルバはもう話は終わりだというように席を立った。


　──ジェノバが誰だれかに雇やとわれている……？


　その可能性は低いように思える。マルクたちが声をかけたのは偶ぐう然ぜんであるし、そもそも雇われているならばなにかしら行動に移っているはずであり、あんな土手の下に埋うまってはいなかっただろう。


　──ならば、もう一人の契約者──〈魔ま術じゆつ師し〉の方でしょうか？


　首を傾げながらも、マルクは店を出るために棺を叩たたいてジェノバに歩くよう言った。
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　アルバがよこしたメモに記されていたのは、倉庫群の一画だった。列車で搬はん入にゆう出しゆつする大型の荷物用、運河建設のため用意された仮設倉庫、そういった倉庫が無数に並ならぶ地帯である。


　繁はん華か街がいを戻もどり、駅前広場を抜ぬけ、ジェノバを拾った運河の工事現場まで引き返すと、土手沿ぞいに大小いくつもの倉庫が並んでいる。目的の倉庫は周囲の中でもひときわ大型のものだった。遠とお巻まきにそれを確かく認にんしていると、エルミナが物珍しそうな声を漏らす。


「大きな倉庫ですわね。あんなに大きな扉とびら、初めて見ましたわ」


「ええ。ですが……、少しおかしいですね」


「なにがですの？」


「見張りがおらぬ」


　エルミナの疑ぎ問もんに答えたのはカナメだった。


「門番がいるものなのですか？」


「いや。いちいち倉庫の前に見張りなど立たぬ。扉の前に張り付いていればそこになにかあると言っているようなものであろ。それゆえ遠目から監かん視しするものじゃが……」


「そういった人ひと影かげはありません」


　通行人や、休きゆう憩けい中の作業員など、倉庫地帯とはいえ人間はいるはずである。それがまるで見あたらない。


「倉庫の中にいらっしゃるのではありませんの？」


　これから盗ぬすみに入ろうというのに、エルミナは何故か冒ぼう険けんにでも出かけるかのごとく嬉しそうな顔をしていた。やはりマルクの知る彼女とは正反対の反応である。


　──これほど人格が変わるような、なにかがあったと考えるべきですか……。


　それでも、そのなくした記き憶おくを取り戻さなければならない。マルクは僅わずかに沈ちん痛つうな表情を浮かべるが、すぐにいつもの微び笑しようを取り繕つくろう。


「いえ、中に人はいませんね」


「気配などが分かるんですの？」


「さすがにこれだけ距きよ離りがあると気配など分かりませんが、私は契約者です」


　マルクの足下からは、蜘く蛛もの巣すのように解ほつれた影かげが仮設倉庫に向かって伸のびていた。


　時じ刻こくは昼を回っており、陽ひの光は西に寄り始めている。倉庫はマルクの位置より西にある。日差しの向きを無視して伸びる影を見て、エルミナは感心したような声を漏らした。


「便利ですのね……。わたくしもそんなことができたら良いのですけど」


「あなたにも、似たようなことができるのですよ」


「その〈器〉というものの力ですの？」


「いいえ、説明すると長くなるのですが、あなたはあなたに仕える契約者の能力をある程度扱えるのです。私の能力の場合、触ふれたものの動きを止められる程度のものですが」


「そうなのですか」


　そう言って、エルミナはマルクの腕うでをひしっと摑つかんだ。


「……あの、なんでしょうか？」


「動きは止まりましたの？」


「申し訳わけありません。動けます」


　エルミナがシュンと肩かたを落とすと、カナメが瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めていた。


「それで、先にこちらに来てどうするのじゃ？」


「品物を確認します。偽にせ物ものを作るのに実物を確かめておかねばなりません」


「ならば、おんしだけで良いではないか。私たちは先に替カえタ玉ナを探さがしに行った方が良いのではないか？」


「そう願いたいところですが、倉庫に侵しん入にゆうするならばあなたの能力が適任なのです。それで、私とカナメが側そばを離はなれてしまうと……」


　そう言って後ろへ視線を向けると、何故か楽しそうなエルミナと、棺ひつぎの隙すき間まから外の様子を窺うかがう不気味なジェノバ。二人だけ残していくのは絶望的に危き険けんな行こう為いである。


　さすがにカナメも納なつ得とくしたらしく、小さく息をついた。


「仕方がないの……。それで？　探たん索さくは済すんだのか」


「ええ。今のところ、周囲に動いている人間は存そん在ざいしませんね」


　マルクの能力は昼間は制約が多いが、影に触れたものが僅かにでも動いて──最低でも心しん臓ぞうが動いていれば感知できる。それがこの周囲には存在しなかった。


　こちらに歩いてくる人影もない。人通りが少ないとはいえ、正面扉は街道に面している。やるならば今しかない。マルクたちは目的の倉庫へ足を向ける。


　倉庫の前までくると、エルミナが困こまったような声を漏らした。


「錠じよう前まえがついていますわ」


　両開きの扉には、無ぶ骨こつな錠前が取り付けられていた。それ以外にも鍵かぎ穴あながあり、何重にも施せ錠じようされている。さすがにこの数を針金キーピツクで開けていては人に見つかる。


　そのためにカナメを連れてきたのだ。マルクが目で合図を送ると、カナメは手て袋ぶくろを脱ぬいで扉へ手をついた。


「呑のみこめ──〈沙イサ波ナミ〉」


　分厚い扉が水面のように揺ゆらぐ。


「どうぞお嬢じよう様さま」


　マルクが手を取り扉の中に沈しずみ込こむと、エルミナは驚おどろいた顔をしながらも後に続いた。液状化した壁かべを通るのは、巨きよ大だいなシャボン玉の中に入るような感覚で奇き妙みようだった。


「ジェノバ。あなたも潜もぐってください」


　棺の少女は、水面のように揺ゆらぐ扉を凝ぎよう視ししていた。仮面と化粧メイクでいまいち表情が分からないが、見み惚とれているように見える。


「聞こえていますか、ジェノバ？」


　少し強い口調で呼びかけると、ジェノバはようやくハッとしたような顔をした。


「我を驚きよう嘆たんさせるとは見事な能力だな。よかろう。我が貴公に似合う黒を見み繕つくろってやる」


「バカなことを言ってないでさっさと潜ってください。人目につきます。あ、棺かん桶おけは置いてきてくださいよ？」


　ジェノバはしぶしぶといった様子で棺桶を降おろすと、倉庫の陰に押おし込んだ。それからようやく壁を潜る。そして最後にカナメが潜ってきた。





「さて。どこにあるものでしょうかね」


　倉庫の中には、外の光が届とどかず、薄うす暗ぐらくて奥まで見通すことはできない。その広大な面積を断たち割わるように、縦たてに並ぶいくつもの棚たなが通路を仕切っている。この中からたった一本のカタナを探さがし当てるのはなかなかの手間である。


　あまりの量にマルクが圧あつ倒とうされていると、なにかが凄すごい力で腕にしがみついてきた。


「い、痛？　痛たたたた？　ジェ、ジェノバ、放してください。痛いですよ」


　腕にしがみついてきたのはジェノバだった。あの鋼こう鉄てつの棺桶を軽々と担かつぐ彼女の腕わん力りよくでしがみつかれれば骨ほねの一本や二本、軽くへし折れるだろう。


　マルクが悲鳴を上げると、ジェノバはガタガタと震ふるえていた。


「ジェノバ？」


「……血だ。血の、においがする」


　マルクはスッと目を細めた。契けい約やく者しやのくせに、ジェノバは人間を恐おそれる。しかし彼女が本当に恐れているのは人間そのものではなく、彼らが流す〝血〟なのだ。


「走れ──〈クフ・リーン〉」


　人の形から繊せん維い状じように解れた影は、マルクの足下から倉庫中へと駆け抜ける。同時に、カナメの足下が水面のように揺らぎ翡翠鯱セルフアーの影が揺れる。


　契約者といえど、マルクの影から逃のがれられるものはいない。マルクが出会った唯ゆい一いつの例外がカナメである。カナメだけがマルクの影の中を自在に動き回れる。マルクが張った影にかかった獲え物ものを狩かれるのはカナメだけである。


　マルクはカナメが隣となりにいて負けはないと確信していた。


「……気配は、ありません」


　入る前にも調べているのだから当然ではあるが、マルクは影の隅すみ々ずみまで意識しながら、慎しん重ちようにそう答えた。


「その娘むすめの勘かん違ちがいではないのか？」


「ジェノバの能力は見ての通り身体能力の強化です。彼女の嗅きゆう覚かくを──特に血のにおいは誤ご魔ま化かせません」


　もっとも、血のにおいで萎い縮しゆくしてしまったジェノバに、それ以上は望めそうにないが。


「……では、すでに別のものに暴あばかれているということか？」


「どうやら、そのようですね……」


　そして、アルバに警けい告こくされたにもかかわらず、自分たちが厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込んでしまったらしいことを悟さとった。マルクは深いため息。


　外に見張りがいなかったのは、始末されたからだったのだ。マルクの能力では呼こ吸きゆうも心音も止まった人間は〝もの〟としか認にん識しきできない。恐おそらく目につかないところで息絶えていたのだろう。


「お嬢様。そういうわけですので、中には踏ふみ入らない方が良さそうでございます」


　血のにおいがするということは、中にも死体が転がっている可能性が高い。エルミナに見せるわけにはいかないだろう。


　カナメに視線を向けると、マルクの意図を察してくれたらしく小さく頷うなずいた。


「私が見る」


　カナメが入り口付近を手で探さぐると、スイッチを発見できたらしい。倉庫の中にパッと明かりが点ともる。明かりが点つけば外からも見えてしまう。できればやりたくはなかったが、今はそうも言っていられない。


　周囲を警けい戒かいしながらカナメが中へ足を向けると、ジェノバが呻うめくような声で言ってきた。


「〈黒衣〉。我われも行く。影を解くが良い」


「……あのカタナはカナメのものですよ？」


「分かっている。それはもう良いのだ。……事が起こった以上、ここに長居するわけにはいくまい。貴き公こうが動けぬのならば我も捜した方が早く済すむ」


　マルクは能力を行使するとき立ち止まっていなければならない。それに、人死にが出ている以上、ここに留とどまり続けるのは危険である。


　僅かに逡しゆん巡じゆんした後、マルクは確かめるように訊きいた。


「ジェノバ。〝あれ〟の方は大だい丈じよう夫ぶですか？」


「大丈夫でなくなったときのために、貴公がいるのだろう？」


　裏うら稼か業ぎよう時代、ジェノバと組んでいたとき、マルクは彼女の歯止め役だった。ジェノバの能力も〝対価〟も、マルクはよく知っていた。


「分かりました。まあ、もしものときはカナメに斬きられる前に止めるよう、善ぜん処しよします」


　そうして、ジェノバも倉庫奥の通路へ足を踏み入れる。
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　倉庫は相当な広さがあった。


　ヴァレンシュタインの屋や敷しきの玄げん関かんホールほどはあるだろう。縦一列に並んだ棚にはところせましと大小様々な箱が押おし込こめられ、壁かべ沿ぞいには大きな木箱コンテナが積み上げられている。


　幸い、中に死体が転がっていることはなかった。目立った位置に血けつ痕こんも見あたらない。ジェノバが言うのだからどこかにあるのかもしれないが、わざわざそれを捜す暇ひまはない。


　出品はどれも箱や包みで丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされていた。侵しん入にゆうした形けい跡せきを残すわけにはいかないので、カナメとジェノバは慎しん重ちように箱を開け、あるいは荷物をどかす。


　カナメのカタナはかなり長いものだったが、長細い箱というのも存ぞん外がいにたくさん存在した。巻まき物もののようなものが納おさめられていたり、どこかの貴族が使っていたのだろう見事な装そう飾しよくが施ほどこされた杖ステツキだったり。


「本当にここで良いのか？」


「美術品は確かに納められています。それにアルバが取引で噓うそをつくとは思えません」


　さすがに苛いら立だった声を漏もらすカナメに、マルクは慰なぐさめるように返す。ギャングという人種は品性と規律を重んじる。取引での偽ぎし証ようは彼らの誇ほこりが許さないはずだ。


　しかし、さすがにそろそろ引き上げなければ、誰だれかが遺い体たいや異変に気づくだろう。マルクが潮しお時どきを感じ始めたときだった。


「──あったぞ。これではないのか？」


　歓かん声せいを上げたのはジェノバだった。ジェノバが開いた箱の中には、東国風の柄つかごしらえが覗のぞいて見えた。濁だく流りゆうの中に落としたせいだろう。柄の巻き糸も解ほつれており、マルクが知るそれよりだいぶ汚よごれてしまっているが、間ま違ちがいはなさそうだった。


「でかした。引き上げるぞ」


「ふん。苦しゅうないぞ。存分に我へ感謝を捧ささげるがよい」


　胸むねを張ってふんぞり返るジェノバはそのままカタナを持ち帰ろうとする。


「ちょ、ちょっとお待ちなさい。そのまま持って帰ったら問題──」





「──悪いなジェノバ。そいつは俺のものなんだ」





「──え……？」


　そこには、確かに誰もいないはずだった。にもかかわらず、ジェノバが驚おどろいたような顔を上げたときには、カタナを握にぎっていたその腕うでが──


　ポロリ──と、床ゆかに転がっていた。


　マルクがエルミナの目を覆おおうのと同時に、ジェノバの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。


「ジェノバ──ぐッ？」


　カナメがナイフを逆手に抜ぬきつつ、蹲うずくまるジェノバに駆かけ寄ろうとするが──


　ギリンッ──鈍にぶい音を響かせ、カナメが構えたナイフから火花が散った。ジェノバからずいぶん離れた位置にいたというのに。


　──飛び道具ですか？


　とっさになにかをナイフで防いだらしい。しかし、遠目に見ていたマルクには、ジェノバとカナメがどう攻こう撃げきされたのかまるで見えなかった。


　そもそも、そこにはカナメとジェノバ以外の誰の姿すがたもないのだから。


　──これが〈魔ま術じゆつ師し〉ですか……！


「驚いた。よく防いだな」


　感心したようなその声は倉庫の中で反はん響きようし、どこから響いているのか見当もつかなかった。マルクは奥おく歯ばを嚙かみしめ足下の影へ語りかける。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


　形あるものは必ず地へ影を落とす。マルクは自分たち以外の侵入者を警戒して影を展てん開かいしていた。室内に走らせるならば括くくり直さねばならない。マルクの足下から広がった影は繊せん維い状じように解ほつれ、網あみの目のように倉庫内を覆い尽つくすのだが……。


「──いない？」


　影は床に限らず天てん井じように至いたるまで這はわせているというのに、そこに括るべき影は見いだせなかった。だが──確かに〝なにか〟がいるのだ。


「マルク、影を解け！」


　狼狽うろたえているとカナメの叱しつ責せき。マルクはエルミナを抱かかえて一歩退く。意識して影を解くよりも自分から動いて制約を働かせた方が早い。


　それと同時にカナメは勢いよく床へ手を突き立てる。


「呑のみこめ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　カナメの領りよう域いきが広がる。


　床が水面のように揺らぎ、周囲へ果てしなく広がっていく。石灰モルタルで固めた床は波打ち、いくつもの波は紋もんを浮うかび上がらせる。棚たなにぶつかり、壁にぶつかり、蹲るジェノバの足下に、放ほうり出されたカタナの下に、いくつもの波紋が広がっていく。


「──見つけたぞ」


　雨の日の湖のように、無数の波紋が広がる光景に、カナメは確信の声を上げる。


「なんだ？　この能力」


　倉庫内に困こん惑わくした声が反響する。そんな声に向かってカナメが突とつ進しんする。


　ジャッ──鎖くさりのような音を立て、なにかが風を切る。それを見み計はからったようにカナメが横へ跳とぶ。一いつ瞬しゆん遅おくれてその足下が大きな水しぶきを上げる。


　──あの攻撃……鞭むちかなにかですか？


　カナメが避さけた一いち撃げきは、液状化した床を長々と引き裂さいていた。相変わらずなにをしたのかは見えないが、その軌き跡せきが攻撃範はん囲いを示してくれる。左右へ壁のような波なみ飛沫しぶきを立てたそれは、銃じゆうや洋弓銃ボウガンの軌跡とは少し異ことなる。


　続けて、床を薙なぎ払はらったのか液状化した床が激はげしく波打つが、カナメは縄なわ跳とびのように足を曲げてそれを躱かわす。跳ちよう躍やくと呼ぶほど高くは跳ばず、突進の勢いを殺すこともなく、すぐさま疾しつ走そうへ繫つなげる。


　ジャッ──苦し紛まぎれのように三度目の音が響くが、カナメはすでにそれを見切っていた。


「──ぬるい！」


　笑みとともにそう叫さけぶと、カナメはなにかを搦からめ捕とるように頭上から横へ逸そらすようにナイフを振ふるう。


　ギチンッ──ナイフが火花を散らし、純じゆん白ぱくの髪かみの一ひと房ふさが宙ちゆうに舞まうが、それだけだった。


「冗じよう談だんだろう？」


　狼狽えた声が倉庫に響くが、マルクも同じ感想を抱いだいていた。


　マルクはカナメの武器が、他の契約者の能力を無効化する能力と、鬼き才さいの剣けんだと考えていた。だがそれはカナメの本来の戦い方スタイルではなかったのだ。


　床を覆おおうカナメの領域。そこに浮うかぶ幾いく重えもの波紋。以前マルクと交戦したときには見せなかった──いや、見せられなかった特色。これがあの能力の本来の使い方なのだ。


　駆け抜けるカナメは相手を見ていなかった。彼女が注視するのは己おのれの能力で波打つ床。マルクが見てもただの模も様ようにしか見えないそれは、カナメにはどんな些さ細さいな動きをも伝えてしまう探知機センサーなのだ。


　マルクは自分の能力がカナメにとっては天敵と呼べるほど相あい性しようの悪いものだったらしいことを、今ごろ理解した。あのときはマルクの能力を相そう殺さいするのが精せい一いつ杯ぱいで、この波紋の領域を使えなかった。そして、そこまで優ゆう位いな能力を以もつて、マルクはようやく互ご角かくだった。


　契約者狩がりのカナメ＝ヒラサカ。正面から挑いどんで彼女に勝まさる契約者は存在しない。


　カナメは姿なき声の得え物ものを搦め捕ったらしい。呻うめくような声が響いたのち、床の波紋が飛沫を立てながら移動する。その先にはジェノバが落としたカタナ。


　カタナはひとりでに浮かび上がり、鞘さやから抜けていく──が、少し遅おそかった。


　そのカタナの柄をカナメの手が捕とらえていた。


「捕つかまえたぞ──姿を見せよっ！」


　なにもない空間が水面のように波打った。カナメの能力が浸しん蝕しよくしたらしい。宙に広がった波紋は人の形を模かたどり、やがて色を帯びていく。


　そこに姿を見せたのは、東洋人の青年だった。歳としは二は十た歳ち前後といったところだろうか。クシャッともつれた黒髪。驚いたように見開かれた瞳ひとみもやはり黒。格こう子し柄がらジャケットと帽ぼう子し。東方からの苦学生といった服ふく装そうで、恐きよう怖ふに顔を強こわ張ばらせていた。


　勝負あり──青年を含ふくめ、誰だれもがそう思った。





「オウ……マ……？」


　ナイフを振りかぶったカナメは、怯おびえるような声こわ色いろでその名前を口にした。


　振りかぶった手が、そのまま止まってしまう。


　そして、その隙すきを見み逃のがす青年ではなかった。カナメに摑つかまれていた手を振り払うと、青年は抜ぬきかけていたカタナを抜ききる。


「カナメッ！」


　マルクがその名を叫んだときには──





　ズッ──カナメの白い背せ中なかから、赤く染そまった刃は物ものが突つき出していた。





　カタナは、カナメの胸から背中まで突き抜けていた。信じられないというような顔で、カナメは青年を見上げる。青年は困こまったような顔で呟つぶやいた。


「ところで、あんた……誰だい？」


　あまりに無情なひと言。


「く……うぅ……っ……！」


　悲ひ痛つうな声を漏らして、カナメの体が頽くずおれた。


「引き裂さけ──〈クフ・リーン〉！」


　カナメの領域はまだ消えていない。どこまで届とどくかは分からないが、マルクは手の中に銀ナイフを滑すべり込こませ、そのまま投とう擲てき。真っ直すぐ撃うち出されたナイフの影がマルクの足下から槍やりのように伸びる。


　ナイフの軌跡にある全すべての影を引き裂く影の〈魔ま槍そう〉。液状化した床を裂さきながら、突き進むが、影は青年に届くことなく〝波紋〟に呑のまれてしまう。


　だが、それで十分だった。


　ナイフを回かい避ひして、青年は後ろへ跳躍。それによりカナメの体から離はなれる。カナメの領域はすでに消えつつあり、カナメのすぐ側そばに漂ただようだけである。


　カナメの領域の外に出た青年へ、マルクの影が殺さつ到とうする。着地の体勢のまま、青年の動きが停止する。


　しかし、マルクはそれだけで許すつもりはなかった。


「嚙み砕け──〈クフ・リーン〉！」


「惑まどわせ──〈憑黄泉ツクヨミ〉！」


　マルクが影に破は壊かいを促うながすのと同時に、青年の姿が陽炎かげろうのように揺ゆらぐ。


　──透とう明めい化の能力ですか……！


　ゴキンッ──と、鈍にぶい音が響くが、マルクは呻うめいた。


　──浅い。せいぜい腕の一本です……！


「お嬢じよう様さま。離れてください。次が来ます」


　青年の姿はかき消えていた。エルミナを突き放しつつ、マルクはカナメたちの元へ駆け寄る。倉庫の通路はそう広くはない。マルクが距きよ離りをとればエルミナまでは攻撃できない。


　カナメとジェノバの位置まであと少しというところで、マルクは〝なんとなく〟嫌いやな感覚を覚え、手にした銀ナイフを前へ突き出す。


　ギチンッ──カナメのときと同じように火花が散るが──


「ぐうぅっ──」


　受けたナイフを握っていた右みぎ腕うでが、手首から肩かた口ぐちまで裂さけていた。


　──暗あん器きの手合いですか……！


　見えない奇き怪かいな武器。床へ影を落とさないのでは括くくりようがない。天てん井じようを崩ほう落らくさせて生き埋うめにするという手しゆ段だんはあるが、それをやってしまうとカナメたちまで巻まき込こむ。


　──どうします。


　マルクが焦しよう躁そうに駆られ始めたときだった。


「やってくれたな。今のは痛いたかったぞ」


　それまで蹲うずくまっていたジェノバが、突とつ然ぜん立ち上がった。なにかを繫つなぎ止めるように宙を摑つかんでいるが、その手は斬ヽりヽ落ヽとヽさヽれヽたヽはヽずヽのヽ右ヽ手ヽだった。


「な、なんだって？」


　姿の消えた青年が狼狽うろたえた声を漏らしたときにはもう遅かった。


　ジェノバは、パックリとその口を大きく開いていた。


「遠えん慮りよなく、いただくぞ？」


　ガブリッ──肉に食い込む牙きばの音が、鈍く響いた。


　いきなり嚙かみつかれるとは思わなかったのだろう。青年の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。





　ジェノバ＝ジェノワーズが何な故ぜ〈吸きゆう血けつ姫き〉なのか。それは実に簡単シンプルな理由。


　血を──吸すうからである。





　ジュジュジュジュジュジュジュゥッ──液体が啜すすられる音が響き渡る。


　透とう明めいになっていた青年の姿が再び現れる。その顔は驚きよう愕がくというよりも、恐怖に染そまっていた。ジェノバは青年ののど元に食くらいついている。


　青年の手に握られていたのは、鞭むちのように撓しなる奇き妙みような剣だった。矢印のような形をした小さな刃がいくつも連なっている。斬きりつけるというよりも、巻き付いて引きちぎるような断たち方をするのだろう、見ているだけで気分の悪くなる凶きよう器きである。


　仰のけ反りながらも、青年は必死でもがき続ける。鞭むちのような刃を振るい、もう片方の手で握ったカタナを振り回す。


　しかし密みつ着ちやくしたジェノバを攻こう撃げきするにはどちらも長すぎる。ささやかな擦すり傷きずをつけるだけで、なんの効果も上げられない。そして、青年はそれを見てさらに恐怖のどん底へ突つき落とされることになった。


　擦り傷でも確かに与あたえたはずの手傷が、見る見る塞ふさがっていく。そもそも、青年をしっかりと摑んでいる右腕自体が、先ほど切り落とされたはずの腕なのだから。


　これが、ジェノバの能力だった。常じよう軌きを逸いつした肉体活性能力。金属の棺ひつぎを軽々と抱かかえる腕わん力りよくも、刃物にこびりついただけの些さ細さいな血のにおいですらかぎ取る嗅きゆう覚かくも、この活性能力の副産物なのだ。そしてその最たる現象は、見ての通りの不死身と呼よべる体である。


　しかし──


「引き離はなせ──〈クフ・リーン〉！」


　マルクは優ゆう勢せいであるジェノバ目がけて影を這はわせた。夢中で血を啜すするジェノバをマルクは青年から引きはがす。


　マルクに助けられたことに、青年は不可解そうな顔を見せるが、すぐさまその姿が陽炎かげろうのように揺らぐ。


「逃にがしません！」


　マルクは銀ナイフを投とう擲てき。撃ち出されたナイフは空中でピタリと止まり、その切っ先が消失する。命中したのだろう。消えた刀身から赤い滴しずくがあふれ出す。


「──チイッ」


　しかしマルクは鋭するどく舌打ちを漏らした。


　仕し留とめ損そこなった。宙に浮かんだナイフはそのままマルクへ向かって滑かつ空くうする。青年が移動しているのだ。マルクは次のナイフを抜ぬき出すが、僅わずかに間に合わない。


　ジャッ──なにかが風を切る。マルクはナイフを突き出してそれを防ぐが、受けた腕を再び大きく引き裂かれて体勢を崩くずす。


　その隙すきに、目印のナイフはマルクの隣となりを駆け抜けていく。そして──


「──きゃっ？」


　エルミナの、悲鳴。振り返ると、エルミナが床へ倒たおれるところだった。その後方で倉庫の扉とびらが乱らん暴ぼうに蹴け破やぶられる。


「エルミナ！」


　マルクが駆け寄ると、エルミナはなんとか自分で身を起こす。どうやら斬られたわけではなかったらしい。怪け我がの具合を確かめ、マルクがホッと息をつくと、エルミナはマルクの腕にしがみついてきた。


「わ、わたくしは、大だい丈じよう夫ぶです。そ、それより、カナメさんが……！」


　振り返ると、真っ赤に染まったカナメの体を、ジェノバが抱え起こしていた。


「ジェノバ！」


「……大丈夫だ。我は正気だ。それより、手伝ってくれ」


〈吸血姫〉の通り名の通り、ジェノバは血を啜らずにはいられない体質である。そのジェノバの側そばには真っ赤に染まったカナメの姿。マルクが止めなければ、次はカナメに襲おそいかかっていたのだろう。一度止められたおかげか、今は正気のようだ。


　マルクがカナメへ駆け寄ると、幽かすかに呻うめき声が返ってきた。


　──まだ息はあります。


　傷は心しん臓ぞうから僅かに逸それていた。カナメ自身が躱かわしたのか、近すぎて青年が外したのか。


　しかし致ち命めい傷しようには違いない。動脈でも傷つけられたのか、止めどもなく血が溢あふれ続ける。傷口を押おさえると、カナメが口から血を吐はく。肺はいも傷つけられているようだ。


　即そく死しこそ免まぬがれたものの、これから医者へ駆かけ込こんだところで間に合わないだろう。


　マルクは絶望的な面持ちでジェノバを見上げた。


「……ジェノバ。お願いします。カナメを助けてください」


　アルバにも頭を下げなかったマルクが、ジェノバへ躊ちゆう躇ちよなく頭を下げた。ジェノバは驚いたような顔をしながらも、すぐに頷うなずいてくれた。


「もとよりそのつもりだ」


　ジェノバは、繫つながったばかりの手首をむき出しにすると、そのまま嚙みついた。もちろん、自分の手首である。食いちぎられた手首からボタボタと鮮せん血けつが滴したたり落ちる。


　その血が滴る手首をカナメの傷口に押しつける。ジェノバの血が混ざると、ざっくりと穴あなの開いた傷口が少しずつ小さくなっていく。


　ジェノバは自分の血を移すことで、少しだけ他人にも能力を移い譲じようすることができる。やがてカナメの出血が収まったことでマルクはホッと息を吐ついた。


「……貴き公こうは、少し変わったな」


「え？」


「いや、いいのだ。それより、ここにいるのは危き険けんではないのか？　カナメ嬢じようの傷も、ただの応急処置しかできていない。どこか落ち着ける場所はないか？」


「なんとかします」


　抱え上げたカナメの体は、意外なほど軽かった。出血とともに体重まで抜け落ちたかのように。そんな少女に、マルクは戦わせてしまっていた。


　エルミナにそう思うのとどこか似に通かよった気持ち。しかしエルミナに抱いだくそれとはどこか違う感情。上う手まく説明できない気持ちに苛さいなまれながらも、マルクは確かにこう想おもった。
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　──失いたく、ありません。




　第四章　子守歌は誰たがために響き







「ゼェ……ゼェ…………」


　食い破られた喉のどが呼こ吸きゆうのたびに耳みみ障ざわりな異い音おんを漏もらす。


　──さすがに、三人相手はきつかったな……。


　契けい約やく者しやが同じ場所に集つどうことは少ない。契約者の多くは、己おのれの能力を見られることを嫌きらい、他者と馴なれ合うことを好まぬからだ。それがまさか、仲良く歩いている四人のうち、三人もが契約者だなどとは思わなかった。


　──だけどまあ、なんとか出し抜けたじゃないか。


　満足そうな笑えみを浮かべ、オウマは膝ひざの上に載のせたカタナに触ふれた。鞘さやは拾ひろい損そこねたため、むき出しの刀身に古布を巻まき付けて誤ご魔ま化かしている。


　オウマはこのカタナを回収するためにこの街に来た。誰だれかからの依い頼らいではない。


　──いや、依頼と言えば依頼なんだっけ？


　元々このカタナはオウマの村で祀まつられていたものだった。それがある事件で失われ、オウマは探さがし出すよう命じられた。実際のところ、カタナの祟たたりに触ふれたということで、厄やつ介かい払ばらいを受けたのだが、探せと言われたのだから依頼と言えなくもない。


　オウマが契約者になったのは、村を追い出されてすぐのことだった。理由はよく覚えていない。とにかくなにかが辛つらくて自じ暴ぼう自じ棄きになったとき、精せい霊れい〈憑黄泉ツクヨミ〉に魅み入いられたのだ。


　そんなことを思い出していると、またこれが本当に自分の村にあったものなのか自信がなくなってきた。オウマはそれを何度も確かめていた。柄つかはすでに解体され、金属の茎なかごがむき出しになっている。そこに刻まれた銘めいは──


　──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆき──


　かつては海を裂さくほどの力を持った神かん宝だから──この大陸の呼び名で言うならば〈精霊の器うつわ〉である。だが、今はもうただの刃は物ものだ。いかに業わざ物ものとはいえ、それ以上のものではない。


　よくよく見てみれば細かい傷きずがいくつも刻きざまれており、刃やいばに至いたっては刃は毀こぼれだらけでまともな切れ味が残っているようには見えない。ただ不思議なことに、相当使い込まれているようなのだが、致ち命めい的てきな亀き裂れつや歪ゆがみは見受けられなかった。


　──そういえば、あの契約者はなんだって剣けんを止めたんだろうな？


　真っ白な髪をした契約者。ジェノバたち三人の中で、一番手て強ごわかったのはその契約者だった。あのとき手を止められなかったら、オウマは仕留められていただろう。


　しかし、その顔を思い出そうとしても、まったく思い出すことはできなかった。


　オウマが支払った対価は──認にん識しき力──だった。


　目が見えないわけでも動体視し力りよくが失われたわけでもない。しかし、オウマは一度に一つ以上のものを認識できなくなった。こうしてカタナを見つめていても、銘めいに注意を向ければそれがカタナであることを忘わすれてしまい、刃に注意を向ければ、銘を忘れてしまう。


　つまり、部分的にしか認識できないのだ。当然、人間の顔も見分けることができない。


　ジェノバのように派は手でで棺かん桶おけなどという特とく徴ちようだらけの格かつ好こうならば見分けはつく。恐おそらく先ほど交戦した白髪の契約者も、もう一度出会うことがあればそれと分かるだろう。


　しかし、あと一人の黒い服の契約者は無理だ。オウマが認識できたのは〝黒い〟ということだけで、黒くてどヽんヽなヽ服なのか分からない。〝黒い服の人間〟ならいくらでもいる。


　だから依頼を受けるときも、依頼主には派手な帽ぼう子しやリボンなど、ひと目で分かるものをつけてもらうように頼たのんでいた。


　幸い、動体視力自体は健在であり、契約者という存在は総じてカンが良い。目で認識できなくとも、飛来する弾だん丸がんや突きつけられる刃物などには反応できる。そして透とう明めい化かという能力を見破れるものはそうはいない。己の認識を奪うばわれたがゆえ、他者の認識を奪うのがオウマの能力なのだ。





　空を見上げると、日が暮くれ始めていた。ジェノバたちを襲しゆう撃げきしてから、だいぶ時間が経たっている。ここは倉庫からそう離はなれていない、運河の工事現場である。


　怪け我がの手当てもおおむね済すんでおり、目的のものも手に入った。この街にこれ以上の用はないはずなのだが、何な故ぜかまだこの場所にいなければならないような気がしていた。


　──なんだろうな？　俺おれは追いかけてくるのを待ってるのかな……。


　ジェノバも白髪の契約者も、オウマの能力を破ってみせた。ジェノバに食いつかれた喉は問題だが、手傷として一番深いのは黒服にやられたものである。ナイフを受けた肩もさることながら、一体どんな能力だったのか、左さ腕わんが針金のようにへし折られていた。


　正直──やり合っていて、ゾクゾクした。


　オウマは自分の顔を撫なで回した。鏡を見ても自分の顔など認識できない。いや、鏡自体が上う手まく認識できない。当然、自分の顔自体も覚えていない。そのせいか、気が昂たかぶるとこうして自分の顔を撫で回してしまう。そこに自分の顔があることを確かめるかのように。


　そうして、なにかを待っているときだった。





　──目を閉とじれば聞こえませんか──





　オウマは顔を上げた。


　どこからともなく、聞き覚えのない旋せん律りつが届とどいていた。強い風の音にもかき消されず、オカリナのような震ふるえる音色。銀啼鳥ソローネがさえずるような歌声だった。


　──歌声……。子守歌か？


　耳を澄すまして聴きき入ると、そのまま眠ねむってしまいそうな心地ここちよい歌声だった。


　目を閉じて眠気に身をゆだねていると──ガチリ──分解した柄が耳障りな音を立てる。自分が裸はだかの刃物を抱かかえていることを思い出し、オウマはカタナを脇わきに避よけて──


　──たわけ。それがカタナだったら刃が欠けておるぞ──


　昔、誰だったかそんなことを言って怒おこっていたことを思い出した。


　顔は思い出せない。どんな子だったのか……いや、確か子供──女の子だったはずだ。


　──誰だったかな？


　オウマは霞かすみがかった記き憶おくをたぐり寄せていく。


　あのころ、自分も小さかったように思える。小さくて、そう、あの子は木の棒ぼうを持っていた。木刀などという上等なものではなく、そこらに落ちていた木の枝である。自分も同じようなものを持っていて……その子と、剣の稽けい古こをしていたのだ。





　その少女は美しかった。いつでも真っ直すぐ櫛くしで梳すかれた黒い髪かみ。猫ねこを思わす切れ長の双そう眸ぼう。瞳ひとみの色は黒よりも碧みどりに近く、ほっそりとした顔立ちは人形のように整っていた。


　神官の家系で、本来ならオウマが口をきけるような身分の娘むすめではないのだが、大人たちの隙すきを見ては少女を外へ連れ出し、いっしょに遊んでいた。


　その日は、オウマがうっかり口を滑すべらせて、父から剣の稽古をつけてもらっていることを話してしまった。少女から剣を教えろと言われてしぶしぶ稽古につき合っていたのだ。


　社やしろの境けい内だいから出ることも許されていない少女に、剣を教えるなど言語道断である。言語道断であるが……自じ慢まんしたくてオウマは彼女に自分が教わったことをそのまま教えた。


　少女は──天才だった。


　習ったばかりで型通りに振るうことすらままならない、そんな少年のつたない教え。まともに伝えられたのは、剣の握にぎり方と歩の踏ふみ方。その二点くらいのものだったはずだ。


　にも拘かかわらず、少女の太た刀ち筋すじはオウマには真ま似ねできないほど鋭するどく速かった。


　──舞まいの鍛たん錬れんと似たようなものであろ？　無む駄だに力を入れなければ良いのじゃ──


　当時は理解してやれなかったが、それは彼女がオウマよりも遥はるかに努力していたということだった。少女の才能は剣の振るい方に対する理解力であり、実際に太た刀ち筋すじが生きているのは、彼女が弛ゆるみなく鍛錬し続けてきたからなのだ。


　オウマは憮ぶ然ぜんとしながらも、少女に望まれるまま稽古相手になってやった。





　──あの女の子、今ごろどうしてるんだろうな？


　オウマが村から追い出されたとき、見送るものはいなかった。神宝の祟たたりに触ふれて追い出されたのだから当然だが、そのときには少女はもう、村にいなかったような気がした。


　──村にいない？　いなくなったんだっけ？


　あやふやな記憶をたぐり寄せて、最後に少女を見たのはいつだったかを思い返す。





　少女は、真っ白な衣ころもに緋ひ色いろの袴はかま。巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んでいた。


　なにかの儀ぎ式しきを執とり行うらしい。大人たちが御み輿こしを担かつぎ、列を作って進んでいく。オウマは列に加わらず、それを少し離れたところから見守っていた。何故か恐ろしく不安な気持ちだったはずだ。


　そんなオウマに気づいたのか、少女は御輿の上からちらりと視線を向け、それから安心させるように微笑ほほえんだ。自分の方が不安なはずなのに、少女に微笑まれてしまい、オウマはなおのこと悲しくなった。


　御輿の列はそのまま入り江えにできた洞どう窟くつの中に進んでいく。村は海沿ぞいにあり、洞窟の奥おくに神宝を祀まつっていたのだ。


　──あれ？　神宝って、このカタナのことだよな？


　ようやく取り戻した暗乃守。それを祀る祭さい壇だんに向かう少女。見送るオウマ。


　──あの子は、なんのためにあそこに行ったんだっけ？


　それを思い出さなくてはならない。強きよう迫はく観念にも似た衝しよう動どうに駆かられ、オウマは記憶の続きを繙ひもといていく。


　一日経たっても少女は帰ってこない。大人たちは口を閉とざし、神官たちは炎ほのおを燃やして祈き禱とうを捧ささげ続ける。


　二日経っても少女は帰ってこない。漁も剣の稽古もなく、重たい沈ちん黙もくだけが村を支配していた。


　三日経って、とうとうオウマは待ちきれなくなった。大人たちの目を盗ぬすみ、少女が消えた入り江の洞窟へ忍しのび込こんだ。


　冥めい府ふのように暗い、潮しお風かぜで濡ぬれた道。火を使えば村人に気づかれるため、暗くら闇やみの中、手て探さぐりでその洞窟を進み、ようやく祭壇にたどり着けた。


　炎が揺れる祭壇に、一振りのカタナが祀られていた。


　そこに少女の姿はなかった。


　中身だけが消えたように、人の形に脱ぬぎ捨すてられた衣と袴。なにを括くくりつけていたのか、囚しゆう人じんを繫ぐような木製の足あし枷かせが祭壇の前に散さん乱らんしており、そこにいるべき少女の姿はどこにもない。


　オウマが少女の名を呼ぶと、祭壇の奥おくでなにかが揺れた。少女の存在を感じられたことで、オウマは歓かん喜きした。迎むかえに来たのだと声をかけ、少女の姿を探した。


　そこに、少女の姿はなかった。


　美しかった黒髪は真っ白に染そまり、一糸まとわぬその姿もやはり雪のように白い。そしてその体は幽ゆう霊れいのようで、背はい後ごの石いし壁かべが透すけて見えた。


　恐る恐る近づいてくる幽霊のような少女に、オウマは後あと退ずさった。目の前に、村で祀られる由ゆい緒しよ正しい神宝が見えた。


　気がついたときには、オウマはカタナを手に取っていた。


　少女は、ただそれをぼんやりと見上げていた。なにか信じられないことが起こって、理解が追いつかないかのように……。


　振り下ろしたカタナに、なんの感かん触しよくもなかった。


　それでも、赤い飛沫しぶきが顔に跳はね返ってきた。





　──オウ、マ……？





　少女の姿に、先ほど交戦した白髪の契約者が重なった。





「うわあああああぁぁぁぁぁぁぁぁあっ？」


　悲鳴を上げて、オウマは目を覚ました。いつの間にかうたた寝ねをしていたらしい。


　そんなことに気づきもせず、オウマは顔を覆おおい、うわごとのようにブツブツと呟つぶやく。


「噓うそだ。う、噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ！」


　顔を搔かきむしり、狂くるったようにそう呟つぶやき続けると、オウマは突とつ然ぜん糸が切れたかのようにダラリと手足を弛し緩かんさせた。


「噓だ……。俺おれが……、俺が、ひい様を斬きったっていうのか？」


　村で〝ひい様〟と呼ばれ慕したわれていた少女──剣の巫女──平ひら坂さかかなめ──自分が守ってやりたかった少女。その少女を、自分は二度も斬ったというのか？


　今さらガタガタと震ふるえていると、不意にジャリ──と石を踏ふむ音が聞こえた。


　顔を上げると、そこには黒服の青年が佇たたずんでいた。黒い服──燕えん尾び服ふくであることを観察し──どういうわけか、自分が相手の顔や服装がまともに認にん識しきできることを知った。


　──どうなってるんだ？


　困こん惑わくしながらも、オウマはどこか観念した気持ちになっていた。


　青年は、涼すずやかな微び笑しようを浮うかべながらも、その目には明らかな怒ど気きと殺意を宿していた。
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「悪いな。こんなところで」


　そう言ったのは大おお柄がらの男だった。胸むねには硬こう貨かのペンダントを下げている。アルバとは別の組織フアミリーなのだが、マルクとはとある縁えんで交流がある、ロッジというギャングだった。


　初めは行きつけの医師のところへ行こうかと思ったのだが、ディーノ・ファミリーの縄なわ張ばりでもめ事を起こしてしまったのだ。押しかけては面めん倒どうをかけることになる。それで旧知であるロッジに連絡をとり、この貧ひん民みん街がいの空き家を提てい供きようしてもらったのだ。


「十分です。感謝します」


　すっかり落ち込んだ様子で答えるマルクに、ロッジは励はげますような声をかける。


「とりあえず、ここには誰だれもよこさないようにしておく。なにか用事があったら言ってくれ。……医者は、本当にいいのか？」


　ロッジはマルクが頼たのんだ医薬品を取りそろえてくれていた。それを使ってカナメの手当てをしているのは、ジェノバだった。現在隣りん室しつでその処しよ置ち中である。あの娘はどういうわけか医師顔負けの知識を持っていた。


　マルクが頷くと、ロッジは小屋から去っていった。突然、面倒を押しつけたのだ。彼も慌あわただしいことにさせてしまった。


　貧民街である上に、長年放置されていたこの家は、お世辞にも清潔な場所ではない。こんなところへエルミナを連れてきてしまったこと、そしてカナメのことに気づいてやれなかったことを、マルクは後こう悔かいしていた。


　──カナメの様子がおかしいことは、薄うす々うす気づいていたはずです……。


　思えば朝から様子がおかしかった。うたた寝していた彼女が泣いていた時点で気づくべきだった。エルミナのことに気を取られ、カナメのことをまるで考えてやれなかった。


　──護ご衛えいなどできる状態ではなかったのです……。


　マルクが知るカナメならば、相手が顔見知りだったとしても、あの状じよう況きようで刃を止めはしなかった。迷うにしても、峰みね打うちなどに切り替えていたはずだ。


　それが敵を前に呆ぼう然ぜんと立ちつくし──刺さされた。


　カナメはマルクが自分よりも強いと認みとめた契約者だった。自分にできることは彼女にもできる。そう信しん頼らいしているつもりで、いつの間にか頼たより切っていた。


　──ジェノバがいなかったら、カナメは死んでいました。


　女の子に怪け我がをさせてしまったこと、そしてそのカナメに今なにもしてやれないことで、マルクは果てしなく落ち込んでいた。


「あの、きっとカナメさんは大だい丈じよう夫ぶですわ」


　沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、エルミナが不安そうながらも励ますような声をかけてきた。本来、自分がエルミナに言ってやらなければならない言葉である。それを逆にかけられてしまい、マルクは少しだけ苦く笑しようした。


「申し訳わけありません。とんだ気分転てん換かんになってしまいました」


「わ、わたくしは……、大丈夫です」


　そして、カナメがいる別室へ不安そうな眼まな差ざしを向ける。


　マルクはここで「ジェノバの腕は確かだからカナメの容よう態だいは心配ない」とでも言ってやるべきなのだろう。しかし、今は自信を持ってそう言ってやれる気がしなかった。


　エルミナは気き遣づかうような視し線せんを向け……それから、なにか思い出したような声を上げた。


「あ……！」


「どうか、なさいましたか？」


　マルクが首を擡もたげると、エルミナは慌あわてたように首を横に振ふった。


「い、いえ、こんなときに話すようなことではありませんわ」


　己おのれの主あるじに完全に気を遣われてしまった。マルクは自分自身に呆あきれながら頭を振った。


「話していた方が、気も紛まぎれます。なにか、思い出されたのですか？」


　エルミナは困こまったように眉まゆを寄せたが、やがて怖おず怖おずと呟つぶやいた。


「わたくし、実はあなたのこと、少しだけ覚えています」


「覚えている……？」


「ええ……。初めは、執事バトラーさんだと分からなかったのですけど、今気づきましたの」


「はあ、どんなことでございましょうか？」


「ちょうど、この部屋のように薄うす暗ぐらい部屋でしたわ。厨ちゆう房ぼうかしら？　そこで執事バトラーさん、やっぱり今みたいに暗い顔をしていましたわ」


　それから窺うかがうような視線を向けてくる。


「執事バトラーさん、昼間はいつも笑ってましたから気づかなかったのですけど……。そういうことってありましたか？」


　──厨房で落ち込んでいたこと……ですか？


　マルクは記憶をたぐり寄せて、すぐに心当たりに至いたった。


　兄のクリスがやってきたとき、何度かそんなことがあった。いや、カナメに着物を買えと言われたときに同じようなことがあったような気もする。だがしかし、銀行強ごう盗とうに出くわして有り金が全すべて灰はいになったときもそんなことがあったような気もするし、その前にエルミナの従者を務めて街に出かけ、これもまたごっそり散財したときも同じように……。


　心当たりが次から次へと溢あふれ出し、マルクの顔色は見る見る青ざめていった。


「だ、大丈夫ですか？　わたくし、やっぱり訊きいてはいけないことでしたの？」


　狼狽うろたえた声を上げるエルミナに、マルクは乾かわいた笑みを返した。


「申し訳ございません。お嬢じよう様さま、心当たりが多すぎて、どれのことか特定しかねます」


　そう答えると、エルミナは驚いたように目を丸くした。


「え、あの、すごく落ち込んでいたように見えたのですが、よくあることなんですの？」


「はあ、お恥はずかしながら……」


　申し訳なさそうにマルクが答えると、エルミナはプッと噴ふき出した。


「ご、ごめんなさい、つい……」


　今もまだ、笑いたいのを必死で堪こらえているといった顔である。マルクは落ち込みながらも、なんとか気力を振り絞しぼって微び笑しようを浮かべた。


「げ、元気が出たようでございますね。ええ、カナメは大丈夫です。死なせるものですか」


　あくまでエルミナを励ますつもりで言ったのだという口調だが、エルミナの笑いの虫は収おさまりそうにはなかった。





　ガチャリ──エルミナがなんとか落ち着いたころ、隣りん室しつの扉とびらが開いた。


「なんだ。思ったよりも楽しそうではないか」


　憮ぶ然ぜんとしたようなジェノバの声に、マルクとエルミナは慌あわてて姿し勢せいを正した。


「な、なんでもありませんよ。……それより、カナメの具合はどうですか？」


　ジェノバは手近な椅い子すのほこりを払はらうと、そこに仰ぎよう々ぎようしい態度で腰こし掛かけた。


「我の能力は知っていよう？　問題は怪け我がよりも出血の量だな。当分は動けないだろう」


「輸血などはできないのですか？」


「そうしたいところだがな。さすがに道具が足りない」


　やはり、きちんと手当てするならば最低限、診しん療りよう所じよ程度の設備が必要らしい。


　呻うめきながらも、マルクはジェノバも危き険けんな状態であることを思い出した。


「ジェノバ。あなたの方は平気なのですか？」


　ジェノバの吸きゆう血けつ衝しよう動どうというものは、マルクが能力まで使ってようやく止められるようなものである。血まみれのカナメの姿を前に、その衝動に苛さいなまれないとは思えなかった。


「先ほどオウマからずいぶん吸すわせてもらった。さすがに、少し胃いがもたれている。これ以上は飲めんさ」


　腕うでを切り落とされたのだから当然の報復と言えなくもないが、それにしても遠えん慮りよなしに吸ったものだ。


　人間の胃い袋ぶくろは２クーチン前後の許容量があると言われている。ジェノバの体格では、せいぜい１・５クーチン程度だろうか。その胃がもたれているということは許容量ギリギリまで吸ったのだろう。


　ちなみに人間は、血液の三分の一を失うと死ぬと言われている。量としてはそちらも２クーチン程度である。ジェノバの言では、血液は喉のどにからみついてお世辞にも飲みやすいものではないらしいのだが……。


　頭ず痛つうを感じてため息をもらしていると──マルクはふとその気配に気づいた。
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　マルクは人差し指を立てて、声を出さないよう合図を送った。外に人の気配がした。


　ロッジの目をかいくぐるとはただものではない。小屋には蜘く蛛もの巣すのように影かげを張り巡めぐらせている。マルクが待ちかまえていると、来らい訪ほう者しやは部屋の扉を静かに押し開けた。


「捕とらえなさい〈クフ──」


「なぎ倒たおせ──〈ルー・グー〉」


　来訪者を捕ほ縛ばくしようとしたマルクは、影に語りかける前に椅子から転げ落ちていた。目に見えぬ、不ふ可か視しな圧力に吹ふき飛ばされたのだ。


　顔を上げると──そこには、マルクの天敵の姿があった。


「邪じや魔ま」


　心底面めん倒どう臭くさそうに呟つぶやいたのは、赤い髪かみを揺ゆらした料理人だった。


「セリアさん？」


　エルミナが驚おどろいた声を上げると、料理人──セリアは丁てい寧ねいに腰を折った。


「捜さがしました。エルミナ様」


「ご、ごめんなさい」


「否いな。執事バトラーの責任」


　──何な故ぜ、なんの確かく認にんもなく私が悪いことになるのです……！


　マルクが憤ふん慨がいしていると、セリアは部屋をキョロキョロと見回していた。


「カナメ。何ど処こ？」


　そのひと言で、部屋の空気がずんと重たくなった。


「カナメは……そちらの部屋で寝ねています。……怪我をさせました」


　セリアは眉まゆをはね上げ、マルクを睨ねめつける。セリアはこれでマヽルヽクヽ以ヽ外ヽには面倒見が良い。どんな罵ば倒とうでも受ける覚かく悟ごでマルクがその眼差しを受け止めていると……。


「あ、あの、セリアさん。どうしてここに？」


　気を遣ったのか、エルミナがそう問いかけていた。セリアはなにか言いたげにマルクを睨にらみつけたが、不ふ機き嫌げんそうに答える。


「アルバ君。カンカン」


　それは怒いかり狂くるうだろう。アルバの顔に泥どろを塗ぬって倉庫のことを聞き出したというのに、その倉庫をメチャクチャにしたのだ。アルバの面子メンツは丸つぶれだ。そう思っていたら──


「伝言。『下げ僕ぼくが主を危き険けんに晒さらしてどうする、この無能！』……以上」


　見事にアルバの声こわ色いろを再現した台詞せりふに、マルクはパクパクと口の開かい閉へいを繰くり返した。


　──私は、なにをやっているのでしょうね……。


　記き憶おくをなくしたエルミナ。彼女がなにか思い出せないか、あるいはただの気分転てん換かんでもいい、そのために街に出てきたはずなのに、自分から騒そう動どうへ首を突つっ込こんでしまった。そして、そのためにまたカナメに大怪我をさせてしまった。


　エルミナのことも、カナメのことも、もっとよく見てやらなければならなかったはずなのだ。マルクはエルミナの執しつ事じで、カナメをこの屋や敷しきに誘さそったのだから。


　守らなければならないはずの人間を、二人とも危険に晒さらしてしまったのだ。アルバの〝伝言〟は容よう赦しやのない切れ味で突き刺ささっていた。


　それから、ふと疑ぎ問もんを覚えた。


　──アルバは、エルミナのことで怒おこっていたというのですか……？


　気のせいだろうか？　ここ最近、アルバはエルミナのことになると態度が違うように思える。以前、やむを得ずもめ事を起こしたときもエルミナには害が及およばないよう、気を遣っていたようにも思える。


　──いいえ、取引相手だから敬けい意いを払っているだけの話です。そうに決まっています！


　マルクが自責の念と疑問に苛さいなまれていると、セリアはマルクから興味をなくしたように部屋の一点へと視線を向ける。視線の先には、ジェノバの姿すがたがあった。


「ジェノワーズ博士はかせとお見受けします」


　セリアが丁寧に腰を折ってそう言うと、ジェノバは驚いたのか片かた眉まゆをピクリと揺らした。
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「これはまた懐なつかしい呼び名を持ち出してくれるな」


　不ふ遜そんな態度でジェノバが答え……マルクは自分の耳を疑うたがった。


「博士……ですって？」


「是ぜ。神経学の権けん威い」


「神経学……？」


　この神経を疑うような格かつ好こうをしているジェノバが、神経学の学者？　いや、医師と呼ぶのだろうか、ともかくそんな偉い人じんだというのか？


　マルクが愕がく然ぜんとしていると、ジェノバは面倒くさそうに呟く。


「昔の話さ。我われはもう、医学に関かかわるつもりはない」


　威い厳げんのある口調で答えられ、マルクはなおさら困こん惑わくした。


「ちょ、ちょっとお待ちなさい。ジェノバ、あなたは一体何歳さいなのですか？」


　見たところ、せいぜい十代半ばにしか見えない少女が神経学の博士？　博士号を取るのに一体どれほどの時間、勉強をしなければならないのか。マルクも正確には知らないが、一年や二年で事足りることではないだろう。


　ジェノバは呆あきれたような顔をする。


「友とはいえ、無ぶ粋すいな質問ではないか。我とて淑しゆく女じよの端はしくれだというのに。……まあ、そちらの方では才能に恵めぐまれたらしい。十歳のときには博士号をもらえたのだよ。ああ、そんな這はい蹲つくばって崇あがめなくともかまわないさ」


　心の底から増長する少女を、マルクは殴なぐりつけたいと思った。


「それで？　我になにか用でもあるのか？」


「是。エルミナ様の診しん察さつを依い頼らい」


「わたくしの、ですの？」


　ジェノバはちらりとエルミナに視線を向ける。


「記き憶おく喪そう失しつ……か。なるほど。確かに我の専問ではあるな」


　これまでの会話からエルミナが記憶をなくしていることには気づいていたらしい。


　まさかこんなところに治ち療りようの手がかりが転がっているとは思わず、マルクは啞あ然ぜん。それから期待を込めて視線を向けると、何な故ぜかエルミナは怯おびえたような表情をしていた。


「わ、わたくし……」


　なにか途と方ほうもない罪状の疑ぎ惑わくをかけられたかのように、エルミナは蒼そう白はくになっていた。教会で見せた、決意めいた姿は見る影もない。


「エルミナ……？」


　マルクが声をかけると、エルミナはビクッと身を退ひいた。拒きよ絶ぜつにも似た反応にマルクが目を丸くしていると、エルミナは気まずそうな声を漏もらす。


「あ……ち、違う、んです」


　それから大きく息を吸すって呼こ吸きゆうを整えると、なにかに挑いどむように座すわり直す。


「ごめんなさい……。以前のことは思い出したいのですけど、なんだか……」


　──怖こわい──口に出さずとも、エルミナの態度がそれを如によ実じつに物語っていた。


　それもそうだろう。マルクの知るエルミナと今のエルミナは別人と言っていいほどの違ちがいがある。それだけ、人格が変わってしまうようななにかがあったのだ。それを思い出すのに平然としていられるわけがない。


　そんな怯おびえた姿を見て、マルクは胸の奥おくに刺さすような痛いたみを覚えた。


　痛々しいと思ったのではない。これだけ怯えるエルミナを見ても、マルクは望んでいるのだ。エルミナが元のエルミナに戻ってくれることを。


　普ふ段だん、人形のごとく無表情で声にも感情を表さないくせに、ふとした仕草などで言いたいことが分かってしまう。支えているつもりで、いつも自分が支えられてしまっている。


　マルクは、そんなエルミナに惹ひかれてしまったのだ。あの鋼こう鉄てつの無表情を笑わせてやりたい。全すべてを忘わすれて笑ってもらっても嬉うれしくないのだ。


　マルクはエルミナの手をそっと取る。


「今すぐに、とは申しません。ですが、私はあなたに思い出してもらいたいのです」


　それは身勝手なのだろう。残ざん酷こくな言葉なのだろう。それでもいい。恨うらまれてもいい。自分のことなど見てくれなくてもいい。


　ただ、マルクの主はあのエルミナでなくてはならないのだ。それが、マルクが傅かしずいたエルミナなのだ。エルミナを傷きずつけてでも、マルクは以前のエルミナを望んでいるのだ。


　エルミナは、俯うつむいたまま、囁ささやくように呟いた。


「わたくし、目が覚めて、そこがどこかもよく分からなくて、なんだか自分一人が騙だまされているような気分でしたわ」


　そう言うと、縋すがるようにマルクの手に自分の手を重ねる。


「二人に街の中を案内してもらって、……それは、怖い目にも遭あいましたけど、でも、わたくし、初めて自分がここにいるのだと感じられました。自分の居場所なのだと。だから、カナメさんのことも、執事バトラーさん……マルクさんのことも、大好きになれました」


　──大好きになれました──


　エルミナは、もちろん身内として好意を持てたと言っている。それはもちろん理解しているのだが、マルクは自分の顔が見る見る赤くなっていくのを感じた。


　──わ、分かってはいますよ。私が女の子から好かれるようなことは、あヽりヽえヽなヽいヽのだということくらい……。


　そんなマルクの様子に気づくことなく、エルミナはようやく顔を上げる。


「ですけど同じくらい、違い和わ感かんを覚えるのです。わたくしがここにいるのは、おかしなことなのだと。この居場所は、わたくしが自分で作った居場所ではないのだと。ここにわたくしがいる理由を、思い出さなければいけないのだと……」


　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに、深い契けい約やく者しやの翳かげが揺ゆれる。


「……少しだけ、時間をください」


　エルミナはそっと手を放すと、カナメの眠ねむる隣室へ去ってしまう。


　──傷つけてしまいました……。


　いくら元気そうに振ふる舞まっていても、自分の状じよう況きようで苦しんでいることくらい分かっていた。それでも、マルクはエルミナに頼たのんだ。思い出してほしいと……。


　隣室へ消えたエルミナの後ろ姿を見送り、マルクは物もの憂うげな深いため息を漏らした。


　──私の居場所は、あなたの隣にしかないのです……。


「……恋こい煩わずらい？」


　セリアにボソッと呟つぶやかれ、マルクはビクッと身を退いた。


「ち、違いますって！」


　ガタリと椅い子すからずり落ち、全身で動どう揺ようを露あらわにするマルク。セリアは面おも白しろくて堪たまらないおもちゃを発見したように口の端はしをつり上げる。ジェノバはそれを演えん劇げきでも鑑かん賞しようするかのような眼まな差ざしで見守る。


「カ、カナメが怪け我がをしてるときに、そんなことを考えるわけがないでしょう」


　慌あわててそう言うと、セリアはにこやかな笑みを浮かべつつ、不思議そうに首を傾かしげる。


「本命。カナメ？」


　幾いく度どとなく交戦した相手ではあるものの、なんだかんだ言ってマルクの頼み事は結局引き受けてくれる。殺されかけた分、実力のほどは身を以もつて知っている。ある意味ではマルクが屋や敷しきでもっとも信しん頼らいしている人間がカナメである。


　そんなカナメを自分はどう思っているのか。にこやかに問い詰つめられ、マルクはほこりだらけの床ゆかに尻しり餅もちをついたまま、非常に分かりやすく慌てふためく。


　そんなマルクに、セリアはからかうのも忘れてポカンと口を開く。それから──


「初う心ぶ。楽しい」


　マルクはとうとう仰あお向むけに倒たおれ込こんだ。
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　マルクがセリアのおもちゃにされ続けて十数分後。


　ようやく見み飽あきたのか、ジェノバが声を上げた。


「さて、そろそろ本題に入ってもらいたいところだな」


「エルミナの、診しん察さつのことですか？」


　先ほどセリアが依頼しかけたことである。


　脳のうや記き憶おくに関する医学はまだ発はつ展てん途と上じようらしい。当然そちらに詳くわしい医師も少ない。ジェノバの知性の欠片かけらも感じさせない服ふく装そうを見ては、どうも信じられないのだが……。


　セリアは小さく頷うなずくと、近くの椅子に腰掛けた。


「朝からドミニクさんと信頼できそうな医師を調べていました。それでアルバ君にも協力を求めたのですが、そこで契約者の情報を聞きました」


　さすがにこれ以上からかうつもりはないらしく、セリアは真ま面じ目めな口調で語り始めた。


「ドミニクさんの話では、ジェノワーズ博士は記憶障しよう害がいに関して著ちよ名めいな論ろん文ぶんを発表なさったそうです」


　マルクがジェノバへ視線を向けると仕方なさそうに頷いた。


「ジェノワーズ博士は数年前から行方ゆくえ知れずでしたが、〈吸きゆう血けつ姫き〉とは同どう姓せい同どう名めいです。もしやと思い調べてみたのですが……」


「ちょっとお待ちなさい。何な故ぜ、あなたが吸血姫の本名を知っているのです？」


　契約者は己の能力や素す性じようを知られることを極きよく端たんに嫌きらう。それを知られることは弱みを知られることに繫つながるからだ。当然ひた隠かくしにしたがる。ジェノバとてその程度は注意しているはずだ。僅わずか半日調べた程度で知られるとは思えなかった。


　マルクがそう訊きくと、セリアは答えようとして……何故か視し線せんを逸そらした。


「機き密みつ事じ項こう」


　セリアはマルクが持っていない情じよう報ほう網もうでもあるのだろうか？　そう考えて──セリアが一人ではなかったことを思い出した。


　──ドミニクさん……でしょうか？


　普ふ段だん、人じん畜ちく無害なゆるんだ笑みを浮かべている家令だが、彼は人間の身でありながら単身契約者を圧あつ倒とうするような存在である。エルミナを追う〈宣せん教きよう師し〉を、この国から追い出したのも彼である。契約者に関する情報網の一つや二つ、持っていても不思議はない。


「話を元に戻します。エルミナ様は現在軽けい微びな記憶障害を引き起こされています。ジェノワーズ博士のご意見をお伺うかがいしたいのです」


　そしてセリアは、昨日エルミナが倒れて気を失ったことから、目覚めて昔のことを忘れてしまったこと、そして別人のように人格が変わってしまったことを説明した。途と中ちゆう、マルクも街で気づいたことなどを補ほ足そくしながら。


「──この数年、特に一年以内のことはなにも覚えていらっしゃらないようでした」


　ジェノバは特に質問するでもなく、セリアとマルクの説明に聞き入っていた。説明が終わってもしばらく返事はなかったが、やがて仕方なさそうに答えた。


「その話だけではなんとも言えないが、頭を打ったことは関係ないだろう。部分的な記憶の欠損は脳のうの異常が原因であることが多いが、その場合、動作や言動にも異常が見られる」


「言動はだいぶ変わったと思いますが」


「我が接した限りではエルミナ嬢じようは正常だ。気に入らぬのならば施し設せつのある病院で検査を受ければいい」


「気に入らないとは言ってません。……それで、あなたはどうお考えなのですか？」


「エルミナ嬢は、なにか強いストレスを抱かかえていたのではないか？」


　──少し、眠ねむたいのだ──


　倒れる少し前、そう言ったエルミナは怯おびえているように見えた。それを思い出しているとマルクの反応に気づいたらしく、ジェノバは片かた目めを細める。


「心当たりがあるようだな。話してもらおうか」


「……そう、大したものではありません。エルミナ……倒れる前のエルミナは、少し様子がおかしかったのです。普段眠りたがらないのですが──眠たい──と言っていました。そのとき、私には怯えているように見えました」


「眠ることを怖こわがっていたのか？」


「それは、なんとも言えませんが、怯えていたように見えたというだけです。それで……」


　正直なところ、できればこの話はしたくなかった。エルミナは知られたくないだろうし、ドミニクも暗にエルミナの前でその手の話はするなと忠ちゆう告こくしてきていた。


　しかし、今は必要なことなのかもしれないのだ。マルクは決心して口を開いた。


「エルミナは、一年ほど前にラチナスからこの大陸へ渡わたってきたそうです。その理由の一つに、ラチナスで屋敷とお身内を亡なくされたからだとお聞きしています」


「一年も前か」


「ええ、ですがエルミナが……以前のエルミナは、今のエルミナからは想像もできないほど無表情で感情を示さない娘でした。どうやら、そのお身内を失った一件以来そうなったらしいのですが……」


「ですが？」


「今のエルミナは、その無表情になる前のエルミナそのものなのです」


　マルクの言葉に、セリアが怪け訝げんそうな顔を見せた。


「当時のエルミナ様にお会いしたことがあるのですか？」


　マルクは小さく首を横に振った。


　会ったことはない。そもそも、あれが本当にエルミナだったという保証もない。今でもただの夢だったのではないかと思う。だが、それでもマルクは見たのだ。


　──姉様。外で遊びましょう──


　そう言って笑い合う、エルミナと同じ顔をした少女と、その妹の思い出。どうやら姉の方はエルミナに輪をかけて体が弱かったらしい。


　マルクがそれを思い返していると、ジェノバが当然の疑ぎ問もんを投げかけてくる。


「一年も前の出来事では、今、記憶を失った原因とは考え難にくい」


「ええ。それは分かっています。ですが、先日私の……まあ、兄弟が来ることがありまして、そのとき私はエルミナを傷つけるようなことを言ってしまいました」


　そしてアイシャとアルバという兄妹きようだいとも関かかわっていた。


「ですから、エルミナが一年前のことを強く思い出すきっかけはあったと思います」


「……なるほど。以前は向き合えなかったことを、時間が経たってから思い出した、ということは考えられるな」


　ジェノバは言葉の意味を咀そ嚼しやくするように黙だまり込こむ。そして、確かめるように口を開いた。


「姉のことは覚えているといったな。にも拘かかわらず、名前は覚えていない」


　アルバの店で話したことを聞いていたのだろう。マルクは小さく頷うなずく。


「ならば、その姉となにかよほどのことがあったのではないか、というのが我の今の感想だな。つまり、その一年前のときだろうな。なにかそういったことはあるのか？」


　──ある。


　マルクは直感した。


　以前、マルクが見た夢。その夢の最後で妹の少女は姉から──人殺し──そう、罵ば倒とうされたのだ。それを思い出したくなくて、今ああなっているということは考えられる。


　──ですが、やはり一年も経ってからというのが引っかかりますね……。


　エルミナがそのことで悩なやんでいたことは、普ふ段だんの姿を見ていても想像に難かたくない。ならば今さらハッキリ思い出したくらいで記き憶おくをなくすほどストレスを感じるものだろうか？


　──では、それ以外にもなにかあったということでしょうか？


　マルクが見たのは所しよ詮せん断だん片ぺんであり、一場面にすぎない。その前後になにがあったのか、それを知る必要があるのかもしれない。


　考え込んでいると、セリアが代わりに答えていた。


「分かりません。エルミナ様はお身内を失っておいでです。姉上様に関しては不明ですが、少なくとも屋や敷しきで見かけたことはありません。生きているかも──」


「──いると、思います」


　セリアの言葉を遮さえぎって、声を上げてしまった。当然、二人から注目されてしまい、マルクは躊躇ためらいながらも観念したように口を開いた。


「……屋敷ではエルミナが着ていないドレスまで洗せん濯たくされています」


　マルクのひと言にセリアがピクリと反応した。


「事実？」


「はい。さすがに女性の洗濯物を覗のぞき見るような真ま似ねはしてませんが、アイシャがそういったドレスを運んでいるのをたヽまヽにヽ見ヽかヽけヽまヽすヽ」


　どうにも、マルクが紅こう茶ちやを運ぶときなど、人目につかないときを選んでやっているらしい。それゆえあえて声はかけていないが、毎日やっていればさすがに気づく。


「屋敷に隠かくれるような場所などありますか？」


「考えられるのは玄げん関かんホールの地下でしょうね。まあ、あの屋敷ですから異い次じ元げんに通じる扉とびらがあったとしても今さら驚おどろきませんが」


　セリアが驚いたように瞬まばたきをしていた。


「そこまで気ヽ付ヽいヽてヽいヽてヽ、確かく認にんしようとは思わなかったのですか？」


　気付いて──考えてという言葉ではなかったことに、マルクは疑問を抱いだいた。セリアは屋敷に来るまでアルバの側そばにいた。アルバが持っている情報を知っている可能性が高い。


　──それで、ドミニクさんはセリアを同行させたのですか……。


　口止めの代わりか、あるいは事情を知っているから頼たのみ事がしやすかったのか。ともかく、自分の知らない事情を周りが知っていることに苛いら立だちを覚えた。しかし──


「そんなこと、エルミナが話したがらないからに決まっているではありませんか？」


　マルクはなにをそんな当たり前のことを訊きいているのだというような口調で答えた。そんな答えはずいぶん前に出ているのだ。


　セリアが啞あ然ぜんとして口を開き──こんな顔は初めて見たが──ジェノバが肩かたを震ふるわせながら訊いてくる。


「では、その姉はいるかもしれないのだな？」


「その可能性は高いと思います」


「ならばその姉を捜さがして問いただすのが最善だろう」


　ジェノバの結けつ論ろんに、マルクは苦い表情で唸うなった。


「……気が進みませんが、そうするしかありませんね」


　帰ったら屋敷の地下を捜すしかないだろう。エルミナが隠したがっていることを暴あばかなければならないのは気が進まないが、それでもエルミナに元に戻ってほしいのだ。


　結論が出たところで、マルクがエルミナたちの様子を見ようと腰こしを浮うかしたときだった。





　──目を閉とじれば聞こえませんか──





　銀啼鳥ソローネが啼なくような、静かな音色が響ひびいた。
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　エルミナはぼんやりと天てん井じようを見上げていた。腐ふ食しよくが進んでおり、あちこちに黒ずんだ染しみが広がっていた。


　部屋は見上げるだけで四よ隅すみまで視し界かいに入ってしまい、物置のように狭せまかった。家具の手合いは、板の破れた棚たなが一つあるだけで、そこにジェノバが使った救急箱が放ほうり出されていた。カナメの血を拭ふいたのだろう。真っ赤に染そまったタオルが何枚まいも転がっている。


　所在なげに部屋の様子を眺ながめ、それからエルミナはため息を漏もらした。


　──情けないですわ。


　──わたくしは思い出したいのです──教会にいたときは、ああも堂々とそう言えたのに、いざ治ち療りようができるかもしれないと分かると、とたんに尻しり込ごみしてしまった。


　マルクにも、呆あきれられてしまっただろう。しかし、時間が経つにつれてこみ上げてくるこの不安。自分の中のなにかが、思い出すなと叫さけび狂くるっているような感覚。時間をもらっても、それと折り合いをつけることなど到とう底ていできるようには思えない。


　そして、こんなところに逃にげ込んでしまった。


　汚きたない即そく席せき病室には、幸いベッドと呼べそうな木材（彼女の感覚からしてそれはベッドとは認みとめられない）があった。そこに白はく髪はつの少女──カナメが横たわっている。


　エルミナは特に意識するでもなく、カナメの手を握にぎっていた。


　──そう言えば、前もこんなことがあったような気がしますわ。


　カナメと姉はどことなく似ている。そのせいか、カナメのことを見ていると姉のことをよく思い出す。思い出せることは姉のことばかりになってしまっているが、それでもなにか思い出せるとっかかりになっているのは事実である。


　──あれは……そう、確か姉様がまた具合を悪くして寝込んでいたときですわ。


　姉が体調を崩くずすことはよくあることだった。むしろ具合が良いときの方が珍めずらしいくらいだったのだ。寂さびしくて寝しん室しつに入り込み、寝込んでいる姉の寝顔を眺めていたことは一度や二度ではなかった。


　姉に会いたい。自分が自分なのだと言ってもらいたい。


　そう思う反面、会うのが恐ろしいとも感じていた。使用人たちの反応から、会うのが難むずかしい状態らしいことは分かる。だが、それ以前からこの不安にも似た感覚がしこりのように胸の中にわだかまっているのだ。そう、この不安は姉のことにかかわりがあるのだ。


　──一年前にあったという、事故のせいなのですの？


　父と母が死に、姉が会えない状態になったという事故。使用人たちは誰も話そうとしてくれないが、その事件が関係しているように思えた。ただの事故という以上に、なにか思い出したくない出来事があったのではないだろうか。


　エルミナは不安を紛まぎらわすように銀啼鳥ソローネのペンダントを握ると、目を閉じてそっと声を震わせた。





「──目を閉じれば聞こえませんか──」





　狭せま苦くるしいこの部屋に、自分の声は驚くほど大きく響いた。


　姉ほどではなかったが、自分もよく体調を崩していた。そうして、珍しく姉が元気で自分が寝込んでいたとき、姉はベッドの隣となりでこうして歌ってくれたのだ。


　─ヽ─ヽ─ヽ─ヽのための子守歌を。


「──貴方あなたを誘さそう数あま多たの旋せん律りつ──」


　奇き妙みような感覚──歌いながら、自分の世界が広がったような高こう揚よう感がした。


　目を閉じているはずなのだが、隣に横たわる少女の姿がハッキリと認にん識しきできた。布ふ団とんもなく、ロッジから借りてきたタオルを掛かけられている。白よりも青に近い顔色。苦く悶もんに歪ゆがんだわけではないが、それで余計に死人かなにかに見えてしまう。


「──水辺に踊おどる湖うみの音色──」


　部屋の外に執しつ事じの少年が惚ほうけたような顔で立ちつくしていた。その手がザックリと裂さけていて、未いまだに応急処しよ置ちしかできていないのが痛いた々いたしかった。


「──吹かぜと囁ささやく森の歌声──」


　この小さな家を覆おおう、檻おりのような影を見たような気がした。そしてそれは決して悪意のあるものではなく、中にあるものを守るかのような温かくて力強い──だけどやはり影という奇妙なもの。


「──貴方を抱だいた揺ゆり籠かごのように──」


　世界はしだいに大きく広がっていく。


　家の外、夕焼けの街まち並なみが広がって見えた。赤い空に突つき上げる、大きな建物の群れが目を惹ひいた。どれも倉庫のようだ。そのうちの一つに険しい表情をした男たちが集まっていて、中ではたくさんの美術品が壊こわれて散らばっていた。


「──絶たゆなき調しらべに耳を澄すませば──」


　街を断たち割わるように掘ほり起こされた運河の工事現場。建設中の大きな橋が架かかっていて、その下に怪け我がをした東洋人の青年がしゃがみ込んでいた。


「──夜の帷子かなひら、ただ微睡まどろんで──」


　やがて歌声が余よ韻いんを残して消えていくと、夢のような景色もしだいに薄うすれていった。


　幽かすかな高こう揚よう感かんを残したままそっと目を開くと、目の前には愛あい嬌きようのある丸メガネをかけた顔が揺ゆれていた。


「マルクさん……？　って、うひゃあ？」


　目を開けると、何な故ぜか執しつ事じの少年──マルクがエルミナの顔を覗のぞき込んでいた。


　エルミナの悲鳴に驚いたのか、マルクも同じような悲鳴を上げて飛び上がっていた。


「な、ななななな、なにをなさってるんですの！」


「ち、ちちちちち、違います！　私は、なにもやましいことは！」


　マルクはずり落ちた丸メガネを押し上げ、慌あわてて姿し勢せいを正す。


「歌っているあなたが、少し……なんと申しましょうか、別人に見えたものですから……」


「別人？」


「いえ……、気のせいでしょう。あなたが歌う姿すがたというのは、あまり見たことがないものですから」


　それから頰ほおをかきつつ視線を宙に彷徨さまよわせる。


「あの、なにか思い出すことがあったのですか？」


「え？　ええ、また姉様のことですけど。わたくし、姉様ほどではありませんけど、ときどき体調を崩して寝込むことがあったのです。そんなとき、姉様が子守歌を歌ってくれたことがありました」


「今の謳うたでございますか？」


　──聞こえていたんですのね……！


　声の大きさなど気にも留めていなかったのだから当然ではあるが、それでも自分の歌声を聴かれるというのは恥はずかしいものだった。


　羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれながら、エルミナはベッドの上のカナメへ視線を向けた。


「わたくし、謳が好きでしたわ。でも姉様はもっと謳が上う手まかったんですの。だからわたくし、姉様みたいになりたくていつも真ま似ねばかりしていた気がします」


「姉上様の真似、ですか？」


　それから、エルミナは観念したようにマルクの顔を見た。


「姉様ったら、いつだって本ばかり読んでいて、なんでも知っているような人でしたの。──君は淑しゆく女じよの嗜たしなみについてもう少し勉強をした方がいい──そんな感じで……？」


　姉の口調を真似してみると、マルクの表情が分かりやすいほど引きつった。


「どうか、なさいましたの？」


　マルクは、まだ強こわ張ばったままの顔でなんとか微び笑しようらしきものを取り繕つくろった。


「エルミナ。あなたは、姉上様のようになりたかったのですか？」


「え、ええ……。お父様よりもドミニクよりも、姉様はすごい人──ひゃっ？」


　姉のことを語っていると、マルクが突とつ然ぜんエルミナの手を握にぎりしめていた。


「エルミナ。あなたはあなたです。姉上様ではありません。姉上様の真似をするのは、きっと良いことではありません」


　姉のことを否ひ定ていされたような気がして、エルミナは少々不服に感じたが、マルクがあまりに真しん剣けんな顔をしてるので反発できなかった。


「……マルクさん。もしかして、姉様のことをなにかご存ぞんじなのではありませんか？」


　図星だったらしい。マルクは表情こそ変えなかったものの、ピクリと手を震ふるわせた。


「……知っているのですね」


「知っているのかもしれません」


「……はぐらかされたくないのですけど」


「申し訳わけございません。事実だったかも不確かなことですし、断だん片ぺんしか存じないのです」


「……なにか、良くないことですのね？」


　誤ご魔ま化かしを許さない強い口調で問いかけると、マルクは僅わずかに怯ひるんだような顔を見せたが、やがてハッキリと頷うなずいた。


「なにか誤解があったらしく、ケンカをなさっておいでのようでした。恐おそらく、その一件で、あなたは無表情になったのだと思います」


「無表情……？　わたくしが？」


「はい。申し上げにくいことでございますが、私が知るあなたは、人形のように表情を動かさない方でした」


　──人形──自分は一体、どんな人間だったのだろう。それが思い出すことに抵てい抗こうを感じる理由なのだろうか。


　そんなエルミナに、マルクは励はげますような笑みを投げかける。


「それでも、少しずつ、あなたは笑ってくれるようになりました。少しずつ、私たちに自分のことを話してくれるようになりました。ですから、大だい丈じよう夫ぶです。あなたの隣となりには必ず私がいます」


　それは、まるで愛の告白のようだった。エルミナは自分の顔が赤らんだことを感じて慌てて視し線せんを逸そらした。


　同時に、もう片かた方ほうの手──隣に横たわる少女と繫つないだ手が、ピクリと揺れた。


「あ……カナメさん……」


　ついその名前を口に出してしまい、マルクが狼狽うろたえたように手を放し、カナメが呆あきれたようにため息を漏もらした。


「あの……、起きていらっしゃったんですの？」


　エルミナが問いかけると、カナメは観念したようにうっすらと目を開けた。


「……まあ、隣であれだけ騒さわがれればの」


　確かにエルミナは何度も慌てて悲鳴のような声を上げてしまった。エルミナが申し訳なさそうに謝ると、カナメは身を起こそうとした。


「まだ起きないほうが良いですよ──っ？」


　支えようとしたマルクの手を、カナメは勢いよく振ふり払はらった。


「カナメさん！」


　振り払った勢いでカナメは体勢を崩くずしてエルミナの方へ倒れそうになる。エルミナは慌ててそれを支えようとして──座すわったままでそれができるはずもなく、カナメの上に倒たおれ込こんでしまった。


「ご、ごめんなさい」


　慌てて身を起こそうとするエルミナ。それを振り払おうとしたのか、あるいは支えようとしたのか、カナメの手がズルリと滑すべる。もみ合うように倒れ込み、二人の少女はベッドから転落──しそうになったところ、誰だれかの手に支えられた。


　なんとか姿勢を正し、顔を上げるとそこには困こまったように顔を背そむけるマルクの姿があった。何な故ぜか、その頰ほおが赤く染そまっていた。


「ひとまず、その、なにか羽織っていただけませんか？　カナメ」


　そう言われて隣に視線を向けると……、恐おそらく処しよ置ちのために邪じや魔まだったのだろう。上着は脱ぬがされており、包帯を巻かれているとはいえカナメは半はん裸ら同然だった。


　小さな悲鳴を上げてタオルをたぐり寄せるカナメ。視線を逸そらしたまま、燕えん尾び服ふくを脱いでその肩かたに掛けてやるマルク。


　気まずい沈ちん黙もく。


「あ、あの、わたくし席を外しましょうか？」


　沈黙に耐たえかねてエルミナがそう提案すると、カナメが不ふ機き嫌げんそうに首を横に振った。


「……良い。それより、腕うでを見せてみよ」


　もみ合ったせいか、腕にはいつの間にか擦すり傷きずができていた。ポタポタと血が垂たれている。少し痛いたい。エルミナがおとなしく腕を差し出すと、カナメがそっと撫なでた。


「あら……？　傷が……」


　カナメが撫でた後には、今しがたできた擦り傷は綺き麗れいさっぱり消えていた。エルミナが驚いたような声を漏らすと、カナメはフンと鼻を鳴らした。


「おんし、普ふ段だんからフラフラしておるくせに余計なことをするでない。私は使用人で、おんしは主あるじであろ」


　どうにも、腹はらを立てているというより、気にしてくれているらしい。不器用なその態度に、エルミナは思わず噴ふき出してしまった。


「ごめんなさい。でも大丈夫ですわ。わたくし、今のカナメさんよりは元気ですもの」


　そう答えると、カナメは消しよう沈ちんしたように肩を落とした。


「カナメ、一体なにがあったのですか？」


　マルクが気き遣づかうような声をかけると、カナメは瑠璃猫ドミニトンの眼まな差ざしをキッと向ける。


「……無様であったろ。返り討うちに遭あったのじゃからな」


　ふて腐くされるカナメの前に、マルクが真しん摯しな表情で屈かがみ込む。


「申し訳ありません。あなたの様子がおかしいことに、気づいてあげられませんでした」


「……この上、私を愚ぐ弄ろうするのか？」


　気位の高いカナメにとって、気遣いなど侮ぶ辱じよくに近しいものらしい。エルミナでもそれが分かったというのに、マルクは視線を逸らさずカナメの手に自分の手を載せる。


「今からでも遅おそくないのでしたら、聞かせてもらえませんか？」


　カナメが驚いたように顔を上げ、それから困ったように視線を逸らした。


　──あ、あの、わたくしもいるのですけど……！


　見ていて赤面してしまうような光景を、エルミナは息を押おし殺してそっと見守る。


　カナメは目を逸らしたまま、観念したように語り始めた。


「……私の村は、過か疎そ化の進んだ田舎いなかだったのじゃ。そこで、子こ供どもは私以外には一人しかいなかった」


　それが誰だれのことを言っているのかは、考えるまでもないことだった。


「私はこれでも多少は身分のある人間で、外で遊べる身ではなかった。あやつはそんな私をよく外に連れ出してくれて、よくいっしょに遊んでくれた」


　それから、懐なつかしそうなため息をついた。


「あのころは良かった。私は、剣けんのために身を捧ささげ、剣を祀まつることだけを考えれば良かった。そうして二人だけで遊ぶ秘ひ密みつの時間がいつまでも続くのだと考えておった」


　──二人だけ──秘密の時間──何な故ぜかカナメの言葉のいくつかが、頭の中でノイズのような雑音と小さな痛みを走らせた。


　顔をしかめるエルミナに気づかず、カナメは続きを語る。


「じゃが、村で祀る神かん宝だから──こちらの言い方をするなら〈精霊の器〉じゃ。それが力を失って私は人柱に立たされた」


　──人柱……って生いけ贄にえ……ですの？


　その単語が、ひときわ鋭するどい痛みを発する。


「私は、儀ぎ式しきに失敗し、契けい約やく者しやとなり、人間に追われた。あの日見た夢は奈な落らくの底に沈しずんだ。私には、剣と異い能のうしか残らなかった。剣を振るい、異能を以もつて異能を制せいし、契約者を狩かることだけが生き甲が斐いだったのじゃ」


　──儀式に失敗──異能しか残らなかった──カナメの言葉の一つ一つが何故か鋭い痛みを伴ともなって通り抜ぬけていく。


　──どうしてカナメさんの話なのに、わたくしが……？


「だけど、おんしに誘さそわれ、あの屋や敷しきで暮くらすうちに、分からなくなってきた」


　カナメの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。


「あの屋敷は、居い心地ごこちが良すぎて、あのころに戻ったような気分じゃった。だが、あそこには剣も異能も必要ない。……私はどうすればいい？　なんのために生きればいい？」


　──居心地が良すぎて──あのころに戻ったような──頭痛が激はげしくなり、同時に強い違い和わ感かんを覚えた。


　目覚めたときからつきまとう、どれもこれも偽にせ物もので自分だけが騙だまされているような違和感。漠ばく然ぜんとしていたその感覚が、形を帯び始めたような気がした。


「私は……、もう、戻りたくない」


　子供のようにしゃくり上げ、カナメは切々と呟つぶやいた。





「──私は、もう、人を殺せない。殺したくない」





　ズキンッ──今までで、一番強い頭痛が走った。


　とうとう堪こらえきれなくなり、エルミナが縋すがるような眼まな差ざしを向けたとき、マルクはカナメの真っ白な頭をそっと抱だきしめていた。




[image: ]





「人を殺すことに、価か値ちなんてないんですよ。忘わすれないでください。あなたが去りたいと思わない限り、あなたの居場所はここにあります」


　縋るように手を差し伸のべて──そしてそのままエルミナは手を引いた。


　──そうか。マルクさん、カナメさんのことが好きだったのですね。


　今日、いっしょに過ごした時間だけでも十分すぎるほどそれはよく分かった。マルクは憎にくまれ口を叩たたきながらもカナメに気を許していて、信しん頼らいしている。そしてなにより大切にしているのだ。


　自分が主だから大切にされているのとは違う。


　立ち上がると、不意に目の前が暗くなるような感覚を覚えた。さすがにそれにはマルクも気づいたらしい。


「エルミナ？　大丈夫ですか？　立ち上がらない方が良いのでは……」


　心配そうな声をかけるマルクを、エルミナは手で制した。マルクが今気遣うべき人間は自分ではないだろうに……。


「少し、外の空気が吸すいたくなっただけ、ですわ」


　なにか言いたげなマルクとカナメを残し、エルミナは逃げるように部屋を出た。


　部屋の扉とびらを閉しめたところで──


「あら……？」


　とうとつに、エルミナの意識は途と絶だえてしまった。




　第五章　そして、溟うみは広がる







　ジェノバ＝ジェノワーズは狂きよう喜きしていた。自分が求め恋こい焦こがれてきた存そん在ざいにとうとう追いついたのだから。


　──あのカタナを持って行ったのが、オウマなのは困こまったものだがな……。


　棺ひつぎをベルトで固定され、かなり途と方ほうに暮れていたジェノバは、それでもオウマに感謝していた。……たっぷりと血を分けてもらったこともあるので。しかしジェノバの望みを叶かなえるのに、あのカタナは必要不可欠なのだ。





　ジェノバの能力は〝血〟だった。


　心しん臓ぞうという人体に於おいてもっとも強力な筋きん肉にくにより、一度の拍動で５・４クーチンという量を皮ひ膚ふの隅すみ々ずみにまで循じゆん環かんさせ、酸素をはじめとする数あま多たの活力を廻めぐらせる命の道。


　その〝血〟を変へん異いさせるのがジェノバの能力である。桁けた違ちがいな濃のう度どの酸素は鋼こう鉄てつを素す手でで引きちぎるほどの腕わん力りよくを生み、超ちよう活性化したアミノ酸は手足が引きちぎれても造作もなく繫つなぎ直すほどの再生を引き起こし、数十種からなるホルモンが猟りよう犬けん並なみの嗅きゆう覚かく、猛もう禽きん並みの視力、低周波や高周波ですら聞き取る聴ちよう覚かくを生み出す。


　その身体能力はもはや人を超こえており、マルクのような一部の例外を除のぞいて、人類では太た刀ち打うちできないと言える契約者である。


　そして、それがジェノバが人間を恐おそれる理由でもあった。


　ジェノバの対価は〝食事〟である。水や紫房果プルテア酒ならば、飲み込むことができる。しかし肉や野菜になると受け付けない。口に含ふくんでも吐はいてしまう。スープ類も同様だ。


　それでもジェノバの体は食事を欲ほつする。


　餓うえが満たされない。渇かわきが癒いやされない。食事でなくともいい。なにかしらの方法で養分カロリーを摂せつ取しゆしなければならない。


　そんなジェノバが唯ゆい一いつ〝食しよく欲よく〟を感じられるのが〝血〟だった。


　家か畜ちくを買い取り、荒こう野やの獣けものを襲おそい、街中の野犬やネズミを捕とらえ、血が流れるものならばなんでも喰くらった。


　しかし、ジェノバが本当に欲ほしいのは〝人間〟の血なのだ。


　人間を前にすると、その脈拍、におい、息づかい、あらゆる仕草や口から溢あふれる言葉にまで食欲を刺し激げきされ──なんと美お味いしそうなのだろう──そう、感じてしまう。


　砂さ漠ばくで水もなく彷徨さまよった果てに果実の実った樹木を目まの当たりにして、もいで口に含ふくみたいという衝しよう動どうを抑おさえられるものなどいるだろうか。ジェノバにとって人間とはそのようなものなのだ。手を伸ばせばすぐにもいで取れてしまえる、熟うれた果実なのだ。


　そして、一度もいでしまえばもう止まれなくなる。


　だからジェノバは鋼鉄の棺ひつぎに閉じこもる。棺には誰も近づかない。鋼鉄の棺は周りの世界を全すべて鎖とざしてくれる。音も、においも、光も、全て遠ざけてくれる。


　狂くるおしいほどの餓えも渇きも、棺の中にこもっていれば耐たえられる。黒に包まれた空くう虚きよな世界だから、ジェノバは考えることを忘わすれられる。





　だが、そんな黒の世界から、外に出してくれた契約者がいた。


　──〈黒衣〉──


　ジェノバはマルクを本当に親友だと考えていた。彼はジェノバを拒きよ絶ぜつしなかった。人間の血を吸う自分の本ほん性しようを知ったときでさえ、憎にくめない笑みを浮かべてこう言ったのだ。


　──お互たがい、対価には苦労していますね……──


　極きわめておぞましい〝対価〟を支払ったジェノバを普ふ通つうの人間として扱あつかってくれたのだ。


　マルクならば、ジェノバを止めることができる。そう、信しん頼らいできるだけの力が在ある。そう、期待してしまう温かさがある。ジェノバが自制を失う瞬しゆん間かんが訪おとずれたとしても、マルクならば止めてくれる。彼の隣にいれば、自分はなにも心配しなくてよかったのだ。


　──だが、〈黒衣〉では駄だ目めなのだ。


　マルクにはジェノバを止めてくれる力がある。寄りかかりたくなる魅み力りよくもある。全身黒ずくめという、ジェノバの美的感覚からして惚ほれ惚ぼれするような感性の持ち主でもある。


　ただ、マルクはジェノバの前に現れるのが少しだけ遅おそかったのだ。





　──〈東方不敗〉──


　覚えているのは熱いという感覚。気がついたときには斬きられていた。人を超こえた身体能力を誇ほこるジェノバが、技わざという人間の範はん疇ちゆうを超えない力に圧あつ倒とうされた。


　それでも、ジェノバの能力ならば敗北などありえないはずだった。いかに速かろうが、いかに鋭するどかろうが、刃は物ものではジェノバに死を刻きざむことはできない。その、はずだったのだ。


　ジェノバは、契約者とて絶対ではありえないということを初めて思い知った。


　斬られた傷口は再生しなかった。千切れた手足でも瞬しゆん時じに繫つなぎ治せるジェノバの能力が刀かたな傷きず一つを修復できない。能力がかき消されたのだと、なかなか理解できなかった。


　茫ぼう然ぜんと自じ失しつしているうちに、〈東方不敗〉はジェノバから興味をなくしたように去っていった。


　初めての敗北──力で負けたこと以上に、敵の前で自失してしまったことがより強い敗北感を与あたえていた。


　自失から立ち直ったジェノバは、同時にかつてないほどの餓えを感じた。


　──なんと恐おそろしいのだろう。なんと美しいのだろう。


　忘れられない。黒を否ひ定ていするかのごとく白い姿すがた。黒を望み続けたジェノバを裏うら返がえしたような存そん在ざい。人を超えたはずの自分に剣という人の力で牙きばを突つき立てた技。そして不死にすら〝死〟を刻みうる能力。


　白と黒は相反するがゆえに惹ひかれ合うのだ。


　──もっとも、向こうはそうは思っていなかったようだがな……。


　カナメはジェノバのことをまるで覚えていなかった。もちろん悔くやしかったが、それで自分だけが覚えているのも悔しくて、気づいていないふりをしてきた。


　──今度こそ我を忘れられないようにしてやろう。あとはカタナを奪うばい返せば十全だ。


　実際のところ、オウマの能力は強力だった。最初に倉庫に入ったとき、ジェノバは自分が斬られるまで彼の存在に気づかなかった。透とう明めい化かする能力。あれはもはや外界との遮しや断だんと呼んでもいいのだろう。においや音でさえも透明化している。


　それでも会話が可能だったのは、恐らくどこまで透明化するか、自分で加減が利きくのだろう。列車から降おりたときはジェノバもオウマが認にん識しきできたのだから。


　──まあ、それももう無意味だな。


　オウマはジェノバの返り血をたっぷりと浴びた。ジェノバの能力にまでは干かん渉しようできなかった……というよりは、純じゆん粋すいに力の差だろうか。その血の存在を意識できる。この街から逃にげられたとしても、ジェノバはその行方ゆくえを追つい跡せきできる。捕ほ獲かくは簡かん単たんだ。


　唯ゆい一いつの誤ご算さんは〈東方不敗〉──カナメの隣となりにマルクがいたことだった。マルクは恐らくジェノバを認みとめないだろう。ジェノバの望みを知れば間ま違ちがいなく妨ぼう害がいしてくる。


　だが、それもセリアが持ちかけてきた〝依い頼らい〟が解決してくれた。親友であるマルクを騙だますことになるのが不本意ではあるが、引き下がることはできない。


　──〈黒衣〉では我の望みを叶かなえられない。


　ジェノバが選んだのは、マルクではなくカナメだった。
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　エルミナが出ていったのは気にかかったが、マルクは追いかけることができなかった。


　──人を殺せない──


　怯おびえるようにそう言ったカナメ。今の彼女を一人にしてはおけなかった。


〝契けい約やく者しや狩がり〟──そう呼ばれるほど、カナメは多くの契約者を斬きってきた。


　そんなカナメが突とつ然ぜん、手に入れてしまった平へい穏おん。剣けんも異い能のうも必要ない生活。戸と惑まどいがあるのは当然だった。マルク自身も、屋や敷しきにやってきたときはそれを受け入れられなくて、エルミナを裏うら切ぎったのだから。


　ことあるごとに刃物の話を持ち出され、マルクはこの娘が刃物に触ふれていないことが不満なのだと思っていた。しかし、それは逆だったのだ。刃物が怖こわくなったから、それを否定するために刃物の話ばかりしていたのだ。


　一番側そばにいたはずのマルクが、気づいてやれなかった。


　やがて、カナメは自分からグイッと身を離はなした。ようやく落ち着いたのか、あるいは抱だき寄せられている自分に羞しゆう恥ち心しんを覚えたのか。


　ひとまず涙なみだは止まったらしい。マルクが声をかけようとすると──


　ガタンッ──隣りん室しつから大きな物音が響ひびいた。


　それから、乱らん暴ぼうに扉とびらが開く音。なにかあったらしい。マルクはカナメに一いち瞥べつを投げてから隣室へ駆け出す。扉を開けようとすると、扉はひとりでに開いた。


「ジェノバ……？」


　扉の向こうに立っていたのはジェノバだった。何な故ぜか困こまったように視し線せんを逸そらしている。


「〈黒衣〉、どうにもやられたらしい」


「やられた？」


　部屋の中が見えるよう、ジェノバは一歩下がる。そこではテーブルがひっくり返されており、エルミナの姿は見あたらなかった。


「エルミナは……？」


「連れ去られた」


「あ──あなたが、ついていてっ……！」


　平然とそう言われ、マルクはジェノバにつかみかかりそうになった。しかしジェノバはエルミナの使用人でもなんでもない。彼女を責めるのは筋すじ違ちがいである。


　それに気づいて、マルクは呼こ吸きゆうを整える。部屋の中にはセリアの姿すがたも見当たらなかった。


「セリアさんは？」


「エルミナ嬢じようを追った。だが、彼女の能力では追つい跡せきは難むずかしいだろうな。攫さらったのは恐おそらくオウマだ。目の前でエルミナ嬢の姿が消え、そのまままんまと逃げられた」


「……何故エルミナを？」


　最初に交戦したとき、隣にエルミナもいたのだ。攫うのなら、あのときの方が危き険けんも少なかったはずだ。


「さてな。それは我の知るところではない」


「追えませんか？」


「それはできるが、我が貴き公こうから頼まれたのはカナメ嬢の治ち療りようだ。そちらはどうする？」


　確かにカナメの治療を引き受けてもらっただけでも、マルクは感謝すべきである。しかしマルクの能力では透明化するオウマを捕ほ捉そくするのは難しい。現に、この家に張り巡めぐらせていた影の檻おりは易やす々やすと破られたのだから。


　エルミナを攫ってどうしたいのか。相手の意図がまるで分からない以上、行き先も見当がつかない。マルクが唸うなっていると、後ろからカナメの声が投げかけられた。


「……ジェノバ、おんしの能力なら追えるのか？」


「カナメ……」


「ほう？　これは驚おどろいた。当分は動けないだろうと思ったのだがな」


　面おも白しろい研究対象でも見つけたかのようなジェノバの歓かん声せい。カナメは不思議そうに自分の胸むねを押さえた。


「そう言えば……、体が軽いの」


　カナメの出血の量は相当なものだった。まともに動けるのはおかしい。


　首を傾かしげて──マルクも自分の腕うでから痛いたみが引いていることに気づいた。


「怪け我がが……治っている……？」


　包帯を解いてみると、オウマに斬きりつけられた傷きず跡あとはどこにも残っていなかった。


　──あのときの、エルミナの謳うたですか……？


〝在るはずのないもの〟を紡つむぎ直す〈アルス・マグナ〉──かつてエルミナが謳を歌ったとき、崩ほう壊かいが始まっていた岩山を元に戻もどすほど強大な復元能力を顕あらわした。


　先ほどエルミナが歌った子守歌。そこに、僅わずかながらも〈アルス・マグナ〉の力が乗っていたのだろう。ジェノバは爛らん々らんとした眼まな差ざしでマルクとカナメを見つめる。


「これは面白い。〈精せい霊れいの器うつわ〉の力なのか？　これほど万ばん能のうな力が存在するものなのか」


　それから、マルクに試すような視線を向ける。


「どうする。カナメ嬢に手当てが必要ないのなら、貴公の次の頼たのみを聞かぬでもないぞ」


　マルクはカナメに視線を向けた。


　──カナメはもう戦えません。


　剣けんを握にぎるのが怖こわい──そのカナメを連れて行くわけにはいかないが、今のカナメを一人で置いておくのも、できれば避さけたい。


　マルクは少し悩なやんでから、ジェノバに向き合った。


「ジェノバ。エルミナを捜さがします。オウマを追ってください」


「良かろう。引き受ける……が、カナメ嬢はどうする？」


「わ、私は……」


　怯おびえたように身を退ひくカナメの手をマルクはそっと握った。


「カナメ。あなたはここで待っていてください」


　それしか、選せん択たく肢しはなかった。カナメは、傷ついたように俯うつむく。


「私はエルミナを連れ戻しにいきます。ですから、あなたは少しだけでいいです。私のことも信じてください」


「信じる……？」


「あなたの居場所は私が取り返します。剣を捨すてるのも、生き甲が斐いを探さがすのも、安心して考えられるあなたの居場所です」


　カナメがポカンとした顔で口を開き、ジェノバが隣となりでクックと肩かたを揺ゆらした。


「ははは。まるで愛の告白ではないか。貴公はどちらの娘を助けたいのだ？」


　ジェノバにからかわれ、カナメが乙女おとめのように顔を赤らめる。


　──愛の告白──そう言われて、マルクとてなにも感じないわけではなかった。先ほどこれでもかというほどセリアにいびられたこともある。マルクは確かにカナメを女として見て、女として意識している。


　──ですが、それでも私はエルミナに元に戻ってほしいのです。


　マルクは怯ひるむことなくいつも通りの微び笑しようを浮うかべた。


「どちらもです。エルミナは元に戻します。カナメの居場所も守ります。どちらもやり遂とげればいいだけの話です。私はヴァレンシュタイン家の執事バトラーなのですから」


　そう答えると、ジェノバはさも面白そうに笑った。


「強ごう欲よくだ。傲ごう慢まんだ。だがそれでこそだ。我が友と認みとめた貴公は、いかなる障しよう害がいも笑いながら踏ふみつぶす、黒を纏まとうに相応ふさわしい契約者だったぞ」


　ジェノバは含ふくみ笑いをこぼしたまま、夜の貧ひん民みん街がいへと足を向けた。


　そう──夜である。いつの間にか、完全に日が暮くれていた。


〈魔ま術じゆつ師し〉は後こう悔かいすることになるだろう。よりによってこの時間にエルミナを攫さらったことを。マルクがジェノバに倣ならおうとすると、カナメが服の裾すそを引っ張った。


「マルク……」


　消え入りそうな声。不安そうにマルクを見上げるカナメに、マルクは微笑を以もつて丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。ここならロッジが誰だれも近づけさせません」


「いや、そういうことではなくてじゃな……」


　なにやら頰ほおを赤く染そめてモゴモゴと呟つぶやくカナメ。やがて諦あきらめたように手を放した。


「もう良い。行け。私の居場所を取り返してくれるのであろ？」


　首を傾かしげながらも、ジェノバを待たせているのでマルクは夜の街へ足を踏ふみ入れる。


　その後ろで、カナメが呟いた言葉に気づくこともなく。


「おんしは卑ひ怯きようじゃ。私のことをどう想おもっているか、それくらいハッキリ言わぬか」
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　目を開けると、周囲はずいぶん暗かった。いつの間にか日が暮れていたらしい。


　ここはどこだろうか。部屋の中ではなく、地面には土と砂じや利りがある。見上げると、頭上ではなにか大きなものが空を遮さえぎっており、しばらくしてからそれが橋なのだと分かった。どうやら昼間に見た建設中の橋の下にいるらしい。


「目が覚めたか？」


　見知らぬ人の声にビクッと身を震ふるわすと、すぐ側そばに東洋人の青年の姿があった。マルクやカナメ、ジェノバの姿は見当たらない。


　エルミナは、ようやく自分が攫われたらしいことに気づいた。


「あなたは……、わたくしをどうなさるおつもりですの？」


　今の自分はマルクたちがいてくれないことには右も左も分からない。当然、一人でできることなどなにもなく、攫われたことで良い結果を生めるはずもない。


　エルミナが身を硬かたくしてそう問いかけると、青年は面めん倒どうくさそうに呟いた。


「別に？　俺おれは誘ゆう拐かい犯はんになってくれって依い頼らいされただけで、それ以外は頼たのまれてないよ」


　本当にどうでも良さそうにそう答えられ、エルミナは拍ひよう子し抜ぬけした。こうしている今も、エルミナの手足が縛しばられるようなこともない。このまま走って逃にげても見み逃のがしてもらえるのではないかと思えるほど、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなかった。


　ひとまず、本当に危害を加えるつもりはないようだ。エルミナは思い切って訊きいてみた。


「依頼って……、わたくしを攫って誰か得をなさるんですの？」


「ええっと……ああ、いや駄だ目めだ。一応、俺も契けい約やく者しやなんでな。依頼の内容はベラベラしゃべれないよ」


　なにか理由があれば普ふ通つうに話してくれそうな口調だった。


「では、わたくしがここであなたを雇やといたいと申し上げたら、どうなりますの？」


　青年は、初めてエルミナの顔を見た。


「驚おどろいたな……。あんた、意外と大だい胆たんなこと言うんだな」


「……どうなのです？」


　これ以上、マルクたちに迷めい惑わくはかけたくない。エルミナがそう問いかけると、青年はボリボリと頭をかいた。


「うーん……そうだなあ、あんたが俺の頼み事を聞いてくれるんなら、依頼のことを話してもいいけど」


「頼み……？　その前に、わたくしは『あんた』ではなく、エルミナと申します。あなたのお名前は？」


「俺はオウマ。田舎いなか生まれなもんでね。姓せいはないよ、エルミナさん」


　キョクトでは、前世紀まで庶しよ民みんは姓を名乗ることができなかったのだという。姉からそんな話を聞いたことを思い出し、エルミナは納なつ得とくした。


「それで、頼みとはなんですの？」


　青年──オウマは憎にくめない笑みを浮かべた。


「謳うたを、歌ってくれないかな」


「謳……？」


「あのとき響ひびいてきた謳、エルミナさんが歌ってたんだろう。もう一度……いや、できればずっと聴きかせてほしい」


「それは……かまいませんけれど、何な故ぜですの？」


　そう問いかけると、オウマは寂さびしそうな笑みを浮かべた。


「ある女の子のことを思い出したんだ。だけど、時間が経たてばまた忘わすれてしまう。せっかく思い出したのに、もう忘れ始めてるんだ。忘れるわけにはいかないのに。……あの謳を聴いてる間だけ、ハッキリと思い出せるんだ」


　謳を聴いたくらいで思い出すことがあるのだろうか。エルミナが首を傾げていると、オウマは頼たよりない笑みを浮かべた。


「まあ、こんなときに歌えって言っても無理だよな」


「そういうわけではないのですけど……」


　人前で歌えと言われると、普ふ通つうに恥はずかしいのだ。


「あの、その方、恋こい人びとさんでしたの？」


　オウマはブッと噴ふき出した。


「恋人か……。そんなことを考えるには、ちょっとお互たがい子こ供どもすぎたな。まあ、兄妹きようだいみたいな感覚だったんじゃないかな」


　──兄妹──また少し頭ず痛つうがした。


　そんなエルミナに気づいたらしく、オウマが心配そうに顔を覗のぞき込こんできた。


「大丈夫か？」


「え、ええ……。大丈夫ですわ。少し、頭が痛いたいだけですの」


「殴なぐられたのかい？　手て荒あらな真ま似ねはしてないと思ったんだけどな」


　まるで自分の知らないことを訊たずねるような口調に、エルミナは違い和わ感かんを覚えた。


「あの、オウマさんがわたくしを攫さらったのですよね……？」


　そう訊くと、オウマは口が滑すべったという顔をした。


「気にするな。ちょっと忘れっぽいだけだ。……まあ、話を元に戻すけどな。ひい様……みんなその子のことを〝ひい様〟って呼んでたんだけどな。村には俺とひい様しか子供がいなかったから、よくいっしょに遊んでたんだ」


　──あら……？


　あまりによく似た話を聞いた覚えがあるので、エルミナは引きつった微び笑しようを浮かべた。


「あの……、もしかして、その方、人柱に立たされたりしてません？」


　恐る恐る問いかけると、オウマは心底驚いた顔をした。


「あんた、人の心が読めるのか？」


　──本気で言っているのかしら。この方、本気で言っているのかしら。


　エルミナの頰ほおに一ひと筋すじの汗あせが伝う。そしてある疑ぎ問もんに気づいた。


　──わたくしが、カナメさんといっしょにいたことに気づいていないのですか？


　エルミナを攫われたのは、恐らくカナメたちの部屋を出た直後である。その部屋にいたカナメに気づかなかったとは考えにくい。


　──他ほかにもお仲間の方がいらっしゃるのかしら？


　先ほどの口ぶりも考えれば、最低でももう一人は関かかわっていそうである。そんなことを考えるエルミナに気づきもせず、オウマは続きを語り始める。


「まあ、いいか。そう、その通りなんだ。ひい様はよりによって人柱に立たされた。……なのに最後まで、俺のことを心配させないように笑ってくれたんだ」


　また頭痛が始まっていた。それに加え吐はき気も。カナメの話を聞いているときもそうだった。この話はどういうわけか聞いていると気分が悪くなる。


「俺はさ。そのとき守ってやらなきゃいけなかったんだ。いっしょに、逃げてやらなきゃいけなかったんだ」


　──いっしょに逃げなきゃ──


　炎えん上じようする、屋や敷しきが見えた気がした。


　そこから逃げるように、誰だれかの手を強く引く自分。


「なのに、俺は自分だけ逃げたんだ。あのときなら、まだひい様を助けられたかもしれないのに、俺は自分のことしか考えなかった。……ひい様と逃げようと決心したのは、それから三日も経たってからだったよ」


　逃げることなどできはしないのに。


　エルミナは〈アルス・マグナ〉のためだけに育てられたのだから。なのに少女はそれに気付いていなかった。


「人柱の祭さい壇だんに行ったときには、もう手て遅おくれだった。ひい様は、人間じゃなくなってた。だけど、まだいっしょに逃げることができたんだ。なのに──」


　振ふり払はらわれる手。


　自分を責める、自分と同じ色の瞳ひとみ。


　そして──


「なのに──俺は、ひい様を斬きった」


　そして、少女は全すべてを思い出した。


　──ああ……、そうだったのですか。


　自分と姉の間になにが起こったのか。そして、何故今の自分に途と方ほうもない違和感を覚えたのか。そして、何故自分の瞳に契約者の翳かげが揺れるのか。


「なあ、ひい様がもし生きてたら、どうしたいかな？」


　──姉様は、わたくしをどうしたかったのでしょうか？


　少女が縋すがるような視線を向けると、オウマは暗い空を見上げて諦あきらめたような笑みを浮かべていた。





「やっぱり、憎にくんでるんだろうな……」





　──憎い──わたくしは、姉様に憎まれているのですか？


　ズキンッ──と、今までで一番大きな頭痛が走った。


　目の前がグニャリと歪ゆがむ。


〈アルス・マグナ〉が再び自分を引き込こみ始めたのだと分かった。


　少女の瞳に揺れる契約者の翳──それは闇やみを抱かかえ、異い能のうに魅み入いられた迷まよい子ごの印。


「エルミナさんの謳うた、聴ききたかったけどな。こっちも時間切れらしい」


　重たい瞼まぶたに鎖とざされていく世界に、丸メガネの少年の顔がちらりと見えた気がした。


　少女に──あなたはあなたです──そう言ってくれた少年。縋るように彼へ手を伸ばし、そして少女は暗い闇の底に堕おちていった。
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　猟りよう犬けんのごとく夜の街を駆かけ抜ぬけるジェノバ。マルクがそれを追ってたどり着いたのは、昼間ジェノバの棺かん桶おけを見つけた橋の建設現場だった。


　そのままジェノバが土手を下ったので、マルクも続く。


　橋の下に、その青年──オウマは、確かに佇たたずんでいた。こうして向き合うと、これといって悪意もないただの青年にしか見えない。


　その側そば──土手側の斜しや面めんに、灰はい色いろのドレスの少女が横たわっていた。意識がないらしい。ダラリとした手足にはなんの力もこもっていない。


　マルクがそちらに近づこうとすると、ジェノバが袖そでを摑つかんできた。


「〈黒衣〉、我われが受けた依い頼らいは貴き公こうをここまで案内することだ。間ま違ちがいないな？」


「ええ。ここまでで十分です。あとは、私が片かた付づけます」


「ならば、我も報ほう酬しゆうを要求するぞ」


　報酬──そのことを忘れており、マルクは軽く舌打ちをした。契約者にものを頼たのむということは、こういうことである。この状じよう況きようになってそれを言ったからには、マルクが断りたくなるような内容に違いない。


　マルクが改まって頷うなずくと、ジェノバは満足そうな笑みを浮かべた。


「我が要求する報酬は、これから一晩、我の邪じや魔まをしないことだ」


「……なにを、するつもりです？」


　ジェノバがオウマ側についたところで、マルクはどうとでもする自信があった。しかし邪魔をするなと言うならば別である。最悪、このままエルミナが連れ去られかねない。


　マルクの心境に気づいたのか、ジェノバは心外そうに目を大きくした。


「なに。そう厄やつ介かいなことを言うつもりはない。彼の手に持っているものを我がもらう。そう言っているだけだ」


　オウマはその手に長い刃は物ものを握にぎりしめていた。鞘さやがないせいで、刀身には古びた布きれが巻まき付けられている。どうやらカナメのカタナを要求しているらしい。


　マルクは観念して頷うなずいた。


「仕方がありません。……手伝いましょうか？」


「ははは。見み損そこなうな。報酬を受け取るだけだ。貴公に手て渡わたしてもらう必要はないさ」


「ですが、今〝棺ひつぎ〟を持っていないでしょう？」


　マルクがオウマを追ってくれと頼んだせいか、ジェノバはいつも背負っている棺かん桶おけを持ってきていなかった。


「必要ない。彼の能力は我とは相あい性しようが良い。棺を開くまでもないさ」


　そう言うと、ジェノバはオウマの方へ進んでいった。


　マルクはそれを見送りながらエルミナの側そばへ駆け寄る。ジェノバの言ったことは引っかかったが、オウマの相手をしてくれるのはありがたい話でもある。マルクの最さい優ゆう先せん事じ項こうはエルミナを取り戻すことなのだから。


「エルミナ」


　抱かかえ起こすと、小さな呻うめき声が返ってきた。通りの街灯も橋の下までは照らしてくれない。上う手まく確かめられなかったが、とりあえず酷ひどい怪け我がをしている様子はない。


　エルミナを確保できたことで、ホッと息をつくと、ジェノバとオウマが向き合っていた。


「また会ったなオウマ」


「あんた、ジェノバ……か？　そ、そんな格かつ好こうしてたのか」


　ジェノバとオウマは顔見知りらしいのだが、オウマは今さらそんなことを言っていた。


「ははは。夜という黒き世界に、黒我の美しさを改めて思い知ったということか！」


「いや……、ごめん、俺には無理だ」


　ここまで全力で走ってきたのだ。いかに冬が近いとはいえ、汗あせの一つくらいはかく。そもそもジェノバの〝血〟という能力は、使えば必然と体温を上じよう昇しようさせてしまう。つまり、現在ジェノバの顔はまた化粧メイクが溶とけ始めて大変なことになっていた。


　全力で戦おののくオウマに軽く親近感を覚えたが、マルクはそれを黙だまって見守ることにした。


　マルクとて契約者である。一度交かわした契約を破ることはできない。ジェノバがマルクからの依頼を遂すい行こうした以上、マルクとて報酬を支払わずにはいられないのだ。


「まあ、凡ぼん人じん臭くさい貴公が、黒の頂いただきたる高貴な我に近寄り難がたいのは無理はない。我とて無益な争いは好まぬ。さあ、貴公が持つ剣を我に渡わたすがよい」


　もう、人の話とか、会話とか、なにもかもを無む視しした言動。オウマは怯おびえたように後あと退ずさるが、それでも健けな気げに口を開いた。


「悪いが、こいつは渡せない。こいつを持つべき人はあんたじゃないんだ」


　カタナを左手に抱え直し、もう片かた方ほうの手に得物を握にぎる。鞭むちのような剣──刃じん鞭べんとでも呼ぼうか──は、やはり鞭のように輪の形に巻かれて収しゆう納のうされていた。


「我がその持つべきものに手渡してやると言ってもか？」


　怪あやしく囁ささやくジェノバに、オウマは驚いたような顔を見せるが、やはり首を横に振った。


「こいつは、俺が手渡さないと意味がないんだ」


「それは残念だ」


　ジェノバが肩にかかる黒髪を払い、オウマの刃鞭がジャラリと解ほどける。


　そして──それが合図となった。





「惑まどわせ──〈憑黄泉ツクヨミ〉」


「呪のろえ──〈デル・ドーレ〉」


　オウマの姿が霞かすんでいき、ジェノバが真っ直すぐ突とつ進しんする。


　視し認にんできなくなったオウマへ、ジェノバは迷いのない足取りで詰つめ寄る。そして──


　ジャッ──刃鞭が風を薙ないだ音。


「躱かわした──？」


　狼狽うろたえた声を上げたのはオウマだ。刃鞭の音が響いたときには、ジェノバは宙ちゆうへ身を翻ひるがえらせていった。


「我とて痛いたいものは痛いのだ。わざわざ斬きられてはやらぬぞ」


　着地したジェノバは、そのまま鋭えい角かくに横へ跳とび、それからまた駆け出す。


　刃鞭の射しや程てい距きよ離りは長い。その上目に見えないのだから回かい避ひのしようがない。その刃鞭を平然と躱すジェノバ。踏ふみ入られたことのない領りよう域いきに踏み込まれ、オウマには為なす術すべもなかったのだろう。


「どうなってるんだ？」


　オウマが狼狽えた声を上げたときには、ジェノバは確信の笑みを浮かべていた。そのままなにかをたぐり寄せるように宙を摑つかむと、そのまま勢いよく身を捻ひねる。


　ドゴンッ──重たい音を響かせ、橋の主柱が大きく抉えぐれた。


　陥かん没ぼつした柱にジワジワと色が広がっていき、やがて人の形となる。どうやらジェノバに放ほうり投げられたらしい。


「貴公の剣には我の血が染しみついている。血を扱あつかう我が、己おのれの血の存在を意識できぬとでも思ったか？」


　他人に再生能力まで付加できるジェノバの〝血〟は、ジェノバの身を離はなれてなお活動し続ける。ジェノバを斬きった剣ならば、その存在はジェノバからは丸わかりである。


　そして、オウマを放り投げたジェノバの手には、長いカタナが握られていた。


　圧あつ倒とう的──能力の相性を差し引いても、そう呼べる力の差だった。


「それでは、これはもらっていくぞ」


　カタナを抱かかえ、満足そうに宣せん言げんするジェノバ。柱にめり込こむように寄りかかっていたオウマがなんとか立ち上がる。


「待てよ……。勝手に終わらせるな」


「いや、終わりさ。我はもうここに用はない。しかし貴公にはまだ用があるものがいる」


　そう言ってマルクへ視線を投げかけるジェノバ。マルクは仕方なさそうに苦く笑しよう。


「ではな。楽しい夜を」


　そう言い残すと、ジェノバは大きく跳ちよう躍やくした。カタンと硬かたい靴くつの音を立てて着地したのは橋の欄らん干かんだった。土手の下から橋の上まで届とどく跳躍力。薄うす暗ぐらいこの時間でなかったならスカートの中が丸見えだろうその素そ行こうに、マルクは顔を覆おおった。


「待てって言ってるだろう！」


　そのまま走り去るジェノバを追おうと、オウマが立ち上がる。マルクはそちらに困ったような笑みを投げかけた。


「ああ、ちょっと、お待ちになるのはあなたの方ですよ。私の用事がまだ済すんでません」


　マルクがエルミナの側から離れてそう言うと、オウマは忌いま々いましそうに舌打ち。


「惑まどわせ〈憑──っ？」


　スコン──小気味の良い音と共に、オウマの帽ぼう子しがはね飛ばされていた。


　はね飛ばされた帽子は、橋の主柱に釘くぎ付づけになっていた。打ち込まれたのは銀食器のナイフ。もちろんマルクが投げたものである。


「あまり、後ろから撃うつようなことは好きではありません」


　消えた直後ならばマルクにも狙ねらい撃てる。それが分かったからだろう。オウマもしぶしぶマルクへ向き直る。


「あんた、ひい様……カナメの仲間じゃないのかよ」


「そうですね。同じ屋や敷しきで働く使用人ですから仲間と言えるでしょう」


「だったら──」


　マルクはオウマの言葉を遮さえぎるように、丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「私はヴァレンシュタイン家執事バトラーマルク＝マルドゥーク。我わが主あるじエルミナお嬢じよう様さまのお迎むかえにあがりました。お嬢様さえお返しいただければ、執事バトラーとしてはここに用はありません」


「だったら、連れて行けよ。俺は攫さらうことを依い頼らいされただけで、それ以上は関係ない」


「助かります。それでは執事バトラーとしての職務は完かん遂すいできたことになるのですが……、私個人としてはもう一つ用件がございます」


　声には明確に怒ど気きと呼よべる響ひびきが含ふくまれていた。それを感じたのだろう。オウマも反はん射しや的に刃鞭を構えていた。


　正直なところ、マルク自身もカナメをどう想おもっているのか、上う手まく説明できなかった。


　カナメの隣となりならば気を張らずにいられるし、今までこれほど他人に気を許したことはない。友と呼ぶならもちろんそうも呼べるのだろう。そして彼女が異い性せいであることも理解しているし、それを意識しているのも事実である。


　あんなふうに泣かれて、守ってやりたいと想ったのは間ま違ちがいない。


　ところがそうしてカナメを意識すると、どうしても別の少女のことを思い出してしまう。


　マルクに初めて居場所というものを与あたえてくれた少女。未いまだに多くを語ってはくれないいが、契けい約やく者しやですら戦おののくほど暗い瞳ひとみ。人形のように無表情な彼女を笑わせてやりたい。それがあの屋敷に留とどまる理由の全すべてなのだ。


　どちらも、マルクがあの屋敷で見つけた大切なものだ。


　自分でも彼女たちにどうしたいのか、どうしてほしいのか分からない。


　それでも、一つだけハッキリしていることがある。


　どうしても許せないことがある。


「あなたは──」


　マルクは銀ナイフを手の中に滑すべり込こませる。


「──カナメを泣かせました」


　戦う理由には、十分だった。
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　肩かたに掛かけられた燕えん尾び服ふく。


　マルクのにおいが染しみついたそれを体に巻まき付け、カナメは一人椅い子すに座すわり込んでいた。


　外はすでに日が暮くれているらしい。貧ひん民みん街がいらしいこの場所で、窓まどから差し込む明かりはなく部屋の中にも明かりはない。


　目を開けているのかどうかも、意識しないと感じられない暗くら闇やみ。夜目が利きくカナメでも、ぼんやりと家具らしきものの輪りん郭かくを認にん識しきできるだけだ。実際に見えているというよりも、位置を記き憶おくしているから想像イメージできるといった程度に。


　カナメは小さなため息をついた。


　──人を殺せない──


　明確にそれを自覚したのは、ヨハエルに指し摘てきされたときだった。


　──今のヒラサカさん、なんか、怖ヽくヽなヽいヽんですよね──


　それはそうだろう。刃物を恐れる契約者など、誰だれが恐れるものか。


　剣と異い能のうを取ったら自分になにが残るだろう。なにも残らない。そしてあの屋敷には剣は必要ない。剣は人を殺すための道具なのだ。剣を握にぎれば、居い心地ごこちの良い居場所が壊こわれてしまう。また契約者狩がりに逆ぎやく戻もどりしてしまう。だがやはり自分には剣と異能しかない。


　どちらかを捨すてなければならないのに、どちらも手放せない。終わりのない螺ら旋せんを転がるうちに、もう剣が握れなくなっていた。


　──人を殺すことに、価か値ちなんてないんですよ──


　そんなカナメに、マルクはそう言ってくれた。そう言われて、自分はまだ戦えるとも、マルクに行くなとも言えず、カナメはこんなところで膝ひざを抱かかえている。
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　──オウマ……。


　まさか契約者になっているとは思わなかった。ましてやこの大陸に渡わたっているなど……。


　故こ郷きようでのたった一人の友達。カナメの我わが儘ままをいつでも聞いてくれ、そして最後にカナメを斬きった少年。


　オウマに斬られたから、カナメは人間でいることを諦あきらめることができた。人間でいることを諦めたから、カナメは生きることができた。


　世界はカナメを受け入れはしない。


　だからカナメも世界を拒きよ絶ぜつする。


　拒絶して、誰にも気を許さなければ誰にも負けることはない。


　抜ぬけ殻がらになった暗くら乃の守かみを振るい。いつかその剣がへし折れる瞬しゆん間かんを夢見て。


　ただひたすら、戦って、戦って、戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦っ戦って戦って戦って──


　最後に行き着いた先で、どうしようもなく、勝ち目のない相手に出会って。そして──


　──あなたが女性だと思わなかったのです──


　困ったようにそう言った、自分を負かした相手の顔を思い出して、カナメは顔を赤らめた。


　──あのたわけ……。


　最後の相手はあまりに強かった。そしてあまりに容よう赦しやがなかった。だというのに、どこまでも人間くさかった。


　そして、カナメに人間でもいいのだと言ってくれた。


　──私のことも信じてください──


　そのマルクがこう言ったのだ。


　──信じるに、決まっているではないか……。


　マルクは全部取り返すと言った。カナメの居場所も、エルミナも。


　だというのに、カナメは心のどこかでオウマのことを考えている。


　あのとき、斬ろうとした相手がオウマで、カナメは迷った。いや迷うどころの話ではないだろう。完全に自失してしまった。


　故郷にいたころの全すべてが、オウマとともにあったと言ってもいい。その彼が目の前に現れ──剣を握ることへの迷い──契約者狩がりの記憶──人柱の祭さい壇だん──いろんなものがどっと溢あふれ出した。


　──ところで、あんた……誰だい──


　しかし、そんなふうに考えていたのはカナメだけだった。オウマは、カナメのことなど欠片かけらほどにも覚えていなかった。


　別に、今さらオウマのことを憎にくんではいなかった。憎むという行こう為いもなかなか根気のいる話である。憎んでも憎んでも、晴れることのない憎しみ。そんなものを抱えていると、しだいに疲つかれてくる。疲れて、どうでもよくなってくる。


　カナメは全てがどうでもよくなるまで契約者を狩り続けた。それでもオウマを気にかけているのは何故だろう。やはり憎いのだろうか。それとも思い出に縋すがりたいのだろうか？


　──違うな。悔くやしかったのじゃ……。


　暗がりの中を歩き続けて、ようやく手を差し伸のべてくれる誰かに出会えて、初めて生きていたいと思えた。なのに、それがなんの意味もなかったかのように踏ふみにじられた。


　それが、悔しい。それがかつて慕したった人間だからこそ、なおさら悔しい。なにもやり返せないまま、他の誰かに狩られてしまうのが悔しい。


　なのに、どうして自分はこんなところで膝を抱えているのだろう？





　ギイィ──カナメの思考は、その無ぶ粋すいな物音に遮さえぎられた。


「……ジェノバか？」


　誰かが扉とびらを開けたらしい。足音、息づかい、衣きぬ擦ずれの音、そういったものから相手の正体が知れてしまう。カナメは、そんな感覚を覚えるほど戦場に身を置いていた。


「カナメ嬢じよう、いるのか……まったく、明かりも点つけていないのか。……とは言っても、電気が通っていないのだな」


　やはりジェノバらしい。マルクとともに行ったはずなのだが、マルクの気配はない。


「マルクは……？」


　自分の口から溢れたのが迷まよい子ごのような声だったことで、カナメは羞しゆう恥ちに苛さいなまれる。そしてそれはジェノバも同様らしい。呆あきれられたらしいことが、気配で分かった。


「なんだその様は。我は貴公のそのような腑ふ抜ぬけた姿を見に来たのではないぞ？」


　やはり腑抜けて見えるらしい。カナメが自じ嘲ちようしているとジェノバは苛いら立だった声を上げた。


「ランタンもないのか？　ええい、面めん倒どうだな」


　ガチャン──と、金属が触ふれ合う音が響いた。


　どうやらジェノバが自分の棺かん桶おけを開いたらしい。暗くら闇やみに慣れているカナメの目は、ジェノバが棺ひつぎからなにかを引きずり出したことを視し認にんできた。


「暗いのならば、外に出たらどうじゃ？」


　なにか声をかけないと不安で──そんなことですらもはや不安を感じるとは──カナメは様子を窺うかがうような声をかける。


「名案だが、もう少し良い手があるさ」


　ジャララララ──オウマの刃じん鞭べんにも似た、金属のぶつかり合う音。


「鎖くさり……？」


　正体に気づいてカナメが声を漏らすと、暗闇の中、ジェノバが笑ったような気がした。


「──避けろよ？」


　瞬しゆん間かん、カナメは悪お寒かんを感じて椅い子すから飛び退のいた。同時に暗闇の中、銀色に光るなにかが凄すさまじい勢いで駆かけ抜ぬける。


　メキメキメキメキメキッ──大木がへし折れるような音が轟とどろき、椅子が、テーブルが、壁かべが、扉とびらが、床ゆかが、天てん井じようが、小屋の全てが破は壊かいされていく。


　ジェノバが手にした〝なにか〟が、容赦なく全てを破壊していく。カナメは〝なんとなく〟という感覚に任せて、嵐あらしのように吹ふき荒あれる〝なにか〟を必死で躱かわす。


　室内に突とつ然ぜん発生した嵐──それは恐らく、長くとも数秒の出来事だったのだろう。しかしその嵐のまっただ中にいたなら永遠に思える数秒。


　やがて鋼はがねの嵐が収まったころ、カナメが恐る恐る顔を上げると、頭上からは皓こう々こうと月明かりが降ふり注いでいた。


　天井……どころか、小屋そのものが木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んでいた。その小屋の中にいたカナメが無む傷きずでいられるのは奇き跡せきなのか、あるいはジェノバが手加減したからなのか。


「な、なんだこれは？」


　周囲には、ジャケット姿すがたの男たちが集まってきていた。ロッジの部下たちだろう。警けい護ごしていた小屋が吹き飛んだのだ。慌あわてるのは当然である。


「ははは。すっきりしたな」


　清すが々すがしく笑うジェノバ。その周りには長大な鎖が輪を描えがいていた。一いつ環かん一いつ環かんが大人の手の平ほどもあり、直ちよく撃げきすれば人間の体など簡かん単たんにひしゃげそうな代しろ物ものである。先せん端たんには、墓標のごとく巨きよ大だいな十じゆう字じ架か。棺の蓋ふたに嵌はまっていたものだろう。


　連接棍棒モーニングスター……と呼よべなくもないが、明らかに人類が扱あつかう重量の兵器ではない。


「け、契約者か！」


　ギャングたちが拳けん銃じゆうを抜く。ひとまず凶きよう器きを振り回しているジェノバを敵だと判断したらしい。その判断は間ま違ちがいではないが、その行動は失敗だった。


「やめよ、逃にげぬか！」


　カナメの制止は、少しだけ遅おそかった。ジェノバは連接棍棒モーニングスターを軽く振るって見せる。


　グシャリ──僅わずかに残っていた小屋の残ざん骸がいがあっけなく砕くだけ散る。


　その破は片へんが直撃し、ギャングたちは悲鳴を上げて地面へ投げ出される。まだ息はありそうではあるが、骨ほねの一本や二本は折れたことだろう。破片がぶつかっただけであの威い力りよくである。直撃すれば挽ひき肉になるだろう。


　邪じや魔ま者ものがいなくなったことを満足そうに眺ながめると、ジェノバはこちらに向かってなにかを放る。


　ドスッ──鈍にぶい音を立てて突つき刺ささったのは、カナメにとって非常に見覚えのあるカタナ──暗くら乃の守かみだった。


「貴公の得物は取り返した。これで貴公も十全だろう？　さあ、我の望みを叶かなえておくれ」


　ジェノバは顔半分を覆おおっていた仮面を外す。その下から現れたのは、左目を断たち割わるように刻きざまれた一ひと筋すじの刀傷。どうやら反対側の化粧メイクは、その傷に合わせて塗ぬっていたらしい。


「その傷……私が、やったのか……？」


「ははは。我の能力を以もつてしても修復できぬ。我が契約者となって初めて負わされた傷だ。まさか貴公が覚えておらぬとは思わなかったぞ？　さすがに、屈くつ辱じよくを感じたよ」


　カナメは、脱だつ力りよくしたようにへたり込んだ。


　──おんし、どこかで私と会っておらぬか──


　カナメは、本気でそう訊きいた。つまり、本当に覚えていなかったのだ。


　──私は、オウマと同じことをやってきたのか……。


　オウマに斬られた今だから分かる。自分を斬った相手が自分のことを覚えていないということが、どれほど屈辱であるか。


　──あなたの居場所を取り返します──


　マルクはそう言ってくれたが、こればかりは自分が向き合わなければならないだろう。


　カナメは観念したように立ち上がると、二ヶ月ぶりに己おのれの愛刀を抜いた。


　カタナは、刃は毀こぼれでボロボロだった。当然だろう。いつもへし折るつもりで振るってきたのだ。その上、最後には濁だく流りゆうの中に落とした。折れなかっただけでも僥ぎよう倖こうである。


「そうだ。それでいい。さあ、あの日の決着をつけようぞ」


　鎖を振るうジェノバへ切っ先を向け、カナメは唇くちびるを嚙かみしめた。


　──答えを、出さなければならぬのか。


　剣けんを捨すてるのか。剣を拾うのか。あるいは、それ以外に道があるのか。
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「邪魔を──するなぁぁぁぁぁぁあっ！」


　吠ほえながら刃鞭を一いつ閃せんするオウマ。マルクはそれをにこやかな微び笑しようを浮うかべたまま避けもせずに見守る。


　刃鞭は、マルクに接せつ触しよくする寸すん前ぜんで写真フオトグラフの映えい像ぞうのように静止した。


　マルクはそっとメガネの位置を修正すると、つまらなさそうに呟つぶやいた。


「あなたがカナメに一ひと太た刀ちを当てられたのは、やはりなにかの間違いだったようですね」


　かつて交戦したとき、マルクは最後までカナメの太刀筋を目で見切ることはできなかった。それがオウマの剣なら寸止めさせるという遊びを交える余よ裕ゆうがある。


　マルクは賓ひん客きやくを招くように片かた腕うでを広げて腰こしを折る。


「どうぞ。能力をお使いください。待っていて差し上げます」


　オウマは怒ど気きのこもった声で吐き捨すてる。


「あんたは、馬ば鹿かだ。あんたの能力、影かげなんだろう？　あんたじゃ俺は止められない──惑まどわせ〈憑黄泉ツクヨミ〉」


　呼びかけに応こたえるかのように、オウマの姿が消えていく。マルクが止めた刃鞭も同様に透とう明めい化していく。


　夜になるとマルクの能力は制約が外れる。範はん囲いは飛ひ躍やく的てきに拡かく大だいし、能力の行使に立ち止まる必要もなくなる。しかし〝影〟という条件を超こえられるものではない。透明化という影を落とさない能力のオウマには作用しえない。


　それでも、マルクは涼すずやかな微笑を湛たたえたまま、慌あわてず動じず、紳しん士し的にオウマの能力が発現するのを見守った。


　やがてオウマの姿が完全に透明化すると、マルクは軽く地面を蹴けりつけ、それでズボンについた汚よごれを払はらい落とす。橋の下だけあって風が強い。周囲には掘ほり起こされた土がいくつも小山を形成している。その小山から濃のう厚こうな砂すな埃ぼこりが立ちこめていた。


　マルクの仕草を余裕の表れと感じたのだろう。警けい告こくもなく──


　ビュッ──刃鞭が風を切った。


　もはやオウマがどこにいるのかを確かめる術すべはない。街灯も届とどかぬ橋の下は薄うす暗ぐらく、マルクの視力では透明化しなくとも目視困こん難なん。影を落とさぬそれをマルクの能力で止めることもできない。


　できないはずだというのに──マルクは落ち着いた動作で小さく身を屈かがめる。


　風の音が頭上を横切り、髪かみの数本が宙へ舞まう。刃鞭は切れ味が鋭するどい武器ではない。髪の毛が引っ張られた痛いたみでマルクは僅わずかに顔をしかめた。


「切れ味の鈍にぶい刃物ですね。こんなもので斬られた方には同情します」


　嘆なげくようにマルクが呟つぶやくと、風の音に紛まぎれて困こん惑わくしたような声が響いた。


「あんた……、見えてる、のか？」


「なんのことでございましょう？」


　白々しく首を傾かしげるマルクに、声はなにも反はん論ろんしなかった。風に紛らわされるとはいえ、これ以上自分の位置を知られうる手がかりを与あたえてはならないと感じたのだろう。


　それは契約者としても裏うら稼か業ぎようの人間としても、当然の答えだった。むしろこれ以上無様な行動を見せるならば、マルクはもう相手をする必要も感じないところである。


　そしてなんの前まえ触ぶれもなく──ビュッ──刃鞭が風を切る。


　その瞬しゆん間かんには、マルクも僅かに左へ移動しており、遅おくれて足下の地面が小さく爆はぜる。


　続けてマルクはメガネを押さえると、大きく横へ跳ぶ。直後、それまで立っていた地面がなにかでかき回されたように大きく抉えぐれる。


　落ち着いた足取りで着地したマルクは、その地面を見つめ感心したような声を漏らした。


「なかなか奇き妙みような動きをするのですね。まるで蛇へびのようです」


　地面に叩たたきつけられた刃鞭は、蛇のようにのたうち、マルクの足下を襲おそったのだ。マルクも子こ供どものころ、縄なわ跳とびをして遊んだときに似たようなことをやって喜んだ記き憶おくがある。


　間違いなく透明化しているにも拘かかわらず、そこまで見み抜ぬかれたのだ。声はなくとも愕がく然ぜんとしたらしいことが感じられた。


「おや……？　もしや、これで全てなのですか？」


　期待はずれだとでもいうように、マルクが意外そうな声を上げると、オウマは堪こらえきれなくなったように声を上げた。


「な、なんなんだあんたは！　なんだって俺の剣が躱かわせるんだ！」


「はあ……、交戦中の相手にそれをお答えする義務はないと思われますが」


　微笑を浮かべつつ、相手の神経を逆さか撫なでするように訊きき返すマルク。オウマが絶句したのを確かめると、マルクは涼すずやかな微笑を以もつて答えた。


「あなたの仰おつしやる通り、私の能力は影です。影の在あるものならばいかなるものでも括くくります」


　そして、周囲を示すように大きく腕うでを広げる。


「なんだ……？　これは」


　周囲には、砂すな埃ぼこりが立ちこめている。しかしそれは強風に晒さらされているにも拘わらず、まるで変化していなかった。写真フオトグラフで撮さつ影えいした雲が、ちょうどこんな感じではないだろうか。滞たい留りゆうしたまま動かない砂埃は、東方で出回る巨大な綿わた菓が子しのように見えた。


　マルクが括ったのは、その砂埃の影だった。


　元々、マルクの能力は影が希き薄はくな液体や気体は括れない。空気中に巻き上げられた砂は確かに影を落とす形あるものではあるが、影が小さすぎてやはり上う手まく括れないのだ。


　その括りにくい砂埃を拘こう束そくすると、このようなことになる。風では動かないが、雨でも降ふれば拘束が解けてしまう程度の干かん渉しようである。


　そして、その弱々しい干渉は、やはり透明化というオウマの能力にも抗あらがえない。透明化して触れられれば払はらいのけられてしまい、刃鞭の軌き道どうを阻そ害がいすることもできない。


　そのすぐに解ける拘束だからこそ、オウマの刃鞭の軌き跡せきも示してくれる。マルクの視力でその僅かな亀き裂れつを見いだすのは困難だが、拘束が解けるということはその影も動くわけで、マルクにしてみれば背せ中なかをくすぐられるような感覚で意識することができた。


「カナメの真ま似ねをしてみたのですが……、思ったよりも上手くいくものですね」


　地面一帯を能力で浸しん蝕しよくし、そこに踏ふみ入ったものの行動を看かん破ぱするカナメの結界。それを影で模も倣ほうしたのだ。


　──もっとも、夜でなければ扱あつかえませんがね……。


　昼間ならば足の位置が移動すると能力が解けてしまう。それに加え、影の大きさもこの範囲には広げられない。物体を固定するには一部分に接触すれば良いのだが、砂埃のような群体では全ぜん域いきを覆おおい尽つくす必要がある。制約が解けた夜だからこそできる能力である。


　自分が初めから結界の中に囚とらわれていたことを理解したのだろう。オウマが悲鳴のような声を上げた。


「ち……っくしょぉぉぉぉぉおっ！」


　周囲で、風がのたうった。


　ビュビュンッ──ビュビュンッ──幾いく重えにも重なる風を裂さく音。太た刀ち筋すじもなにもない、メチャクチャに振り回しているだけの乱みだれ撃うち。


　マルクは呆あきれたようなため息を漏もらしながらも、それを的確に避よけていく。


「もう、いいでしょう。あなたの程度は知れました──引き裂きなさい〈クフ・リーン〉」


　囁ささやくように語りかけると、〈クフ・リーン〉の影は周囲の影を一いつ斉せいに破壊した。


　メシイッ──橋が悲鳴のような音を立て、バラバラと崩くずれ始める。マルクの影が干渉していたのは橋の影だった。


　そして当然、橋の破片は真下にいるマルクたちの頭上へと降ふり注ぐ。


　ガチンッ──眩まばゆい火花を散らし、刃鞭がはじき飛ばされた。


　降り注いだ木片は、地に落ちることなく宙ちゆうに静止していた。落下の途と中ちゆうをまた影で括り直したのだ。そしてマルクが影を括ったものは、外からの干渉を受け付けない。いかなる衝しよう撃げきを以てしても破壊することの叶かなわない盾たてとなる。


　ガチンッ──ガチンッ──宙に停てい滞たいする強固な盾に遮さえぎられ、虚むなしく火花を散らす刃鞭。


　無む駄だな抵てい抗こうを繰くり返すオウマへ、マルクはゆっくりと歩み寄る。砂埃は、透明化したオウマの姿も空白という目印を以て教えてくれていた。


　一歩──刃鞭をもはじき返す橋の破片は、マルクに対しては主あるじの行進に傅かしずく臣下のごとくその道を差し出す。


　また一歩──周囲に飛び散っていた火花が止やみ、砂埃の空白が移動する。しかし一歩分も動かぬうちに木片に遮られ、行動を停止する


　さらに一歩──逃にげ場もなく、振るった刃やいばが届とどくこともない。オウマにできるのは、ただだだっ子のように手足を振り回すことだけだった。


　そして最後の一歩──マルクは、人型の空白の前に到とう着ちやくしていた。


「うわあああぁぁぁぁあっ！」


　最後の抵抗に虚むなしく火花を振りまくオウマ。


　その正面で堂々と、マルクは上半身を後ろまで捻ひねり、大きく拳こぶしを振りかぶる。限界まで引き絞しぼった弓の弦つるのように、全身の筋がギリギリと軋きしむ。そして──


　グシャッ──渾こん身しんの拳は、姿なきオウマの顔面らしき位置に突つき刺ささった。


　砂埃のキャンバスが透明に塗ぬりつぶされていく。吹き飛んだオウマは、そのまま橋の主柱に衝しよう突とつして地面に転がった。地に伏ふしたそれに、ジワジワと色合いが浮かび上がっていく。殴なぐられたことで能力が解けたらしい。


　マルクはそれを確かく認にんすると、メガネを外して丁てい寧ねいに胸むねポケットへしまい込む。


「今のは、カナメを泣かせた分です」


　そう言うと、呻うめきながらも身を起こそうとするオウマへ静かな足取りで歩み寄る。


「そんなところで寝ねていては、服が汚よごれてしまいますよ」


　心配するかのような言葉とは裏うら腹はらに「次があるのだからさっさと立て」という苛か烈れつな意志を込めて囁くマルク。


　オウマもまた契けい約やく者しやだった。勝負がついていても、果か敢かんに立ち上がり刃鞭を振りかぶる。


　パキンッ──澄すんだ音色を響かせ、刃鞭がバラバラに飛び散った。透明化が解ければ、マルクの影に破壊できないものなど存在しない。


　オウマは愕がく然ぜんとしながらも柄だけになった刃鞭を握りしめ、健けな気げに振り下ろす。


　力らしい力もこもらない、儚はかない反はん抗こう。マルクはそのオウマの意地を避けようともせず、真っ向から受ける。拳が顔面を直ちよく撃げきし、口の中が切れるが、それだけである。マルクに地面の味を教えるには非力すぎる。


　マルクは両手でオウマの襟えり首くびを摑つかみ上げ、続けて背はい筋きん力りよくの限界まで大きく上半身を反らせる。そして──


　グチャッ──マルクの渾身の頭ず突つきが、容よう赦しやなくオウマの顔面に直撃していた。


　呻うめき声を漏らしながら地に頽くずおれるオウマ。そんなオウマを冷れい淡たんに見下ろすと、マルクは冷たい声で囁いた。


「これは、エルミナを巻き込んだ分です」


　マルクの額から、ボタボタと赤い滴しずくが伝い落ちていた。血である。手加減なしで打ち込んだ頭突きで、マルクの額も割われていた。


　──すぐ側そばにいたのに、むざむざエルミナを攫さらわれてしまいました。


　ズキズキと痛いたむ額は、不ふ甲が斐いない自分に対するささやかな罰ばつである。


　地面で悶もん絶ぜつするオウマをマルクはつかみ上げて立たせる。


「そしてこれは──」


「──マルク！」


　再び拳を振りかぶろうとしたマルクは、背中からかかったその聞き覚えのある声で、ピタリと停止した。


　恐る恐る振り返ると、そこでは金色の髪を揺らして少女が身を起こしていた。


「……もう十分であろう。君は私の執事バトラーだ。それ以上やることは許さない」


　毅き然ぜんとした主の言葉で、マルクは摑つかみ上げていたオウマをズルリと落とした。


「エルミナ……？」


　メガネを外した視力では、その姿はぼやけていておぼろげな輪りん郭かくしか捉とらえられない。しかしその翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは、紛まぎれもなく真っ直すぐマルクを見つめていた。


　マルクが駆かけ寄ると、エルミナはゴソゴソと襟に巻まかれていたスカーフを解く。そして、それを丁寧に折りたたむとマルクの額へ押しつけた。


「……血が出ている」


　自分でやったことだが、エルミナに手当てされてしまい、マルクは羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれた。


「……それで、何事かね？　これは」


　呆あきれられたような声でそう言われ、マルクは返答に詰つまった。


「えー……、つまり、殴らないと気の済すまない出来事があったのでございます」


　そう答えると、エルミナは僅わずかながら口元を緩ゆるめたように見えた。


「……君は、メガネを外すと性格が荒あらっぽくなるのだね」


「そ、そういうわけではありません！」


　一体、マルクのメガネをなんだと思っているのだろう。マルクが思わず声を荒あらげると、エルミナは心外そうに目を瞬またたかせた。


「……以前、君がメガネを壊こわしたときもそうだったと記き憶おくしているのだが」


　以前、マルクはカナメと交戦してメガネを壊されたのだが、そのときエルミナが巻き込まれたため、確かにマルクもあまり穏おだやかとは言えない振ふる舞まいをした。


　それを思い出してさらに羞恥心に駆られ──マルクはあることに気づいた。


「以前……記憶している？　エルミナ、思い出したのですか？」


　そう問いかけると、エルミナはまったくもって表情を浮かべないまま小さく首を傾かしげる。


「……なんの話かね」


「え？　あの、その……、もしかして、覚えていらっしゃらないのですか？」


　そう問いかけると、エルミナは周囲へ視線を巡めぐらせ、それから納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「……なるほど。面めん倒どうが起こったのだろうとは推すい測そくできるが、それにどう私が関かかわったのかは思い出せない」


　抑よく揚ようのない声。人形のごとく表情のない顔。それがあまりに自分の知るエルミナそのものだったことに、マルクは狼狽うろたえた。


「お嬢じよう様さま。私のことは分かりますか？」


　エルミナは怪け訝げんそうに瞳を揺ゆらしたが、やがて小さく頷うなずいた。


「……君は、マルクだ。私の執事バトラーだ」


「で、では、アイシャやカナメのことは？」


「……アイシャは私の侍女メイドだ。クーランの少女で私が勉学の面めん倒どうを見ている。カナメはキョクト出身の裁縫師ニードルワーカー。今は私に着物を仕立てているはずだ」


「アーロンやセリアは？」


「……アーロンは庭師ガードナーだ。大きな男でフクロウの面を外さない。セリアは料コ理ツ人ク。アーロンの娘むすめだ」


「で、では……」


「……まだ、答えなければならないのかね？」


　さすがに疲つかれたような声を漏らすエルミナ。マルクは、それでも信じられないように、恐おそる恐おそる声を絞しぼり出す。


「それでは、忘わすれていないのですね。私たちのことも、屋や敷しきのことも、全て……」


「……君のことを、忘れられるはずがなかろう」


　そう答えられ──


「良かった……」


　マルクは、衝しよう動どう的にエルミナを抱だきしめていた。


　実際のところ、マルクはかなり堪えていたらしい。できるだけ考えないようにはしていたが、記憶をなくしたエルミナはやはりマルクの知るエルミナではなかったのだ。


　本当は、押おしつぶされそうなほど不安だったのだ。


　エルミナがマルクを思い出してくれたおかげで、フッと気が緩ゆるんでしまった。必死で抑おさえ込こんでいたものが、ポロリ──と、熱い感かん触しよくとともに頰ほおを伝ってしまった。


　精せい一いつ杯ぱい声を押し殺していると、エルミナは翠玉の瞳を大きく瞬かせ……それから慰なぐさめるかのようにマルクの背中を撫なでた。


「………………」


　エルミナは、なにか言いたげに口を開いたが、結局諦あきらめたらしい。マルクが腕うでの力を緩めるまで、されるがままに抱きしめられていてくれた。





　マルクが落ち着くと、エルミナはそっと体を離はなした。


「……私は、君たちのことを忘れていたのかね」


　エルミナは怪訝そうに眉まゆを揺らした。まったくそういった自覚はないらしい。それから、マルクは最重要事じ項こうを思い出した。


「ええ、ですが、元に戻ったのですからもう大だい丈じよう夫ぶでございます」


「……そう、だろうか」


「そうでございます。これで私の給金も上げていただけるのですから」


　エルミナはピクンと眉を揺らすと、まるで表情を浮うかべないまま、小鳥のように首を傾げた。心なしか、機き嫌げんを悪くしたように見える。


「……なんの話かね。思い出せないのだが」


　威い圧あつ的なまでの無表情でそう言われ、マルクはガックリと膝ひざをついた。そして、クスクスと肩を揺らすエルミナ。相変わらず変化に乏とぼしいが、幽かすかに目を細めて口元を緩めたそれは、微び笑しようと呼よべる表情だった。


　どうやら、からかわれてしまったらしい。マルクがなんとか立ち上がると、エルミナは真っ直ぐ翠玉の瞳を向け、もう一度同じ質問を口にした。


「……それで、なにがあったのかね」


　エルミナは元に戻ったが、今度は逆に記き憶おく喪そう失しつ中の記憶がないようだ。ことの成り行きを説明しようとすると、地面に転がっていたオウマが再び立ち上がろうとしていた。


「……まだ、おやりになるのですか？」


　オウマの能力はマルクとは相性が悪い。夜だからこそ圧倒したが、これが昼ならば相当手こずったはずだ。この調子でまた昼間に狙ねらわれるのは面倒である。できることならば、ここで再起不能にしておきたいところだが……。


　オウマはなんとか身を起こすと、震ふるえる声で懇こん願がんした。


「違う……んだ……、ひ、ひい様を、守らない、と……」


　マルクは眉を顰ひそめた。


「ひい様というのは、カナメのことですか？」


　カナメを斬きったのはオウマである。そのオウマが今度はカナメの心配をするというのはどういうことだろう？


「ジェ、ジェノバの目的は、ひい様なんだ……」


「ジェノバの目的？」


　オウマはこれだけ言っても分からないのかというように、声を荒げた。


「ジェノバは、ひい様を狙ってこの街に来たんだよ！」


　悲ひ痛つうとも言える声。マルクはようやく、真に警けい戒かいすべきはジェノバだったということに気がついた。


「まさか……」


　──今こ宵よい一晩、我われの邪じや魔まをするな──


　ジェノバの本性は、マルクが一番よく知っているはずだった。にも拘かかわらず、マルクはそヽのヽ可ヽ能ヽ性ヽを考えなかった。


　──カナメが危き険けんです……！


　マルクが青ざめていると、エルミナが怪け訝げんそうに翠玉の双そう眸ぼうを細めていた。


「やられました。私は、今宵ジェノバ──カナメを狙う契けい約やく者しやの邪魔をしないという契約を結んでしまいました」


　契約者は一度交かわした契約を違たがえられない。カナメを助けに行くということは、ジェノバの邪魔をすることである。マルクが駆けつけることはできない。


　──人を殺せない──そう言って泣いたカナメだが、マルクが危機感を覚えたのはそのことではない。マルクは自分がカナメに信じろと言ったように、カナメのことも信じている。必ず立ち直る。必要に駆かられれば、彼女は自分の答えを出してみせる。


　──ですが、ジェノバが望んでいるのはその先なのです……！


　ジェノバの本当の危険性は、能力や強さではない。黒のそれに見えるような、異常なまでの執しゆう着ちやく心しんなのだ。マルクが呻うめいていると、エルミナが囁ささやくように呟つぶやいた。


「……事情は知らないが、君はカナメのところへ行かねばならないのだね」


「ですが……」


「……なら、行ヽきヽたヽまヽえヽ」


　エルミナに命ヽじヽられ、マルクの足は勝手に進み始める。


「お嬢様……？」


　勝手に歩き始めたマルクからは、もうエルミナの背中しか見えなかった。エルミナは振り返ることなく、どこか満足そうな声で呟いた。


「……君は、私のために怒おこってくれた。今は、それだけでいい。君を必要としているものの元へ、行ヽっヽてヽやヽりヽたヽまヽえヽ」


　マルクは僅かに驚いたものの、すぐに歓喜で微笑を浮かべた。これこそが、主の言葉だ。これがマルクが傅いた主なのだ。


「──お嬢様の、仰おおせのままに」


　普ふ段だん、厄やつ介かいで堪たまらない〈空白の契約書〉の制約に背中を押され、マルクは再び夜の街を駆け抜けた。
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「どうした〈東方不敗〉。我の左目を奪うばった貴き公こうは、もっと強く美しかったぞ！」


　ジェノバの連接棍棒モーニングスターが大地を抉えぐる。それを必死で避よけつつ、カナメはやはり迷っていた。


　──剣を振るうのが怖こわい──


　ジェノバの能力ならば、カナメが斬りつけたところで死にはしないだろう。それは分かっているのだが、そういう問題ではないのだ。


　──人を殺せない──


　それは死ぬかどうかではなく、人を斬るという行こう為い自体を拒きよ絶ぜつしているのだ。


　──ならば、斬らねば良いのだ。


　カナメは手の中で柄つかを捻ひねり、刃はと峰みねを逆転させる。


　峰打ち──これならば相手を斬ることはない。


　再び振るわれる鎖くさりをかいくぐり、カナメはジェノバのふところへ飛び込こむ。この巨きよ大だいな連接棍棒モーニングスターは、破壊力が大きい代わりに小回りが利かない。振った後に必ず隙すきが生まれる。


　そうしてジェノバを間合いに捉とらえると、カナメは斜ななめ上から袈け裟さ懸がけに打ち込んだ。


「……ふむ。もしや貴公は、我を格下と見くびってはいないか？」


　ジェノバは、面倒くさそうに掲かかげた片かた手てで、カナメの渾こん身しんの打ち込みを造作もなく受け止めていた。


　──こうも歯が立たぬのか……！


〈東方不敗〉──そんな呼び名になんの意味があろうか。今のカナメは契約者どころかただの人間も狩ることができない。


　愕がく然ぜんとするカナメに、ジェノバはつまらなさそうに呟く。


「言っておくが、〈黒衣〉は貴公を助けには来ない。今宵一晩、我の行く手を阻はばむことができるものは存在しない」


　ドゴッ──そして、真横から強きよう烈れつな衝しよう撃げき。


　視界が凄すごい勢いで横に流れ、次の瞬しゆん間かん盛せい大だいな騒そう音おんとともにカナメは地面に転がった。地面……いや、床ゆかだ。民家の壁かべへ叩たたきつけられ、そのまま破ってしまったらしい。幸いにして空き家のようだが。自分が蹴けり飛ばされたのだとなかなか理解できなかった。


　恐おそらく、ジェノバはそれほど力は込めなかったのだろう。せいぜい、足下にじゃれつく子犬を蹴飛ばす程度のものだったのだろう。それでも、カナメに立ち上がれないほどの打撃を与あたえるには十分な衝撃だった。


　呻くカナメに、ジェノバは急せかすような声を投げかける。


「そら立つが良い。今宵の貴公は我のものだ。夜はまだまだこれからだぞ。我は貴公のためだけにここまで来たのだ。我の期待を裏うら切ぎることは許さないさ」


　──期待……？


　今のカナメにジェノバは一体なにを望んでいるのだろうか？　望むことがあるから、手加減しているのだろうか？　それをさせるために、わざわざオウマからカタナを取り返したというのだろうか？　何な故ぜそれをマルクではなく、カナメに望むのだろうか？


　そこまで考えて、カナメはようやく解答に至った。


　──ジェノバは死を望んでいるのか？


　カナメの能力ならばジェノバに死を刻きざむことができる。そしてカタナがあれば全力を出して戦える。以前、ジェノバの片目を奪った状じよう況きようの条件が揃そろう。


　──だからマルクではなく、私に期待するのか。


　マルクでも、ジェノバを倒たおすことはできるだろう。だがマルクは絶対にジェノバを殺さない。それはもはや彼の中で信念になり始めている。


　だから契約者狩がり──数あま多たの契約者を葬ほうむってきたカナメにそれを期待するのだ。


　再び鎖がうなり声を上げる。カナメが転がり込こんだ民家の壁が、紙切れのように吹き飛ぶ。止まっていればやられる。カナメはカタナを杖つえ代わりになんとか立ち上がり、そして吹き飛ばされてきた壁の破は片へんになぶられまた床に転がる。


　以前の自分はどうしてあんなに気軽に人が斬きれたのだろう？


　自分は一体どこで間ま違ちがってしまったのだろう？


　故こ郷きようにいて、村の外を知ろうとしなかったから？


　あるいはオウマに斬られて人であることを拒絶したから？


　そして自分と同じ契約者を斬ることしか生きる意味を見つけ出せなくなったから？


　それとも……。


　──それとも、マルクに出会ってしまったからか？


　あの人間くさい契約者に惹ひかれてしまったからなのか？


「私は……」


　自分は、どうしたかったのだろうか？


　──人を殺せない──そう、殺したくないのだ。こんなところで剣を振ふり回して戦うことが嫌いやになってしまったのだ。


　軟なん弱じやくなのだろう。甘あまえているのだろう。それでも、一度居い心地ごこちが良いと思ったあの場所から離はなれたくない。誰になんと言われようと、この居場所を手放したくないのだ。


　──手放したくない……？


　カナメはとうとつに理解してしまった。


　──ああ、なんじゃ。簡かん単たんなことだったのではないか。


　マルクは、こう言ったのだ。





　──少しでいいです。信じてください──





　答えに気づいたら、フッと重みが消えた。手放したくないなら、手放さなければ良いのだ。


　カナメは、もう一度立ち上がる。あれこれ迷っていた自分自身が愚おろかしく思えた。


　立ち上がれないほど傷きずついてはいない。相手を直ちよく視しできないほど怯おびえてはいない。事実から耳を塞ふさぐほど、自分は弱くない。握にぎったカタナは折れてはいない。そして、進むべき道は目の前にある。


　あとは、ほんの少しでいい。


　信じてやればいい。





　カナメはそのボロボロの刀身を抱だき寄せると、静かに囁ささやいた。


「研ぎ澄すませ──〈沙イサ波ナミ〉」


　カナメの身長は低い。その自分の背せ丈たけと同じほどもあるカタナ。囁きに水面のように波打つ刃に指を添そえると、カナメは鍔つば元もとから切っ先まで一息に指を走らせた。


　金色の月明かりを受けて銀色に輝かがやく刃。そこに今までの刃は毀こぼれは一つとして残っていない。これが力を失った暗くら乃の守かみが未いまだ折れない理由。カナメのカタナの研とぎ方かただった。


　カナメの気配が変わったことに気づいたのだろう。ジェノバが歓かん喜きの声を上げる。


「ははは。ようやくやる気を出してくれたのだな〈東方不敗〉」


　カナメは半はん壊かいした民家から這はい出すと、うっかりしていたという顔をした。


「そういえば、名乗っておらなんだな。カナメ＝ヒラサカ。それが私の名じゃ」


「ならば我も名乗っておこう。黒の信しん仰こう者しやジェノバ＝ジェノワーズだ！」


　自分から黒の信仰者と名乗ることに、カナメは顔を顰しかめた。


「まあ、良いが。……念のために訊きいておくが、おんしの望みとはなんじゃ？」


「知れたことよ。我が望むのは貴き公こうそのものだ」


「……決着を、つけよということか」


　ジェノバの左目を奪うばったのは、紛まぎれもなくカナメなのだ。しかしそのことで臆おくすることは、もうなかった。


「広がれ──〈沙イサ波ナミ〉」


　カナメの呼びかけに大地が波打つ。周囲の瓦が礫れきが地面に沈しずみ込こみ、無数の波は紋もんを広げる。


　やがて小さな瓦礫は完全に消え失うせ、鏡面のような大地が広がる。カナメが支配する〈沙イサ波ナミ〉の領りよう域いき。踏ふみ入るものの全ての行動を映うつし出す波紋の水鏡。


　ジェノバは水鏡の大地を見下ろすと、満足そうに頷うなずいた。


「何度見ても美しいものだな。……貴公に出会わなかったならば、我は〈黒衣〉を選んでいたやもしれぬ。だが、我は貴公に出会ってしまったのだ」


　あたかも恋こいして止やまない意中の相手のことを語るかのように、ジェノバは恍こう惚こつとしていた。


　──やはり、こやつも私と同じなのであろな。


　心の友などとは言っているが、あれだけマルクに懐なついていてなにも想おもっていないなどということは、ないだろう。


　それもジェノバが死にたがる理由の一つなのかもしれない。心の拠より所どころがあると、そこから拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくなる。血を吸すわねば生きられないという残ざん酷こくな代だい償しようを支し払はらったジェノバ。カナメ以上に、その歩いてきた道は過酷だったのだろう。


　カナメは、確かにその鎖くさりから解き放ってやることができる。


　──じゃが、それは私が望むことではないぞ。


　カナメはその結末を望んでいない。


　だからカナメは信じる。自分の手には道を切り開く力がある。牙きばがある。意志がある。


　剣けんも異い能のうも必要ない居場所。そこでカナメが見失ったのは自分自身への信しん頼らい。剣も異能もない自分にはなにもないという不安。


　だがそれは違ったのだ。自分には、ちゃんと力があったのだ。望んだ未来を摑つかむ力はあったのだ。剣を、異能を極きわめた力を、道を切り開くことに傾かたむければ良いだけだったのだ。


　だから必要なのは信じることなのだ。


　──私は、誰だれにも負けない。


　そう、いくらあの男が自分以外の女を見ていようとも、必ず振ふり返らせてみせる。


「まあ、その前に、目の前の問題を片かた付づけねばならんの」


　カナメが挑いどむべき相手はあまりに強大。それに比べれば、目の前の障しよう害がいなど取るにたらない些さ細さいな問題だった。


　迷うことなどなにもない。カナメは柄つかがしらにしっかりと小指を絡からめ、左足を引いて切っ先を真っ直ぐ突き出し、正眼に構えを取る。


「行くぞ」


　迷いのないその言葉を合図に、ジェノバは連接棍棒モーニングスターを振りかぶった。


　──視みえる！


　いかに強きよう靭じんだろうとも、ジェノバは人ヽのヽ形ヽをヽしヽたヽ人間なのだ。筋きん力りよくが並なみ外はずれていようとも、骨こつ格かくという制約から外れた動きができるわけではないのだ。


　だからカナメは波紋を〝視る〟だけでいい。速さも、力も、まったく関係はない。


　キインッ──飛来する鎖とカタナが交こう錯さくする。




[image: ]





　手て応ごたえは、あっけないほど軽かった。刹せつ那なに飛び散った火花が消えるときには、その金属は真っ二つに分断されていた。


「斬った──！」


　ジェノバが驚きよう嘆たんとも歓かん声せいともつかない声を上げる。


　巨きよ大だいな連接棍棒モーニングスターは、鎖の半ばほどで綺き麗れいに切断されていた。先せん端たんの十じゆう字じ架かはクルクルと回転しながら地面へ突つき刺ささる。〈沙イサ波ナミ〉に浸しん蝕しよくされた大地が大きな波なみ飛沫しぶきを上げた。


「おんしの武器は重すぎるのじゃ」


　カタナと連接棍棒モーニングスターでは質量は比較にもならない。そしてその質量ゆえ、鎖の一いつ環かん一いつ環かんに掛かかる負荷はカタナの比ではない。その鎖に亀き裂れつが入れば千切れるのは当然である。


　要は、その重量と速度を超こえた〝鋭するどさ〟をぶつければいいのだ。カナメには、その力があるのだから。


　ジェノバは、千切れた連接棍棒モーニングスターを放ほうり捨すてると、はね飛ばされた先端──オルダー教の墓標のごとき十字架を拾い上げる。


「見事。では、これならばどうだ？」


　ジェノバは担かつぎ上げた十字架を鉞まさかりのように構える。ジェノバの能力ならば、あの冗じよう談だんのような鋼こう鉄てつの塊かたまりも剣のごとき速さで振るうことができるだろう。鎖とは違い、鉄柱そのものの太さと重量。どれほど鋭かろうとも、刃物で斬れるものではない。


　それでも、カナメは焦あせらず臆おくさず、まるで花束でも受け取るかのような落ち着いた足取りで前へと進む。


「さあ、これを──どう凌しのぐ〈東方不敗〉！」


　あたかも破られることを望んでいるような口調。どう破るのか見せてくれとでも言うように、ジェノバはその巨大な金属の塊を打ち下ろす。


　カナメは、それに対して大きくカタナを振りかぶり──そして柄から両手を放した。


　ドズンッ──液状化した大地に大おお穴あなが穿うがたれる。


　十字架は、カナメの前髪を僅わずかにかすめただけで、地面へと突き刺さっていた。そして、いかにジェノバの能力といえど、全力で振り下ろした一撃の直後にそれを振り上げることはできない。


「甘あまいぞ〈東方不敗〉！」


　できない──はずだというのに、ジェノバの筋肉が衣服の上からでも視し認にんできるほどに膨ふくれあがる。そして、踏ふみ込んだカナメ目がけて掬すくい上げるように十字架が打ち込まれる。


「薙なぎ散らせ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　その迫せまり来る一撃が勢いに乗る前に、カナメはその手を十字架へと押しつける。ジェノバが人ひと並なみの筋力であってくれたならば、それで止めることはできたのだろう。


　しかし、ジェノバの能力は無情にもその十字架を一いつ閃せんさせてしまう。


　そして──それが最後の一撃となった。


　ズブッ──鋼鉄の十字架にカナメの手の平が沈しずみ込こむ。


　振ふり抜ぬかれる勢いのまま、その手は十字架の表面を引き裂さき、銀色の水飛沫しぶきを周囲へ飛び散らせる。そして──


　バシャッ──水をぶちまけたような音を立て、鋼鉄の十字架が弾はじけ散った。


「なんと！」


　カナメが瞬しゆん時じに液状化させた十字架は、ジェノバの腕わん力りよくに耐たえること叶かなわず、木こっ端ぱ微み塵じんにまき散らされていた。溶とけた氷のような破は片へんを見つめ、ジェノバが驚きよう愕がくの声を上げる。


　そして、カナメはそのまま止とどめを刺さすように両手を振りかぶった。


「良いか。斬きるぞ？」


　十字架を避けて、カナメはカタナを手放した。当然、振りかぶったその手にはなにも握られていない。そもそも、ジェノバの能力は斬られたところですぐに再生する。


　にも拘かかわらず、カナメは「斬る」と言う。


　にも拘わらず、「斬る」と言われたジェノバは身構えてしまった。


　地面で呻うめき声を上げていたギャングたちでさえ、無手の少女が途と方ほうもない凶きよう器きを構えているかのように固かた唾ずを呑のんでいた。


　斬れるはずがない──ジェノバとてそう思ったはずだ。その──はずなのだが、捕ほ食しよく者に魅み入いられた小動物のように、動くことはできなかった。


　そして──カナメはなにも握らないその手を振り下ろした。


「──っっっ？」


　ジェノバが頭部を守るようにとっさに両りよう腕うでを交差させる。そして、その交差させた両手から鮮せん血けつが噴ふき出した──ように見えた。


　見物人のギャングたちもそれは同様だったらしい。ヒッと息を呑む音が聞こえた。


「たわけ」


　カナメは、勝負はついたというようにそう呟つぶやくと、硬こう直ちよくするジェノバへその手を突きつけ──ピンッと指で額を弾はじいた。


「な、んだと……？」


　困こん惑わくするジェノバ。当然のことではあるが、無手のカナメが、触れてもいないのになにかを斬れるはずはなかった。鮮血をまき散らしたように見えたジェノバの腕にはもちろん傷一つなく、カナメが返り血に濡ぬれることもない。


　ヘナヘナと、腰を抜かしたようにへたり込むジェノバ。


「な、なにをしたのだ？」


「なにも？　ただ、斬ると言っただけじゃ」


　そう、カナメは本当にそう言っただけだった。ただ、それを本当に〝斬る〟と信じさせたのだ。


　達人が〝殺気をぶつける〟という表現は希まれに耳にすることである。カナメがやったのは、ちょうどそのようなものだった。


　ジェノバが振り回す超重量兵器連接棍棒モーニングスター。それを、カタナなどで斬ってみせた技。そして十字架という巨大な金きん属ぞく塊かいを素す手でで霧む散さんさせた異い能のう。


　それを見せつけられ、あまつさえ揺ゆるぎない自信を持って〝斬る〟と言われれば、もしかしたら〝本当に斬れるのかもしれない〟、そう思わされてしまう。そして、達人の鋭するどさで振り下ろされた〝素す振ぶり〟は、本当に鮮血をまき散らしたような錯さつ覚かくを見せつけた。


　人を殺せないならば、戦意を殺してしまえばいい。再生能力など関係ない。そして──


「顔を斬ったのは、悪かったの」


　カナメはジェノバの正面に立つと、かつて自分が斬りつけた傷きず跡あとをそっと撫なでた。


「あ……、目が……」


　ジェノバの顔から傷跡が消えており、潰つぶれたはずの左目が確かに開いていた。触ふれたものの性質を液状化させるのがカナメの能力である。そうして液状化したものは、粘ねん土どのように形を変えることができる。それはこうした傷の手当てにも応用できた。


「世界は、死を望むほど捨すてたものではないぞ」


　カナメが快活に笑うと、ジェノバは惚ほうけたように顔を赤らめ、そして──


　突とつ然ぜん、ガタガタと震ふるえ始めた。


「お、おい……。どうしたのじゃ？」


　ジェノバの能力は〝血〟である。カナメの能力が干かん渉しようしたことで、拒きよ絶ぜつ反応でも起こったのだろうか？


　カナメが状態を確かめようと屈かがみ込むと、ジェノバは怯おびえるように呟いた。


「む……無理、だ。もう……こ、堪こらえ切れん」


「ジェノバ？」


　カナメが肩かたを摑つかむと、ジェノバは血の色をした瞳でカナメを見上げた。そして──


「え……？」


　抗あらがいようのない力に振り回され、カナメはジェノバに突つき倒たおされていた。


「我は、貴公が望みだと言ったはずだ」


　三日月の形に開いた唇くちびるから、不自然に伸のびた二本の犬歯が覗のぞいて見えた。
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「きゃ──────────っっっ！」


　絶ぜつ叫きようにも似た悲鳴。


　カナメが待つはずの空き家にたどり着いたマルクは、その惨さん状じように我わが目を疑うたがった。


　──間に合わなかったのですか……！


　空き家があったはずの場所には僅わずかな木もく片へんが散さん乱らんするだけで、建造物の痕こん跡せきは残っていない。ジェノバの能力で吹ふき飛ばされた上に、カナメの能力に呑のまれたのだから当然だ。


　そして、その拓ひらけた空間の中央に、覆おおい被かぶさるように屈み込むジェノバと、その下に組み敷しかれた白い髪かみが覗いて見えた。


「カナメ──！」


　マルクは手近に転がっていた棒ぼうきれを拾い上げると、カナメの元へ駆かけ寄った。


　──まだ、間に合います……！


「や、やめよ！　なにをする──冗じよう談だんは止やめぬか！」


　カナメは両手を地面に押おさえつけられていた。あれでは能力は使えない。そして常じよう軌きを逸いつした腕わん力りよくを誇ほこるジェノバに馬乗りされて、振ふり解ほどける人間など存そん在ざいしない。


　さすがに怯えた表情を見せるカナメに、ジェノバは美お味いしくて堪たまらない果実でも見つめるように舌をなめずる。そしてカナメの震える唇へ指を這はわせると、そのまま顎あご先さきへ、首くび筋すじから胸むな元もとへと、艶なまめかしくも妖あやしく伝わせていく。


　襲おそわれていることは間違いないのだが、〈吸きゆう血けつ姫き〉に襲われているというよりは、むしろ痴ち漢かんにでも襲われかけているかのような光景である。


「我は大おお真ま面じ目めだ。ははは。可愛かわいらしいではないか。初めてか？　気にすることはない。全すべては我に任せておけば良い。なに、怯える必要はない。我──がべらっ？」


　マルクは握にぎりしめた棒きれをジェノバの側頭部目がけて叩たたきつけた。


　へし折れる棒きれ。グラリと揺れるジェノバ。全力でその体を押おしのけるカナメ。マルクがカナメを助け起こすと、水に濡ぬれた子こ猫ねこのように小さく震えていた。


「おのれ……っ！　〈黒衣〉、なにゆえ貴公が我の邪じや魔まをする。友といえど許さぬぞ」


「お黙だまりなさいっ！　あなたの毒どく牙がにカナメを晒さらさせはしません。カナメはあなたと違ってまともな娘むすめです！」


「まともな娘……！」


　何故かカナメは恥はじ入ったように顔を赤らめていた。


「貴公ほど我をよく理解した契けい約やく者しやが、よくもそのようなことを言えるな。まともかどうかなど些さ末まつな問題。我にかかれば個人の価か値ち観かんなど造作もなく破は壊かいしてくれようぞ。そして我好みの──へぶんっ？」


　おぞましい美学を熱弁し始めたジェノバを、マルクは影かげを括くくって地面に叩きつけていた。


　地面に埋うもれたジェノバを見下ろしていると、カナメが震えながら問いかけてきた。


「あ、あやひゅ、あやつは、一体なにを……」


　自分がされかかったことを理解したくないのだろう。呂ろ律れつが回っていない。マルクを見上げるカナメの瞳は、自分の考えを否ひ定ていしてほしいかのように濡れていた。


　マルクは、小さく首を横に振ふった。


「その……、なんと申しましょうか。ジェノバは、そっちの人間なのです……」


「そっちの、人間……？」





「つまり、ジェノバが関心を抱いだくのは、異い性せいではなく──同性なのです」





　知ってはならない真実を告げられ、カナメは言葉が出ないように口の開かい閉へいを繰くり返す。


　そして、それはマルクが異性の気持ちに対して鈍どん感かんになった理由でもあった。





　契約者になったころマルクはジェノバと組んで契約を受けていた。ジェノバは対人恐きよう怖ふ症しようゆえどうにも放ほうっておけず、マルクも「心の友」と言って懐なつかれていたからである。


　奇き抜ばつな格かつ好こうをしているのはお互たがい様であったし、ジェノバの対価を知ってしまったマルクとしては、気になって仕方がなかったのだ。


　しかし、それもある契約を受けたときに粉々に砕くだけ散ることとなった。


　そのときの雇やとい主はギャングで、少々危き険けんな取引を行うことになり、強力な護ご衛えいを欲ほつしていた。そしてマルクとジェノバはそれを受けたのだが……。


　──契約者って奴やつも女を作るんだな──


　そのギャングの何気ない言葉に、マルクも何気なく「そんなこともあります」と答えた。


　ジェノバはどこに行くにもついてきていたし、あれでも十代の娘である。格好を我が慢まんすればそれなりに可愛らしいと思えた。マルクもそれなりに意識していたのだ。


　つまり、明言したことはないが、恋人なのだろうと考えていたのだ。だというのに……。





　──〈黒衣〉よ。我は貴公を友としては信しん頼らいしているが、欲よく情じようすることはできないのだ。貴公が婦女子ならば問題はなかったのだが……──





　季節は──夏──だった。


　黒コートを着込んでいたマルクはボタボタと汗あせを流し続けており、ジェノバの方はそれに加え顔を覆う化粧メイクが流れて混ざり合い、溶とけかかった蠟ろう人にん形ぎようのごとき姿すがただった。


　その、悪夢の蠟人形から、よりによって裏社会でも顔の広かったギャング構成員一同の目の前でフラれた。しかも、真面目に。


　当然、深い深い、とてつもなく深い心の傷トラウマとなって刻きざまれた。


　──そもそも、黒ずくめの私が異性から好かれるわけがなかったのですね……。


　そうして、マルクは異性から親しく振ふる舞まわれても、自分が好意を抱いだかれるはずはないと考えるようになってしまった。それは、果てしなく深い心の傷トラウマを刻み込こまれたマルクが、自分の自じ我がを守るための仕方のない防ぼう衛えい行動だった。


　その後マルクは、運悪く夜に取引を襲しゆう撃げきしてしまったギャング及および契約者に、彼らが泣きながら命いのち乞ごいするまで八つ当たりをした。そのジェノバですら怯おびえる残ざん虐ぎやくぶりが、彼女とギャングたちの脳のうからジェノバにフラれた記き憶おくを消しよう滅めつさせ、暗い記憶はマルクの心の中だけに封ふう印いんされた。





　暗い心の傷トラウマが浮うかび上がり、思わず涙なみだぐんでいると、ジェノバはモソモソと起き上がっていた。


「何な故ぜだ！　貴公は今こ宵よい一晩、我の邪じや魔まはしないと契約したはずではないか」


　目の前で幸福な未来を奪うばわれたかのような絶望に満ちた眼まな差ざしでジェノバは嘆なげく。


　マルクはずり落ちたメガネを押し上げると、仕方なさそうに微び笑しよう。


「仰おつしやる通りでございます。私の意志であなたの邪魔をすることはできませんが、我が主の命めいとなれば話は別でございます」


　ジェノバは心の底から口くち惜おしそうに唇くちびるを嚙かみしめる。


「おぉぉぉぉぉぉぉっ……。今一歩というところで！　なにゆえ貴公が友である我の悲願を理解できぬのだ！」


「そうですね。友として、道を誤あやまっているあなたを止めて差し上げねば、と思ったまででございます」


「我はそのような気き遣づかいは望んでおらぬ」


「ちょ、ちょっと待たぬか。おんしは、私に殺してほしかったのではないのか？」


　カナメの疑ぎ問もんに、マルクとジェノバは同時に首を傾かしげた。


「あの……、申し上げにくいことですが、ジェノバは別に死にたがってはいませんよ？」


「死にたがって……いない？」


「当たり前だ。なにゆえ貴公を手に入れられるというのに、我が死なねばならぬのだ？　我は欲ほつするものは全すべて手に入れるぞ」


　それでもカナメの困こん惑わく顔は晴れない。


「じゃ、じゃが……、それならば何故、おんしは私に挑いどんできたのじゃ？　カタナまで取り返して、私が迷わず剣けんを振るうまで手加減までしたではないか」


「十全である貴公を屈くつ服ぷくさせ、貴公の全てを手に入れるために決まっているではないか！」


　あまりに自信を持って答えられ、カナメはパクパクと口の開閉を繰り返した。なにか、自分の信じていたものが儚はかなく打ち砕くだかれたような、そんな様子だった。


「わ、私は、おんしのものにはなれぬぞ。私が望んでおるのは……」


　後半はなにやらモゴモゴと呟つぶやいており、聞き取れなかった。ジェノバは、納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「なるほど。貴公の言うことはもっともだ。我は貴公に一度ならず二度までも敗北した。敗者である我が勝者である貴公を己おのれのものにするのは筋すじ違ちがいだったな」


「わ、分かってくれたか……」


　カナメが悪夢から解き放たれたかのように安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。しかし、マルクは嫌いやな予感を覚え、全力で警けい戒かい心しんを高める。そして、その嫌な予感を肯こう定ていするように、ジェノバはこう言った。





「つまり、我が貴公のものになれば良いのだな？」





　とうとう、カナメに許容しうるなにかの限界を超こえてしまったらしい。カナメは腐くさった魚のように濁にごった瞳で宙ちゆうを見つめ、虚きよ脱だつしたようにへたり込んだ。


「さあ、貴公の好みを申すが良い。貴公の望むまま、我が楽園エーダンへ誘いざなってやろう」


　結局、先ほどと言っていることが変わっていない。カナメは完全に茫ぼう然ぜん自失し、マルクは疲つかれたように嘆たん息そく。仕方がないのでもう一度ジェノバを殴なぐり倒たおそうとしたときだった。


「……ずいぶん、騒さわがしいのだね」


　抑よく揚ようのない声ながら、若じやつ干かん呆あきれたような響ひびきが含ふくまれた声。振り返ると、そこには灰はい色いろのドレスに身を包んだエルミナの姿すがたがあった。


　マルクは立ち上がって丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「失礼いたしました。ヴァレンシュタイン家裁縫師ニードルワーカーカナメ。確かに救助いたしました」


「……ご苦労だった」


　それからカナメに視線を向けると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳を揺らし毅き然ぜんとして言った。


「……帰るぞ、カナメ」


　その珍めずらしく感情のこもった声が自分に向けられたことで、カナメはハッとしたように顔をあげた。


「おんし、その話し方……、元に、戻もどったのか？」


　エルミナは小さく頷く。


「……マルクにも、同じようなことを言われた」


　カナメに見上げられ、マルクは大きく頷いた。カナメはマルクとエルミナを交こう互ごに見つめると、やがてエルミナに向かって駆け出した。


「この、たわけ！　心配かけさせおって……」


　自分より身長の低い少女に抱だきしめられ、エルミナは困こまったように翠玉の瞳を瞬またたかせた。


「……心配をかけさせたのは、君の方だと認にん識しきしているが」


　そう言って、エルミナは自分の背はい後ごへ視線を向けた。顔に大きな痣あざを作ったオウマが、そこに申し訳わけなさそうに佇たたずんでいた。


　オウマの姿を見て、マルクとカナメは鋭するどく目を細めた。


「いつからそこにいたのですか？」


　姿を消す能力ゆえか、マルクにはオウマの存そん在ざいが言われるまで認識できなかった。もしかしたら卓たく越えつした技で気配を断たっていたのかもしれない。ここで気配を断つということは、まだなにか敵対行動をとるつもりなのだろうか？


「え？　いや、エルミナさんといっしょに来たんだけどさ……」


　困ったように答えられ、マルクは逆に絶句させられた。


　──気づきませんでした……。


　オウマはカナメに目を向けると、その場で地面に膝ひざをついた。


「ごめん、ひい様。俺おれ、あのとき逃にげようって言ってやれなかった。それから、怖こわくて二回もひい様のことを斬きった。ひい様の、気の済すむようにしてくれ」


　膝をつくオウマに、カナメは呆あきれたように苦く笑しようを返した。


「どうにも、おんしを殴ったものは、私の分は残してくれなかったらしい」


「ゆ、許してくれるのか？」


　縋すがるように顔を上げたオウマへ、カナメは天使のような微び笑しようを投げかけ──それから思いっきり蹴けりつけた。


「うぎゃ──っ？」


　無む惨ざんに地面へ転がるオウマ。カナメはそちらへ特に関心もなさそうな視線を向ける。


「まあ、今の一撃で、これまでのことは水に流してやろ」


　カナメがふんと鼻を鳴らすと、エルミナが困ったように身じろぎした。


「……そろそろ、放してはもらえまいか」


　無表情ながらも、戸と惑まどったように顔を逸そらすエルミナ。カナメはそんなエルミナを満足そうに抱きしめた。エルミナは抵てい抗こうを諦あきらめたらしく、されるがままである。


「ふむ。やはりおんしはそうでないとな。先ほどまでのおんしはぬるくていかん」


「……それほど、違ったのかね」


「ああ、まるで別人であったの」


　カナメの返答に、エルミナは表情を翳かげらせたように見えた。マルクがそれを確かめようと口を開くと──


「馬ば鹿かな……。貴公が心に決めたのはその娘だというのか」


　ジェノバが、愕がく然ぜんとしたようにそう呟いていた。




　エピローグ







「──ですから、あなたが失敗するのは、物事をよく確かめずに行うからだと、何度も言っているではありませんか……」


　マルクが途と方ほうに暮くれたようにそう呟くと、琥こ珀はく色の瞳ひとみを涙なみだぐませてアイシャがしょんぼりと肩かたを落とした。


　ここは厨ちゆう房ぼうである。


　焦こげついた鍋なべ。散さん乱らんした砂さ糖とうや小麦粉。なにかが破は裂れつして真っ黒に塗ぬりつぶされたオーブン。飛び散った生クリーム。地じ獄ごく絵えとはこの光景である。マルクがついていながらこのありさまなのだ。これでアイシャ一人だったならば……考えるだけでも恐おそろしい。


　マルクは、アルバとの契約を果たすため、アイシャにお菓か子しの作り方を指導してみたのだが……セリアにさじを投げさせた実力は本物だった。


　自分が料理の本を開いて、アイシャに材料の分量を量らせ、順番に調理していく。たった三つのルールを守るだけで、簡かん単たんにできることのはずだったのだ。


　にも拘かかわらず、アイシャはまず指示した材料──砂糖と塩を取り違ちがえるという基本的な技から、砂糖の分量を量ろうとすれば袋ふくろごと中身を放出させ、卵たまごを混ぜようとすれば殻からごとシェイクしてみせた。卵の殻を取るという概がい念ねんは教えたのだが、彼女が割わると何な故ぜか殻の八割わり以上が混入されてしまうのだ。もちろん、卵らん黄おうと卵白を分けるのは不可能。そちらは早い段だん階かいで分けないジエノワーズ生き地じへ切り替かえたが。


　それもまだ序の口で、生地の完成、焼き上げと、段階が上がればその分失敗の段階も上がっていき、マルクは指導云うん々ぬん以前に、自ヽ分ヽのヽ身ヽをヽ守ヽらヽなヽけヽれヽばヽなヽらヽなヽいヽような事態にまで陥おちいった。ところどころに散らばった〝灰はい〟がその痕跡の一つで、一度気が動転したアイシャが〈魔ま眼がん〉を暴発させたのだ。


　燕えん尾び服ふくの裾すそは焼けこげ、髪かみは縮ちぢれ、顔には血けつ痕こん……正体は圧殺された木の実であるが、戦場を駆け抜けてきたような格かつ好こうのマルク。アイシャも真っ白だったエプロンはまだら色に染せん色しよくされ、ワンピースの裾は焦げ、髪はマルク以上にボサボサである。


　昨晩からほぼ徹てつ夜やで特訓に挑いどんだのだが、その成果は悲しいまでに皆かい無むだった。





　夜が明けて、マルクとアイシャが二人で呆ぼう然ぜんとしていると、厨房の扉がギギイと音を立てて開いた。


　扉から現れたのは、艶つややかな黒髪を背せ中なかに流した美しい少女だった。黒い寝ね間ま着き姿すがたで、こんな使用人の領りよう域いきである厨房には相応ふさわしくない、品性と知性に満ちあふれた顔立ち。


　少女は、厨房のありさまを見み渡わたすと、仕方なさそうに呟つぶやいた。


「嘆なげかわしいな使用人どもよ。朝からこれでは先が思いやられるな」


　マルクは少女に冷たい声を投げかける。


「それを掃そう除じするのがあなたの仕事なのですがね」


「え？　え？　マ、マルクさん、こ、このお客さん、どちら様なんですか？」


　アイシャは自分など声をかけてはならない高位の貴き族ぞくに出会ったように狼狽うろたえる。少女は憤ふん慨がいしたように眉まゆをはね上げ、マルクはうっかりしていたというように手を叩たたいた。


「なんと！　昨日の今日でもう我の顔を見み忘わすれたというのか？　ならば我も貴公の記き憶おく力りよくには疑ぎ問もんを抱いだかざるをえぬぞ」


「あ……、そういえば、アイシャ。あなたは素す顔がおを見ていなかったのですね」


「え？　え？」


「あれは──ジェノバです」


　アイシャはマルクと美少女──ジェノバを交こう互ごに見つめ、それから改めてジェノバの頭の天てつ辺ぺんから足下まで何度も見直し、ようやく信じられないというように大きく目を開いた。


「ジェノバさんっ？」


「ようやく思い出したか」





　カタナの騒そう動どうのあと、ジェノバは掃除婦兼けん医師という奇き妙みような位置づけ、オウマは従じゆう僕ぼくとしてエルミナに雇やとわれていた。


　ジェノバはこれで黒を愛するがゆえ、黒を穢けがす汚よごれには敏びん感かんである。特に暗いところを好むので、地下はなかなか気に入っているらしい。そのジェノバに求愛されているカナメは、寝しん室しつが二階であったことを心から感謝したという。ちなみに、今は寝ね込こんでいる。ジェノバが同じ屋や敷しきで働くという現実は、彼女には重たすぎたらしい。


　カタナの騒動で壊こわれた、アルバの倉庫の美術品は、エルミナが歌った謳うたの影えい響きようか、全て元通りになっていた。橋の方もマルクが頼たのみ込こむまでもなく、エルミナが直してくれていた。記き憶おく喪そう失しつ中、迷めい惑わくをかけたお詫わびらしい。


　なお、カナメのカタナは、エルミナがアドナイへ盗とう品ひんだと申告してくれたことで普ふ通つうに返してもらえた。他の人間が頼たのんでもこうすんなりはいかなかっただろう。なお、ヨハエルがさらに罰ばつ金きんを科せられたことは言うまでもない。





「なんでっ！　どうしてそんなに美人なのに、あんな変な格かつ好こうしてたんですか？」


　アイシャが素直な疑ぎ問もんをぶつけると、ジェノバは艶やかな髪をかき上げ、優ゆう雅がに微び笑しようを浮かべた。格好に対する不評は聞き慣れているのだろう。恐おそろしく堂々と開き直っている。


「悲しいな。貴公には我の美学が理解できぬと見える。〈黒衣〉の友ともなれば我を理解できるかと期待したのだがな」


「私も理解できませんから嘆なげく必要はありません」


　マルクが冷ややかに否ひ定ていすると、ジェノバはふんと鼻をならして皿に載のったクッキー（なんとか形だけは様になったのだが、一晩寝込める味）をつまみ上げた。


　エルミナと契けい約やくを結び〝食事〟という対価を修復してもらったジェノバは、昨さく晩ばんから手当たり次し第だい食べ物を啄ついばんでいた。もっとも、この不ふ遜そんな少女はどれも口に合わないなどと言っていたが……。


「洋菓子スウイーツを作っていたのか」


「あ、それは……」


　アイシャが止める間もなく、ジェノバはそれを口に放ほうり込んでしまう。マルクはその行動を予想しながらも止めはしなかった。


　──食べ物を粗そ末まつにする方には相応の報むくいですよ……。


　そして、元は純じゆ然んぜんたる食材だったはずのものを、ジェノバは嚙かみ砕くだいてしまった。


「──うっ……？」


　ジェノバの顔から、血の気が引く。マルクはにこやかな微笑を送り、アイシャが狼狽えた声を上げる。


「ジェ、ジェノバさん、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　マルクは味覚を確かく認にんするため、アイシャにも試食させている。幸いなことに正常な反応は示してくれたものの、自分の料理を食べて涙ぐむアイシャには罪悪感を覚えた。


　ジェノバはカクンと膝ひざを折るが、なんとかテーブルにしがみついて倒たおれなかった。そして、マルクへ信じられないものを見るような眼まな差ざしを向けた。


「こ、これは、なんという食べ物だ？」


「クッキーと呼よばれるはずだったものですよ」


「き、貴公が作ったというのか！」


「作ったのはアイシャですが」


　自分の名前を出され、アイシャはビクッと身を退ひいた。ジェノバはそんなアイシャを許すはずもなく、ツカツカと歩み寄る。そしてアイシャの手を取ると──


「──貴公は天才だ。我は、このように美味なるものが世界に存在するとは知らなかった」


「まあ、これに懲こりたらあなたも出された料理に苦情など……？」


　マルクは、満足そうに頷うなずいてから、小さく首を傾かしげた。


「ほどよい歯ごたえに、かじった瞬しゆん間かん広がるこの苦み。鼻にかかるこの香こう辛しん料りようは一体なにを使ったのだ？　喉のどを通るこの刺し激げきには、我は楽園エーダンを垣かい間ま見みた気さえするぞ」


　──それは、楽園エーダンというよりも冥府アビエスなのでは……？


　マルクが自分の耳を疑うたがっているとアイシャが恐おそる恐おそる問いかける。


「あの……、それ、失敗したと思ったんですけど、……美お味いしいんですか？」


「美味だ。貴公はもっと自信を持つがよい。我は貴公を超こえる菓子職人パテイシエールを知らない」


「そ、そうですか？　あ、あたし、料理、下手じゃないんですか？」


「愚おろかな。貴公の料理を愚ぐ弄ろうする輩やからが存在するというのか。ならば、この奇き跡せきを食させるが良い。己を恥はじ、永遠に口を閉とざすことになろうぞ」


　──それはもう、永遠に口は開けないでしょうね。


　マルクが心の中で適切な指し摘てきを送っていると、再び厨ちゆう房ぼうの扉とびらが揺れた。目を向けると、セリアが入ってきていた。


　セリアは、厨房の様子を見て眉まゆをはね上げるが、マルクとアイシャの姿を見て、大体の事情を察したらしい。珍めずらしく、同情するような視線を投げかけてきた。


「何事？」


「ああ、ええ……、どういうわけか、アイシャの作った洋菓子スウイーツをジェノバが美味しいと言い出しまして……」


　そう言われて、セリアは爆ばく薬やくでも見るかのような目を洋菓子スウイーツへ向け、その周囲に散らばった粉を指先で掬すくう。さすがに、洋菓子スウイーツ本体を口にする危き険けんを冒おかすほど愚おろかではない。


　劇げき薬やくの味に顔を顰しかめながらも、ジェノバへチラリと視線を向ける。


「此これ、美味？」


「その通りだ。貴公も見み倣ならうが良い。すぐ側そばに希代の天才がいてくれるのだからな！」


　セリアは指先を顎あごに当て、なにか思案すると、やがて納なつ得とくしたように頷いた。


「了りよう承しよう。食趣しゆ向こう、理解」


　明らかに侮ぶ辱じよくされたはずなのだが、セリアは特に気に留とめた様子もなくもう一度頷いていた。


「……どういうことです？」


　マルクが視線を向けると、セリアは気の毒そうな視線を向けてくる。


「対価。味覚欠けつ陥かん」


「あ……」


　エルミナが持つ〈空白の契約書〉──契約者は彼女に絶対服ふく従じゆうを誓ちかう代わりに、自分が代だい償しように失った対価を修復してもらえる。しかし、それは仮かり初そめのものにすぎないため、なにかしらの欠陥がある。それが、ジェノバの場合は味覚異い常じようだったらしい。


　──具合が悪くならなければ良いのですが……。


　ジェノバの能力でも、アイシャの劇薬を食し続ければ体に異常が現れそうなものである。





　その後、セリアはジェノバの味覚に合わせた料理を作るようになるのだが、何な故ぜかそれをマルクの皿とよヽくヽ出ヽしヽ間ヽ違ヽえヽるヽのだった。





　マルクが嘆たん息そくしているとジェノバはアイシャの手を取り、なにやら熱弁していた。


「貴公は素晴らしい。黒への理解は感じられぬが、我が側そばに欲ほしいくらいだ」


「ちょ、ちょっと、アイシャにまで手を出すつもりなら許しませんよ」


　マルクが割わってはいると、ジェノバは残念そうに首を横に振った。


「残念だが、我が欲ほつするにはまだ幼おさなすぎる。あと十年……、いや、五年は……」


「幼い！　ジェ、ジェノバさんまで！」


「それに、我には〈東方不敗〉──いや、カナメ嬢じようという、心に決めた相手がいる」


　マルクが絶句していると、ジェノバはなにか思い出したように自分の顔に触ふれた。


「いかん。これは我としたことが、このような無様な素顔を人前に晒さらしてしまうとは！　ええい、化粧メイクを整えてくる！」


　そう言って、ジェノバは厨房の奥おくの手洗い場へ姿を消した。それを見送ると、セリアがポンポンとマルクの肩を叩たたき、それから厨房の中をグルリと示す。


「片かた付づけ」


　マルクはガックリと膝をついた。


　──これは、私が片付けるのですか……！


　力尽つきていると、アイシャが励はげますような声をかけてくれた。


「だ、大丈夫です。あたしが散らかしたんですから、片付けもあたしがやります」


「これ以上私を苦しめてどうするつもりですか？」


　マルクが真顔で言うと、アイシャは傷きずついたようにうな垂だれた。





「あ……、か、片付けなら、俺おれも手伝うよ」





　突とつ然ぜん、厨房の中に現れたその声に、マルクとアイシャは同時にビクッと顔を上げた。声の方向へ視線を向けると、そこには東洋人の青年が立っていた。


「オウマさん。……いつの間に入ってきたのです？」


「え、いや、わりと初めの方からいたけど。その厨房から凄すごい音とにおいがしたから、気になって見に来たんだ。だけど、なんか声、かけづらくて……」


　マルクは小さく息をついた。


「まったく、それならそうといることくらい教えてください。それから、屋や敷しきの中で能力を使うのは遠えん慮りよ願いたいですね」


　オウマの能力は強力である。その気になれば足音やにおいまで消してしまえる。そんな能力を気軽に使われたら、マルクでも落ち着かない。


「俺、能力なんて使ってないぜ？　ずっと邪じや魔まにならないように座すわってたじゃないか」


「え……？　アイシャ、気づきましたか？」


「ええ？　あ、あたしは、分かりませんでしたけど……」


　それからオウマへ視線を集める二人。オウマは何故か傷ついたように俯うつむいた。


「噓うそじゃないよ。俺、この屋敷でなら、自分を変えられるんじゃないかと思うんだ。だから、あんたたちを騙だますようなことは絶対にしない」


「わ、分かりました。疑うたがって申し訳わけありませんでした」


「いや、いいんだ。俺はあんなことをしたんだ。すぐに信じてもらえるとは思ってない」


「でも、オウマさんはいい人だと思いますよ？　変わる必要はないと思います」


　アイシャも心を打たれたのだろう。励はげますような声をかける。オウマは、力なく首を横に振ふった。


「なんていうか、俺、今まで流されるままだったと思うんだ。自分でなにかしようって決めたこともないし。だから、俺、自分らしさ……ていうのかな？　個性みたいなものを磨みがきたいんだ！」


　マルクとアイシャは、何故か同時に視線を逸そらした。


　料理をしていたにも拘かかわらずここまで厨房を破は壊かいしてみせたアイシャ。未いまだに棺かん桶おけを引きずり異い様ような化粧メイクを止やめないジェノバ。昨日の一件が相当堪えたらしく寝込んでしまったが雪の精のごとき容よう姿しのカナメ。フクロウの面に人類の限界に挑いどめる巨きよ漢かんのアーロン。口数の少なさに反比例して重圧のある笑みを浮かべるセリア。


『いっしょに歩きたくない契約者』のトップ１、２、５、６が揃そろっているこの屋敷で、オウマの言う個性など庭に生えている有う象ぞう無む象ぞうの雑草程度にも価か値ちを持たない。


　同情するマルクをよそに、オウマはジェノバとセリアが消えた手洗いへ視線を向けた。


「しかし、ジェノバは美人だったんだな。あの黒い髪かみなんて昔のひい様みたいだ。ちょっと変わってるけど、そこも面おも白しろくて嫌きらいじゃないな……」


　恋こいする少年のような表情でブツブツ呟つぶやくオウマ。


　──この方は、あれだけジェノバがああいった発言をしているのに同性愛者だと気づいていないのですか？


　マルクは純じゆん粋すいで真っ直すぐな青年の夢を壊こわすのは良くないと考え、黙だまっておいた。


「そういえば、オウマさん、カナメさんのこと〝ひい様〟って呼よんでますけど、どういう意味なんですか？」


「え？　ああ、ひい様っていうのは〝姫ひめ様さま〟って意味だよ。俺おれの村、田舎いなかの漁村だったんだけど、ひい様の一族は皇族の血ち筋すじだったからな。正しよう真しん正しよう銘めい、姫様なんだよ」


「カ、カナメさん、お姫様だったんですか？」


「いや、血を引いてるってだけで、継けい承しよう権けんとかはないんだけどな。あ、でも今いる皇族が全員死んだりしたら、ひい様は帝みかどになることを主張することくらいはできると思うぜ」


　カナメのことになると饒じよう舌ぜつになるオウマを見ながら、マルクは絶句していた。


　──あのカナメが皇族の姫……ですって？


　知ってはならない秘ひ密みつを知ってしまったような気がして、マルクはひとしきり狼狽うろたえた。
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　朝の騒そう動どうからなんとか厨ちゆう房ぼうを掃そう除じし、昼食が終わると、マルクはアーロンのいる門番小屋に顔を出していた。


「うぬ、マルク殿どのか。今日もナイフの訓練であるか？」


　マルクは、昼食の後、投げナイフの練習をすることを日課にしていた。


　アーロンの質問に、マルクは小さく首を横に振った。


「い、いえ……、それもあるのですが……、少し、ご相談したいことがあります」


　改まった様子のマルクに、アーロンは首を傾かしげた。


「珍めずらしいであるな。貴き殿でんが我わが輩はいに相談事とは」


「ええ、なんと申しますか、あなた以外に相談できる相手は思いつけませんでしたので」


「うぬ。聞くのである」


　マルクは一度大きく深しん呼こ吸きゆうすると、毅き然ぜんとした口調で問いかけた。





「あの、女性を好きになったことはありますか？」





　瞬しゆん間かん、アーロンの仮面が吹ふき飛んだ。
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　どうやら、噴ふき出したらしい。仮面と唾だ液えきが顔面に直ちよく撃げきした。マルクは、それでも直立したまま微び動どうだにしなかった。自分がおかしな質問をしているとは自覚しているのだ。


　やがて、アーロンはなんとか立ち直ると、マルクの手から仮面を受け取った。


「うぬ……。なんとも、失礼したのである」


　フクロウの仮面を括くくりつけ直すアーロンの声は、まだ震ふるえていた。


「まあ、なんであるか。我わが輩はいとて、誰だれかと生しよう涯がいを共にしたいと思うことがあったわけであり、妻ともまあ、今はあれであるが、セリアという娘むすめもいるわけであるから……」


　アーロンもまだ気が動転しているらしい。訊きいてもいないことをしゃべり始める。


「いや、そうであるか。マルク殿もそういったことで悩なやむ歳としなのであるな」


「はあ、まあ……」


「しかし、それに関しては我が輩、上う手まい助言は与あたえてやれぬと思うのであるが……、まあ、相手は想像できぬでもないが、誰であるか？」


　その疑ぎ問もんは当然ではあるが、マルクは呻うめき声をあげた。


「それが、ですね……」


　どう説明すれば良いのだろうか。アーロンの能力は心を読むことである。マルクの思考を読んでもらえばわざわざ口に出さなくとも察してくれるが、とてもではないがそんなプライベートな心理をさらけ出す度ど胸きようはない。アーロンもそれを察しているから顔を仮面で覆おおい、マルクと視線を合わさないでいてくれているのだろう。


　やがて、マルクは意を決して口を開いた。


「実は、誰が好きなのか……、を、相談したいのです」


「…………………………………………もう一度、言ってもらえぬか？」


　啞あ然ぜんとしたアーロンの声。マルクは羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれながら、なんとか声を絞しぼり出した。


「とても、気になる方がいらっしゃいます。ですが、別の意味で気になる方もいらっしゃるのです。どちらの方も気になるのですが、なんと申しましょうか、片かた方ほうの方に抱いだく気持ちと、もう片方の方に抱く気持ちというものは、似ているけど、なにかが違ちがうのです」


　片方は気が許せてしまい、ついつい頼たよってしまいがちになりながらも、向こうも頼ってくれているわけであり、とても居心地の良い少女。


　もう片方は、とても距きよ離りを感じながらも、振ふり向いてもらえなくとも良いから側そばにいてなにかの支えになってやりたい。向こうから笑ってくれなくとも良いから、自分に向けてもらえなくとも良いから、自分が笑わせてやりたい。そんな少女。


　どちらも気がかりでしょうがないのだが、抱いている気持ちは同じとは呼よべない。


　これを〝恋こい〟と呼ぶのなら、一体どちらをそう呼ぶのだろう？


　そんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな相談に、アーロンは何な故ぜかなにかを懐なつかしむように遠くを見つめた。


「やはり、我が輩、良い助言は思いつけぬのである」


「そ、そうですよね。申し訳わけありませんでした」


　さすがにこんな悩なやみを相談されても、アーロンとて困こまるだろう。マルクが諦あきらめて立ち上がると、アーロンはもうひと言付け足した。


「だが、感想は言えるのである」


「感想……？」


「恋れん慕ぼの情というものは、相手に側にいてほしいという欲求と損得なしに自分を懸かけられる覚かく悟ごの双そう方ほうがあって、初めてそう呼ぶのだと思うのである」


　つまり、どちらも恋とは呼ばないのだろうか？　しかしアーロンが言っているのはそういうことでもないように思える。


　マルクが頭を抱えていると、アーロンは朗ほがらかに笑った。


「かかか。そういったことはドミニク殿に相談してはどうであるか？」


　ドミニクの名を出され、マルクは凄すごみのある微笑を浮かべた。


「ドミニクさんには、別の相談事がありますので」


「……やはり、貴き殿でんも気づいていたのであるか」


「ええ。私はその場にいたものですから。……アーロン、あなたはどう思いますか？」


「すまぬが、思考を読むことはできなんだ。だが……、貴殿とは同意見である」


　その返事を聞き取ると、マルクはナイフ投げの的を手に取り、庭の片かた隅すみへと足を向けた。訓練は、いつもより念入りだった。
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　夕方──外回りから戻もどってきたドミニクは、ゆるみきった笑みを浮かべながらピタリと足を止めた。門番小屋の前にはアーロンがどっしりと腰こしをかけており、石いし畳だたみの通路を挟はさんで反対側はカタナを肩かたに立てかけたカナメの姿すがた。そして石畳の中央には、マルクが涼すずやかな微笑を浮かべて佇たたずんでいた。


「珍めずらしいね。出で迎むかえがいるなんてね」


　白々しくゆるんだ笑みを浮かべるドミニクに、マルクは鋭するどく目を細めた。


「お恥はずかしながら、あなたと駆かけ引ひきをして勝てるとは思いません。ですから、単刀直入にお訊ききします。……何な故ぜですか？」


「何故って？」





「何故、あなたがお嬢じよう様さまの誘ゆう拐かいなど依い頼らいしたのですか？」





　カナメがカチンとカタナの鍔つばを鳴らし、アーロンが静かに立ち上がった。


　ドミニクは、フニャリと笑う。


「どうして、そう思うのかな？」


　オウマとて契けい約やく者しやの端はしくれである。雇やとい主が替かわったからといって、前の依頼人のことをベラベラとしゃべりはしない。


　マルクはメガネを押おし上げ、淡たん々たんと語る。


「あの日、あなたとセリアさんは自分たちでも医師を探さがすといって外出しました。ですが、私たちが会ったのはセリアさんだけでした」


　別行動を取っているのかもしれないとは思ったが、それにしてもセリアからはドミニクの名前は聞かなかった。


「オウマは、私が最初に会ったとき、お嬢様にはなんの関心も払いませんでした。まあ、彼の対価は〝認にん識しき〟だったそうですから、気づかなかっただけかもしれませんが」


　オウマは最初カナメを自分の知る〝ひい様〟だと気づかなかったほどなのだから。


「それから、オウマはエルミナを攫さらいにきました。一度目の交戦の後、誰だれかから依頼を受けたことになります。ですが、ここでおかしな点があります」


「なにかな？」


「何故、他の誰でもなく、オウマを雇ったのでしょうか。一見すれば、オウマは私たち契約者三人を出し抜ぬいたのですから一番強力に見えたでしょう。ですが、代わりに彼も深手を負いました。動けるかどうかも分からない契約者を雇うでしょうか？」


「なるほど。でも、君たちが三人で行動していたなら、すでに誰かに雇われていると考えるのが自然じゃないかな？」


「いいえ。この街には私たち以外に二人も契約者が存そん在ざいします。彼らを使わなかったのは何故でしょうか？　透とう明めい化という能力を持った発見困こん難なんな契約者を見つけ出せるような人物が、その程度のことも知らなかったとは思えません」


　同じ日に、マルクたちはヨハエルとグレリオという契約者に出会っている。グレリオはアルバに報ほう酬しゆうを支し払はらえなかったツケで働いているわけであり、それを清算できる機会を逃のがすはずはない。ヨハエルに至いたっては誰にも雇われていなかった。


「答えは、彼らには顔が知られていて、依頼を断られる可能性が高かったからです」


　グレリオはドミニクを恐おそれている。しかしだからといって〈精杯グレイルの姫ひめ〉たるエルミナに歯向かうなどさらに恐ろしいと感じている。ならばアルバに保護してこき使つてもらった方が安全である。そしてヨハエルの場合は攫うだけでは留とどまらない危き険けんが濃のう厚こうである。


「もう一つ。最初に私たちと交戦した時点で、オウマは深手を負っていました。それでエルミナを攫うことはできません。最低でも一人は協力者が必要です」


　ジェノバに血を吸すわれ、マルクに腕うでをへし折られ、ナイフでも刺さされている。手当てをしたジェノバは、これでよく歩き回れたものだと感心していた。


「なるほど。だけど、それで僕ぼくが犯人だというのは少し乱らん暴ぼうなんじゃないかな？」


　確かにマルクの言っていることは状じよう況きようからの推すい測そくであり、証しよう拠こはなに一つない。もっとも、そのためにアーロンの手も借りているのだ。


　マルクの意図を汲くんでくれたのだろう。アーロンが迫せまると、それを止めるようにカナメが囁ささやいた。


「──この街で、エルミナに危き害がいを加えようとするものは、私たちの元へ来る前に狩かられる。おんしとて、それくらい気づいておろ」


　口を挟はさんだのはカナメだった。


「ここに来るまでに狩られる？」


　マルクが不思議そうな声を上げると、カナメはそんなことも分からないのかと言うような視線を向けてくる。


「アルバはエルミナに協力するつもりらしい。この街でギャングの首ド領ンであるアルバ以上に情報を集められるものは存在せぬ。〈精せい霊れいの器うつわ〉に〈宣せん教きよう師し〉、それに加えギャング本来の勢力。それらに妨ぼう害がいされずに行動できるのは、エルミナの懐ふところ刀がたなのおんしだけじゃ」


　マルクが戸と惑まどっていると、ドミニクはいつの間にか凜り々りしく目を開き、騎き士しのような立ち振ふる舞まいをしてカナメに微笑ほほえみかけていた。


「降こう参さんだ。認みとめよう。エルミナお嬢様を攫うよう依頼したのは僕だ」


　──何故、カナメだとそうもあっさり引き下がるのですか……！


　マルクが憤ふん慨がいしていると、ドミニクはアーロンの小屋へと足を向ける。


「結構、長い話になるんだ。とりあえず、座すわらないかい？」





　結局、アーロンの小屋にてマルクが全員分の紅こう茶ちやを注つぐことになった。


　ドミニクはティーカップを傾かたむけると、フニャリと笑った。


「さっきの話の続きだけど、まずは訂てい正せい点からだね」


「訂正……？」


「僕がエルミナお嬢様を攫うよう頼んだのは、オウマ君じゃないんだよ」


「……？　では、誰だというのです」


「セリアさん」


　マルクは、ポカンと口を開いて絶句し、カナメですら意外そうに目を大きくしていた。アーロンは……仮面で表情は分からない。


「まあ、セリアさんの話じゃ、エルミナお嬢様が突とつ然ぜん倒れちゃったらしくてね。そのままオウマ君のところまで連れてきてもらったんだ」


「で、ですが、あそこにはジェノバもいたはずです」


「うん。セリアさんはね。元々ジェノバさんに、マルドゥーク君をオウマ君のところまで案内してもらうよう依頼するために、顔を出したんだよ」


　つまり、セリアがエルミナを連れて行った後、ジェノバがそれらしく物音を立てたということらしい。


「お嬢様の診しん察さつの依頼は？」


「それはついで。まさかジェノバさんがそんな偉えらい人だとは思わなかったからね。分かったときはびっくりしたよ」


　本当に驚おどろいたようにそう言われ、マルクは疲つかれたようにため息をついた。


「そ、そこまで手の込んだ真ま似ねをして、あなたはなにがしたかったのですか？」


　ドミニクは、毅き然ぜんとしてマルクを見た。


「家令ハウススチユワードが望むのは主の平へい穏おんのみ。エルミナお嬢様を元に戻すために決まってるじゃないか」


「エルミナを、元に戻もどす……？」


　ドミニクはいつの間にか空になっていたカップへ紅茶を注そそぎ込こむと、味わうようにそれを口に含ふくんだ。


「エルミナお嬢様は、医者では診みることができない」


「どういう、意味です……？」


「悪いけど、それは僕の口からは話せない。エルミナお嬢様が話せるようになるまで待ってやってくれないかな？」


「エルミナも、知っていることなのですか？」


「たぶん。自分のことだし、エルミナお嬢様だって自覚しているはずだよ」


　マルクはなにか言いたげに腰こしを浮うかしたが、結局黙だまって席につきなおした。


　──エルミナ……。


　彼女が話せないなにかを抱かかえているのは知っている。マルクはそれを話してくれなくてもいいから、側で支えてやりたいと思った。しかし、知らなければならないのではないだろうか？　話したくなさそうだから訊きかない──それは、結局自分がその方が楽だからそうしているのではないだろうか？


「それで、結局のところ、ショック療りよう法ほうみたいなことしか思いつけなかったんだ。マルドゥーク君みたいにね」


　マルクは、街に連れ出せばなにか刺し激げきになって昔のことを思い出せるのではないかと考えた。ドミニクも同じことを考えていたらしい。


「まあ、なんとか上う手まくいってくれたらしいね。エルミナお嬢様は元に戻ってくれたんだから。だけど……」


「だけど……？」


「今回みたいなことは、また起こる。それは僕たちには止められない。止められるのは、エルミナお嬢様ご本人だけだと思う」


　それから、またいつも通りのフニャリとした笑みを浮かべた。


「そうなったとき、エルミナお嬢様を呼び戻せるのは、僕でもアイシャでもなくて、きっとマルドゥーク君なんだろうね」


　それだけ言うと、ドミニクは出ていった。


　──今のは、一体どういう意味なのですか……？


　マルクは一人狼狽うろたえ、カナメがつまらなさそうな顔をし、アーロンが全て分かっているとでも言うように頷うなずいていた。
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　涼すずやかな風がテラスを駆かけ抜ぬける。


　エルミナは、寝しん室しつのテラスへ出て、一人物もの憂うげなため息をもらしていた。


　──時間が、なくなってきた。


　そして、自分の背せ中なかを意識する。


〈空白の契けい約やく書しよ〉──エルミナが創つくりあげた〈アルス・マグナ〉への対たい抗こう手しゆ段だん。


　古代から存在する錬れん金きん術じゆつ師したちは、神の御み業わざを模も倣ほうしようと試行錯さく誤ごを繰くり返し、そしてついに成功することなく歴史から姿を消していった。


　しかし、彼らはなにも残さなかったわけではない。


　現在広まっている因学ルートは錬金術の思想から派は生せいしたものであり、原因と結果を模も索さくするという彼らの考え方は、近年あらゆる場所へと浸しん透とうしている。


　エルミナは彼らが残し、そして誰も気付かなかった遺い産さんを見いだした。


　それをなんと呼ぶのか……エルミナも名前を知らない。錬金術師たちはそれに明確な名前を与あたえていなかった。いや、そもそもその存在自体に気付いていなかったのだろう。


　──神の御業を模倣する──


　何千年にも亘わたる、その錬金術師たちの執しゆう念ねんが生み出した奇き跡せきの欠片かけら。縋すがりつく〈器うつわ〉すら持てなかった、精せい霊れいには到とう底てい及およばない〝なにか〟。存在自体があやふやで弱々しい、しかし異い能のうの可能性。


　欠片は、文字通り対象を〝模倣〟するという奇き妙みような性質を持っていた。


　──もしかしたら〈アルス・マグナ〉を模倣できるかもしれない。


　エルミナはその儚はかない欠片を使って〈空白の契約書〉を創り上げた。


　ただ模倣するのではない。エルミナと契約者の血を混ぜ合うことで、契約者の精霊への通り道パスを創る。〈空白の契約書〉を核かくに、数あま多たの精霊を取り込こんでいけばいつか〈アルス・マグナ〉へ追いつける。





　──少し、甘あまかったようだがね。


　エミリオに残された時間は無限ではない。エルミナは焦あせっていた。だから、その単たん純じゆんな可能性を見落としていた。


　──〈アルス・マグナ〉に近づけば、対価に近づくのも必然だった……。


〈アルス・マグナ〉を模倣したことにより、〈空白の契約書〉はその〝対価〟まで模倣し始めたのだ。それはエミリオとはまた異ことなる現れ方をしているが……。


　初めは、別にそれでも良かったのだ。


　エミリオはエルミナの身代わりに眠ねむっている。エルミナのせいでそうなったのだ。だから、彼女を目覚めさせられるなら、別に自分がどうなってもかまわないと思っていた。


　そもそも〈精ヽ杯ヽのヽ姫ヽ〉とヽしヽてヽ教ヽ育ヽされてきたエルミナは、それ以外の生き方を知らないのだ。その意味ではエルミナはカナメと酷こく似じしている。だというのに──


　──生きていたく、なってしまった。


　ドミニクがいて、アイシャがいて、マルクがやってきて、カナメとアーロンがやってきて、セリアも来て、今度はジェノバにオウマ。賑にぎやかになっていく屋や敷しきの中。かつての屋敷とは同じものなのに、どんどん別の形になっていく。


　そして、それを心地よいと感じ始めてしまった。


　──時が流れれば、傷きずも癒いえる──


　そう言ったのはドミニクだった。


　言われたときは、憤ふん慨がいした。エミリオを失った傷が癒えるわけがない。癒える必要もない。癒えたとしたら、自分がエミリオを必要としなくなってしまったことになる。


　だというのに、その傷は癒え始めてしまった。


　──マルク……。


　あのとき、目が覚めるなりいきなり抱だきしめられてしまった。さすがに驚おどろいたが──彼は、泣いていた。泣くほど、心配をかけてしまった。そう思うと、なにも言えなくなってしまった。マルクには、側そばで笑っていてもらわないと、困こまるのだ。


　──私は、間に合うのだろうか？


〈空白の契約書〉が〈アルス・マグナ〉を超こえるのが先か、模倣した〝対価〟にエルミナが押しつぶされるのが先か……。


　いずれにせよ、またマルクたちに心配をかけてしまうことになる。


　──他ほかに、やり方はなかったのだろうか？


　エルミナはもう、後には引けない。〈空白の契約書〉はエルミナの体を使っている。すでに多くの契約者を集めてしまっている。


　そしてここで全すべてを投げ出してしまったらエミリオは助からない。


　だから、前に進まなければならない。その先に、破は滅めつしかないと分かっていても。


　──そのとき、マルクはどうするのだろうか？


　抱きしめられた感かん触しよくを思い出し、エルミナは自分の体に腕うでを絡からませた。


　やがて、エルミナは使用人を呼よぶ銀の鈴すずを手に取ると、一度だけ振った。


　リン──澄すんだ音色が響ひびく。


　ぼんやりと空を見上げていると、ほどなくして扉とびらを叩たたく音が響く。


　入るよう、返事を返すとそこにはティーセットを抱かかえた執しつ事じの姿。


　──よくもこうも早く紅こう茶ちやが用意できるものだね……。


　感心しながらも、エルミナはようやくそのことを打ち明ける決心をした。





「マルク。見せたいものがある」






　あとがき




　前巻からお付き合いいただいているお客様、お久しぶりでございます。そしてイラスト、もしくはあらすじで衝しよう動どう買いなさったお客様。初めまして。手て島しま史ふみ詞のりと申します。


　影執事マルクの手て違ちがいシリーズも、とうとう４巻目でございます。





　今回はあらすじにある通り、お嬢じよう様さま記き憶おく喪そう失しつになる。人格の変わったエルミナに振ふり回されつつ、マルクの痛い過去がかいま見えたり（いつものことですが）カナメの苦い思い出と出くわしたり。


　あっちこっち駆け回るマルクは、エルミナとカナメのどっちを見てんの？


　そろそろ使用人も揃そろってきたので、第二部眠ねむり姫ひめ編突とつ入にゆう！





　とまあ、図はからずも今回から新章だったりします。


　というのも、企画当初のプロットは５巻組で組み立ててありました。それで３巻でちょうど区切りがよい形になっていたのです。前巻までが第一部使用人募集編ですね（今思いついた）。


　幸い、マルクは５巻以降も続けていけそうなので改めて組み直した結果──本来４巻に当たる物語を練り込んで三つに分けることになりました。今回は上巻に当たります。そんなわけで、事件は解決していますが「結局あれなんだったの？」という問題をいくつか放置したままになっております。そちらの謎なぞが次回へ続く形です。





　それから近きん況きようでも。この本が発売されるころには七月です。七月といえば七たな夕ばた。学生さん方は夏休みに突入ですね。私も学生時代は夏休みに入れば遊あそび呆ほうけ、新学期に入っても「宿題？　なにそれ？」といって最後まで提出しなかったり（よく卒業できたものですね）。


　うちは何な故ぜかこの季節になると奥おくさんがカブトムシ拾ってきたりカメ拾ってきたりバッタ拾ってきたりと、新しい家族が増えたりするので今年はどうなっていることやら……。


　え？　ええ。奥さんですよ。息むす子こではなく。





　……はい。それでは今回もお世話になりました各方面へ御礼。


　毎度無茶を言いながらも情熱的にマルクを支えてくださる担当Ｔ様。今回も可か憐れん美び麗れいなイラストを仕上げてくださいましたＣＯＭＴＡ様（ジェノバが完かん璧ぺきすぎです）。校正印刷等に関かかわってくださった皆みな様さま。もっと美少年出してよと言いつつドラマガも毎回買ってくれてる姉様。宣伝してくださった親しん戚せき友人諸しよ兄けい諸しよ姉し。あと、困ったことばかり言いながらも毎日笑わせてくれる奥さん子供たち。そして、本書を手にとってくださった貴方あなた。ありがとうございます。





　次回予告。


〈アルス・マグナ〉に蝕むしばまれ始めたエルミナ。マルクに全すべてを打ち明けようとした彼女の身に起こった異変とは？　そして本編で描えがかれていない期間、マルクとエルミナはなにやってたの？　眠り姫編中巻。赤せき裸ら々らな日常を綴つづった短編を交えつつ、大おお騒さわぎしたいと思います。







２００９年６月　手島　史詞
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影かげ執しつ事じマルクの忘ぼう却きゃく





手て島しま史ふみ詞のり
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